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　その時刻を、あえて申すならば丑うし三みつ時どき。果たしてこの世界に住まうものでその言葉の意味を知るものがいるものか。

　夜の帳とばりに覆おおわれ、煌きらめくのは無数の星々と丸い月。住民の殆ほとんどが寝ね静しずまった田舎いなかの都市をひそやかに抜ぬけ出す集団がいた。漆しつ黒こくの闇の中をうごめく影かげが三つ。息をひそめ、しかして焦あせりの中、駆かけだすのは三人の男たち。共々、屈くつ強きような躯く体たいを持ち、己おのが腕わん力りよくと脚きやく力りよくに物を言わせながら走り抜ける。

　男たちは、影の深い路地裏を選び、できる限り星明りに己おのれの姿を照らし出されないように動いていた。その手には銀に光るナイフが握にぎられていた。

　一言で表すならば、夜や盗とう。しかして、ただの夜盗ではない。男たちは目をつけていた屋や敷しきを見つける。光はない。それでも男は屋敷の壁かべに手を当て、念じる。するとその手が淡あわく光を放ち、屋敷の内部を探知する。男たちは、魔ま法ほうが使えた。

　男たちは手て練だれであった。一人は魔法を使い、内部の住人が寝入っていることを確かく認にんすると、仲間二人にアイコンタクトを送った。昼間に情報を仕入れていた男たちの動きは早い。この屋敷は金を持っている。それに綺き麗れいどころの奥方と娘むすめもいる。さっさと押し入り、金目のものを頂き、あわよくば……という下げ卑びた笑えみを浮うかべて、欲よく望ぼうを漏もらしていた。

　事が終わったあとの方法はいたって単純。脱だつ兎とのごとく駆けだせばよいのである。都市の外へと逃にげ出せばあとはどうとでもなる。

　今、この周囲一帯は外にかまける程ほどの余よ裕ゆうはない。

　仕事のしやすい時期だった。つい最近、大きな戦いくさがあり、この地域一帯は被ひ害がいを被こうむった。それゆえに混乱、人手不足に陥おちいっている。

　混乱に乗じれば奪うばい取った金品を売りさばくのも容易たやすい。人買いに売り渡わたすのも良いだろう。それでも充分な金になる。これまでそれで良い思いはしてきた。ならばここでも簡単なことだ。

　男たちは自分たちの手て際ぎわに自信を持っていた。魔法を使えば音もなく窓ガラスを割り、内部へと侵しん入にゆうすることも容易い。もはや慣れたものだ。

　だからこそ、窓ガラスを割ろうとした男は、自分の腕うでが妙みように重たいという違い和わ感かんを覚えた。二人の仲間はもたつく男に怪け訝げんな目を向けていた。

　同時に新たな影が頭上に現れた。

「忍にん法ぽう・自在縄なわ」

　刹せつ那な、がくんと男の右腕があらぬ方向へと捻ねじ曲がる。腕には鋼線が、がんじがらめに巻かれていた。その鋼線が男の右腕をねじるようにして、へし折ったのである。

「────！」

　男が絶ぜつ叫きようをあげる間もなく、影は首へと手刀を打ちこみ意識を刈かり取った。鮮あざやかなりしその一いち撃げきはまさしく神速、無音。

「なんだ！」

「誰だれだ！」

　瞬またたく間に仲間の一人を無力化された夜盗二人はその瞬しゆん間かんに至り、やっと影の存在を知覚した。

　漆黒の闇に溶とけ込むが如ごとき黒の装しよう束ぞく。頭部を覆い隠かくす黒くろ頭ず巾きんは、鷹たかの如き鋭するどい眼光がのぞき、手てつ甲こう、足そつ甲こうがギラリと光る。その背には一本の刀を背負いし姿。

「音おと羽わ見参」

　影がそう名乗った。

　それが夜盗たちの、今宵こよいの眠ねむり歌となった。

　影は名乗り終えると同時に二人の夜盗へととびかかり、人差し指と中指からなる二本貫ぬき手てを喉のどへと繰くり出す。喉を貫かん通つうこそはしなかったが、鋭い一撃は一瞬で男たちの言葉を奪う。声をあげることができず、さらには呼吸すらままならない男二人。

　夜盗三人組はものの数秒で、沈ちん黙もくした。崩くずれる三人に対し、まるで蛇へびのごとく縄がまとわりつき、ひとりでに捕ほ縛ばくしていく。

　それを確認した影は……城き戸ど音羽はそこでやっとため息をついた。

「一丁完かん了りよう」

　言葉と共に音羽の姿は影へと消えていく。

　束そく縛ばくされた男たちが発見されたのは、翌朝のことであった。
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　そこは真夜中だというのにまるで昼間のように明るい。光源などどこにもないのに、どうやってそんな光を放っているのかは俺にも分からない。

　そこはハーバリーが誇ほこる美しきギルドマスター・サリーの自室だった。

「不届き者の処理は完了」

　俺、城戸音羽はサリーへと仕事の報告を行うためにやってきた。

「ご苦労様。報ほう酬しゆうはいつも通りギルドカードに直接」

　サリーは無表情のまま、何かしらの書類にサインをしながら、答えた。

　淡たん々たんとしたやり取りではあるが、基本的に彼女はこんなもんだ。

「この忙いそがしい時に、馬ば鹿かは馬鹿でいいわよね。本当に頭に来るわ。どうして大人しく、真ま面じ目めに生きようとは思わないのかしら」

　しかし、ここ最近のサリーは小言が多くなった。別にそれは俺に対してじゃない。

　いうなれば、さっき俺が退治してきた夜盗とかに対してだ。

「嗅きゆう覚かくとでもいうのかしらね。自分たちの欲望を発散できる場所を常に探し求めているのかしら。その無む駄だな才能をどうして別の方向に有効活用できないのかしら。私にはそれがわからないのよ」

「……まぁ、犯罪者の理り屈くつを理解しろというのは」

「わかってるわよ、そんなこと」

　はぁとため息をつくサリー。湯気も消えうせ、冷めた紅茶を飲みながら、サリーは一息つく。

「とにかくご苦労様。あなたが夜な夜な馬鹿どもを始末してくれるおかげで、少なくともハーバリーの治安は良くなったわ。たまに今回みたいな外から来た連中には頭を悩なやませるけど」

「平和なのは良いことです。しでかすものも少なくなってきました」

「当然よ。私の仕事を増やす輩やからは許してはおけないもの。知ってるかしら。ここで犯罪者が現れる度たびに私が書かされる書類の数。一人につき六枚よ、六枚。同じ文章を、同じサインで、別々に送るのに六枚も。気が狂くるいそうよ」

　ちなみにこの愚ぐ痴ち、聞くのはもう十数回目だ。

　多くの冒ぼう険けん者しやを取り仕切り、各地のギルド支部との調整も行わなければいけないギルドマスターとは忙しい役職だ。それに、イーゲルやその配下が起こした数々の問題、そこに乗じた小悪党どもがこのハーバリーで悪さをしていた。俺はサリーの命令に従い、連中を捕とらえてきたというわけなのだ。

　一応、その効果もあってか、治安そのものは良くなっているようなのだが。

「あぁ、そういえば。あのイーゲルとかいう男を処理した件だけど。はい、これ」

　ついでに思い出したかのようにサリーは部屋中に張り巡めぐらせた樹木の枝を伸のばして、一枚の用紙を俺の目の前に突つき付けた。

「謝状……ですか？」

　ちらりと流し見ただけだが、そこには俺への感謝の言葉が記されていた。

「一応、これだけは最初に送られてきたわ。田舎の、一地方で起こったこととはいえ、大魔ま獣じゆうの召しよう喚かんに、魔王を騙かたる魔族の反乱、そして小都市の壊かい滅めつ……正直、事が大きすぎて本国もてんやわんやなの。本来であれば、あなたは即そく座ざに本国に召喚され、盛せい大だいなお披ひ露ろ目めと論功行賞といきたいところなのだけど」

「なるほど？」

　魔王イーゲルの所業はたんなる乱暴者が徒党を組んで大暴れしていたという話では済まない。魔王を名乗るだけの力を持った男が軍勢を従え、侵しん攻こうしてきたのだから。それに被害の規模も甚じん大だいだ。

　俺は、そんな男を討とう伐ばつしたわけで、自分で言うのもなんだが結構な大仕事をやり遂とげたつもりだ。それに対する反応が妙に小さいのも気にはなっていた。かといって自分の功績を派手に言いふらすのも何か違ちがうと思い、あえて黙だまってはいたのだが。

「長らく続いた平和だったもの。それが崩れるような事件が起きて、本国も気が気でないのよ。それに、友好同盟を結んでいるはずの魔族が引き起こしているわけだから、外交問題としてもね？　あちらとしては英えい雄ゆう一人にかまけている暇ひまがないというのが正直な感想でしょう」

　ふーむ。国家政治のあれこれはわからん。俺には想像もつかない面めん倒どうなことがあるのだろう。

「とはいえ、無視するわけにもいかない。いずれはあなたも招しよう聘へいされるでしょうけど、それはしばらく持ち越こしといったところでしょうね。本国からの報酬も、それを待ってというわけ。こればかりは、私が文句を言っても厳しいわね。言ってやったけど。こっちはこっちで、命がけだったもの。梯はし子ごを外されるつもりはないわ」

「ありがたいことです」

「とにかく、この件は私が預かる。悪いようにはしないわ。それまでは普ふ通つうにしてなさいな」
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　さて、魔王イーゲルを倒たおしてからかれこれ三週間。

　異世界は俺が思う以上に逞たくましいようで、破壊されつくした街々の生き残りたちは故郷の復興のために動き出したり、もしくは新たな土地を求めて旅立つものたちもいた。

　それは冒険者たちも、彼らをまとめるギルドも同じでイーゲルが倒されたからと言って休まる日々が訪おとずれるわけでもなかった。

　むしろ仕事は山ほど増えた。特に復興関連の依い頼らいは数多く受じゆ託たくされ、中には新天地を目指す住民たちの護衛となって土地を離はなれる冒険者も多かった。

　ある意味で、その姿こそが『冒険者』と呼ぶにふさわしいものだと俺は思う。

　そんな旅立つ彼らの無事を祈いのりつつ、俺は俺でハーバリーから離れるつもりは今のところはなかった。俺一人なら自由気ままに旅もできるだろうけど、今は仲間がいるからな。

　それにサリーとの契けい約やくもあるし……とはいえだ。

「そりゃぽんぽん悪人が出てくるわけねーよなぁ」

　自宅であるボロ小屋で俺は朝食のスープを飲みながら、ふとぼやく。

　悪質な冒険者、私腹を肥やす役人、怪あやしげな商売に手を染める商人……どんな世界にも悪い奴やつはいるものだが、石を投げればそいつらに当たる程ほどいるわけじゃない。当たり前の話だ。

　それに、イーゲルが起こした騒そう動どうは本当にシャレにならない被ひ害がいを出していた。冒険者たちも復興作業に従事する方が儲もうかるし、役人たちも関係各所との連れん絡らく・調整に首が回らないようだし、商人たちはここぞとばかりに本ほん腰ごしを入れる。

　まともに働く方がむしろ楽で、そっちが儲かるならみんなそっちに行くというわけだ。それでも悪さをする連中は俺がとっ捕つかまえているのだが、それを何度も繰り返せば嫌いやでも治安は良くなる。

　さて、そうなると、サリーからの裏のお仕事は少なくなる。それじゃ表の冒険者の仕事をするわけだが、こっちは適正価格の報酬しかもらえない。それは良いことなのだが、俺としてはそれじゃダメなのだ。

　別に金の亡もう者じやを気取るわけじゃないが、俺には金が必要なのだ。

　なぜって……。

「お腹なか、減った！」

「ミズチちゃんはよく食べるねぇ。はい、おかわり」

　騒さわがしくも平和な朝食の席。

　アムがにこにこ笑え顔がおでミズチにスープのおかわり（十杯ぱい目）を入れてやっていた。

「あら、もうお鍋なべが空っぽですこと」

　朝食担当である、ポーラが空になった鍋を片手にほんのちょっぴり苦笑い。

　鍋には結構な量のスープが入っていたはずなのだが、そのほとんどをミズチがペロリと平らげてしまった。

　そう、我が家は現在、ミズチの食費に圧あつ迫ぱくされているのだ。ミズチは、見た目は幼い少女だ。それなのに大人ですらギブアップしそうな食事量を要求してくるようになっていた。

　少し前、それこそ半年前までは普通の食事量だったのだ。それが今ではこのありさまなのである。

「恐るべし、大魔獣……」

　なぜならミズチは、大魔獣が一体。大海かい龍りゆう王おうの……幼体なのだから。

　なぜそのような存在が幼体で、しかも女の子の姿でいるのかと聞かれても俺だって答えようがない。たまたま倒したスキュラとかいう化け物から手に入れた卵が孵かえったらこうなったとしか言えない。

　そして大魔獣とは通常のモンスターとはくらべものにならない力を持ち、先のイーゲルとの戦いおいても、ミズチはその真の姿ともいうべき大海龍王の姿を現し、俺を助けてくれた。

　それ以降なのだ。彼女の食しよく欲よくが倍増したのは。

　これに対してサリーは、

『本来ため込んでいた魔力とかを一気に放出して、成体に急成長したせいでしょう。失われた魔力を補給するために食事という形態をとっているだけだと思うわ』

　とのことだ。

　これは推測の域を出ない話なのだが、実際にミズチは食欲が底そこ抜ぬけになってしまっているので、どっちにしろ俺たちはそれに対応しないといけなかった。ミズチも、これで結構抑おさえてくれているらしいが、本能というか欲よつ求きゆうを我が慢まんさせるのもなんだかかわいそう。

　ゆえに俺は今までの貯金をやりくりしながら、彼女の食費に充あてているというわけなのだが……。

「こりゃ、依頼の方も考えないといけないな……」

　貯金に余よ裕ゆうはまだあるが、あまりそれを切り崩くずしたくないのもある。

　なぜなら俺のひそやかな目的。住みやすいマイホームの為ための貯金なのだから。

[image: ]

[image: ]

　かといって、お金を貯ためる方法は依頼をこなしていくしかない。

　ミズチの食欲に関して、サリーは一時的なものだと言っていたが、それがいつ終わるのかはわからない。

　とにかく余裕を持てるだけの金額を稼かせぎたいが、冒険者とは何かと金がかかる。装備を整えたりするのは当然として、依頼内容次し第だいでは怪け我がや入院だってある。

　まぁ、このあたりに関しては、偉えらそうなことを言わせてもらえば俺個人としては心配することはない。ここらのモンスターに後おくれを取ることはないし、治ち療りように関しても忍しのびの薬やポーラの回復魔法がある。簡単な怪我ぐらいはこっちでどうにかなるというわけだ。

　それに、周辺地域の復興及および開かい拓たく事業が進んでいく関係上、危険度の高いモンスターはその殆ほとんどが駆く除じよもしくは追い出されてしまっていて、これらの討伐関連の依頼は激減している。当然、悪党だのなんだのの捕ほ縛ばく依頼も減っているが、これは俺のせい。

　さてそうなると残る依頼は、結局は開拓事業の手伝いというわけ。

　そして具体的な内容はというと……。

「運ぶぞぉ！　道開けろぉー！」

　忍にん法ぽうによって土くれから生み出される巨きよ大だいな土つち蜘ぐ蛛もはまるで大型トレーラーのように縄なわでくくられた石材や土ど砂しやを運んでいく。土蜘蛛はその名の通り、土でできていて、しかも廃はい棄きすべき土砂などを利用できるから元値はタダ。作業が終わればそのまま土に還かえせばよいだけで非常にクリーン。

　それで、まぁつまり、開拓事業とはつまるところ工事である。

　ハーバリーの周囲には小さな村落がちらほら点在しており、それらの集落はいまもゆっくりと広がっている。それがイーゲルの一件で疎そ開かいする住民が多くなり、これらの事業は人手不足なのだ。

　冒ぼう険けん者しやはその殆どが屈くつ強きような肉体を持っているので、こうした作業に従事するのは得意である。

　そして、俺の忍法もまた、意外と役に立つのだ。

　特に、土ど遁とんの術は土を操あやつれるという観点から、土地の整地に大活かつ躍やく。土蜘蛛はさっきの通り、巨体とパワーを活いかして重たい荷物を運べるし、地面に穴を掘ほるなんて余裕、堅かたい岩がん盤ばんだって取り除のぞける。

　魔法もそうであるが、忍法だって戦いにだけ使うのはもったいない。利用できるならどんなことにだって使っても良いはずだ。使えば色々と楽なのは間ま違ちがいないのだから。

　俺個人の考えとしてはどんな能力も技能の一つ。使ってなんぼのものだ。

　火が必要なら火か遁とんの術、水が欲しいなら水すい遁とんの術。忍法とは普段の生活においても便利な代しろ物ものだ。

　とまぁ、ここ最近の俺の仕事はもっぱらこういう工事が殆どなので、大変ではあるが、結構楽しい。

　人の生活の営みを感じさせるような仕事はやってて充じゆう足そく感がある。

「キドー様、お昼の用意ができましたよー！」

　アムが両手を振ふりながら俺を呼ぶ。彼女は村の中央で炊たき出しや食材調達の手伝いをしていた。

　その近くにはポーラが作業中の怪我の治療をしていて、ミズチはミズチで村の子どもたちと遊んでいる。

「おぅ、頂くとするよ」

　こちらも作業が一区切りついていたので、お言葉に甘えようと思う。

　昼食は簡単なもので根菜類のスープに干した肉が数枚といったところだ。開拓を始めたばかりの村なのだから、これでも結構な贅ぜい沢たくと言える。

「いやはや、大助かりでしたよ、冒険者殿どの」

　昼食にありついたと同時に村長の老人がやってきた。

「いえ、これも仕事ですので」

「ありがたいことです。冒険者と言えば、モンスター退治などが殆どですので、こういったことはあまり引き受けてくれなくて……」

「平時であればそうでしょうが、今はそうも言ってられない状じよう況きようでしょう？　助け合いの精神ですよ」

　それに、俺もイーゲルとの一件がなければ多分、普ふ通つうに討とう伐ばつとかばかりしていただろうしな。

「とても素す晴ばらしいことですわ。博愛と人徳、キドーさんはそれを自覚していらっしゃいます」

　いつの間にか俺の左側に座っていたポーラ。いつものようにやたらと距きよ離りが近いのはもう慣れた。

「そういうのじゃないさ。俺の……国ではこういうことが美徳だったんだ。実際にやるかどうかはさておいて、俺も幼い頃ころからそう教え込まれていた」

　元の世界。現代日本は余裕があるし、安全な国だった。一方でこの異世界というのは、一見すれば平和だが、それでも死という概がい念ねんが身近なものだ。野生動物だけならまだしもモンスターまでいて、魔ま法ほうという存在もある。盗とう賊ぞくだって普通にいるし、貧ひん富ぷの差も大きい。

　生き残るということに関してはどこまでも貪どん欲よくなのだと思う。

　ある意味、俺のような向こう見ずな親切は少し特異に思われるかもしれない。

「しかし、不思議な魔法をお使いになられるのですなぁ。私も長く生きてきましたが……」

「あぁ、これは魔法ではなく……」

　という風な談だん笑しようが続くと思われた時だった。

「大変だ！　モンスターがいるぞ！」

　村の男衆が数人、血相を変えて転がり込んできた。

　モンスター？　そりゃ危険度の低い、野生動物のようなモンスターぐらいならいるだろうが。

「どういうことだ。モンスターだと？」

　わっと広がる動どう揺ようを抑えるように村長が立ち上がり、冷静な口調で男衆に問う。

「見たこともねぇモンスターだった。銀色で、妙みように寒気がするんだよ！」

「ありゃきっと魔王とか名乗ってた連中の生き残りに違いねぇ！」

「あの野や郎ろう、いきなり現れて氷を……」

　よく見ると男たちは農具を手にしていた。武器にするには貧弱だが、不思議なのは、別の農具には季節外れの霜しもが張り付いていることだ。すでに溶とけかけていて、雫しずくとなって滴したたり落ちているのだが、うっすらと白い結けつ晶しようはまだ残っている。

「馬ば鹿か者もの！　不用意にモンスターを刺し激げきするなと……！」

「ち、ちげぇんですよ！　俺たちは何も……モンスターが急に！」

「と、とにかく魔法が使えるモンスターなんですぜ！」

　男たちはかなり興奮している。危機を伝えようと必死なのだろう。

「えぇい、騒ぐでない！」

　村長はそんな男たちをぴしゃりと𠮟しかりつけると、申し訳なさそうな表情で俺を見やった。

「申し訳ございませぬ、いらぬお手数をお掛かけすることになるかもしれませんが……」

「構いません。村の護衛も依い頼らい内容に含ふくまれていますので」

　そう答えながら、俺はアムたちの方へと振り向く。

「こちらは大だい丈じよう夫ぶです」

　既すでに槍やりを片手にアムは臨戦態勢。ポーラも武器はないが、女性や子どもたちを集めてくれていた。

「アム、君はここに残っていてくれ。俺が見てくる。ミズチ、お前も留守番だ」

「えぇー！」

　さらっと俺の首に抱だき着いてこようとしていたミズチを子犬のように掴つかみながら、アムへと手て渡わたす。

「アム、ミズチの面めん倒どうを頼たのむぞ。ポーラ、結界を」

　指示を飛ばしつつ、俺は逃にげかえってきた男たちへと振り向く。

「件くだんのモンスターはこの先か？」

　男たちが走ってきた方角へと視線を向ける。彼らはこくこくと頷うなずいてくれた。

「わかった」

　そのまま駆かけ出す。この先はまだ整地が完かん了りようしていない為か森に隣りん接せつしていた。

　村の中心部からはさほど離はなれていない場所だが、木々が入り組んでいるので実際以上に深い森に見える。確かに動物が身を隠かくす分には充じゆう分ぶんかもしれないが。

「こんな人の気配の多い場所にモンスターが一匹ぴきというのもな……」

　銀色とか言っていたな。話だけを聞くと目立つ感じだが……。

「木が邪じや魔まで目が滑すべるな……ならば！」

　こういう時の為の忍法も存在するのだ。

　印いんを結び、術名を唱える。

「忍法・大だい耳じ変へん！」

　その瞬しゆん間かん、俺の両耳はまるでギャグマンガの如ごとく巨大に変化する。

　忍法・大耳変。言葉の通りの忍法で、見た目だけだとふざけているように見えるが、その分の聴ちよう力りよくは研とぎ澄すまされ、数キロ先の囁ささやき声すら捉とらえることができるのだ。

　聴力によって、足音を探さぐる。ヒット、森の中をせわしなく駆け抜ぬける足音が聞こえた。

　距離もそう遠くない。

「……ん？　気のせいか？」

　巨大化した耳はたしかに足音を捉えている。間違いなく、寸分たがわずだ。

「いや、まずは追いかけてみればわかることか」

　俺は音を頼たよりに、森の中へと飛び込み、木々の枝を乗り越こえて対象を追いかける。

「……冷気か」

　近づくにつれて、俺はほんのりと冷たい風を感じた。いうなれば冷蔵庫を開けた時に感じる冷風に近い。

　男たちは寒気がすると言っていたし、農具には霜が張り付いていた。暖かいこの季節にそんな芸当ができるということは、件のモンスターは氷の魔法が操れるとみて間違いないだろう。

　しかし……。

「冷気は感じれど、どこかが凍こおっているわけでもない……それに」

　ほんの少しだけ疑問が残る。農具に霜がかかっていたが、それ以外で凍っているようなものは見かけない。もしかすると、攻こう撃げきしてきた村人を追い払はらう程度の攻撃だった可能性もある。

「いや、だがあの人たちは突とつ然ぜん現れて、いきなり氷をぶつけてきたと言っていたな……」

　とすると、村人たちはモンスターに攻撃をしかけていない？

　何やらややこしい話になりそうだ。それでも、用心の為ために俺はモンスターを追いかける。

　しばらくすると、俺の視界にちらっと銀色の光が見えた。素早く木々の間を駆け抜けているのが見える。冷気も次し第だいに強くなっているのが感じられた。

「あれは……」

　俺はモンスターを跳とび越えるようにして、枝からジャンプ。奴やつの進行方向前に着地した。

「これは……！」

　そこにいたのは思わず見み惚とれてしまいそうになる美しい銀の毛皮を持った獣けものだった。四よつ脚あし歩行、すらりとした体、面おも長ながの顔つきにピンと張り詰つめた両耳、鋭するどい眼光もさることながら、一番に目を引くのは三本の豊かな毛におおわれた尻尾しつぽだろう。

　銀色の狐きつね。それが目の前にいたのだ。

「間違いないな……こいつだ。だが、怪け我がをしているのか？」

　体毛が銀色だったのもあるが、前の右足に目立つ裂れつ傷しようがあった。

　一瞬、俺はその怪我は男たちが農具でつけたものかと思ったが、それにしては裂傷は鋭えい利りだった。しかも、男たちの農具には血の痕あとはなかった。彼らは攻撃する間もなく、この銀ぎん狐ぎつねに追い払われたのだろう。

「だとすればこの傷は……」

　俺が思わず、一歩踏ふみ出すと、銀狐は唸うなり声をあげ、牙きばを見せながらこちらを威い嚇かくしている。ただ、敵意というものは感じない。どちらかと言えば、恐きよう怖ふ、焦あせり。

　その感情を乗せるように、銀狐の周囲に真っ白な冷気が漂ただよい始めていた。視覚化できる程ほどの冷気だ。

　パリパリと乾かわいた音と共に、地面に薄うすい氷の膜まくが張り巡めぐらされていく。

「ふーむ……別に、村人に危害を加えたわけでもなし、この方向なら村から離れていくようだし……」

　銀狐は明らかに、こちらへの警けい戒かいを強めている。それには明確な意志を感じる。獣の本能というよりはもっと理知的なものだ。

　だが、俺はどうにもこの銀狐を危険とは判断できない。

　もし危険なモンスターであればこんな手間をかけず、むこうはこっちに攻撃を仕し掛かけているだろうし、男たちだって怪我をするはずだ。なのに彼らに外傷はなかった。

「よーし、落ち着け。今のところ、俺にお前を攻撃するつもりはない」

　この世界ではモンスターイコール害がい獣じゆうではない。野生動物のような奴らもいる。そういったモンスターは別に求めなければ討伐はされない。田畑を荒あらす、人を襲おそうとかでもない限りは放置されているのだ。

　しかし、害獣駆く除じよ以外の目的でもモンスターは討伐されることがある。主にモンスターを何らかの素材として狩かる場合だ。

「一体何が目的なのかは分からんが、俺が思うに毛皮とかが目的じゃないな、えぇ？」

　俺は、クナイを影かげから取り出すと同時に銀狐の背後の木々へと投げつけた。

　銀狐は驚おどろいたのか、思わず己おのれの背後を振ふり向く。

　同時にカツンと金属が弾はじかれる音。クナイが地面へと転がる。

「姿を見せろ。その異様な殺気。狩りの獲え物ものに向けるにしてはあまりにも異質」

　女め神がみから頂ちよう戴だいした忍にん者じやの力。あらゆる忍法もさることながら、その力は俺に戦士としての能力をも与あたえていた。その一つが敵意、殺気に反応する、忍にん者じや的な直観とでもいうべきか。

「なぜ、気が付いた」

　森の奥から現れたのは十五、六歳の少年。顔は病的なまでに青白く、真っ黒なコートを羽織っていた。そのコートが単なる布地でないことは、明白だ。俺のクナイはそれに弾かれている。

「だだもれの殺気を見み逃のがすほど、どんくさくはない」

　敵の気配を感じ取る。言葉としては簡単だが、この力のおかげで俺は銀狐が俺に敵意を向けていないこともわかったし、森の闇やみの中に潜ひそむ異様な殺気に気が付くことができた。

　いや、実のところ、この殺気の主の存在にはもっと前から気が付いていた。俺が大耳変を使ったときから既に、そいつの存在を、足音を捉えていたのだ。

　獣の四脚以外の足音。人の、二足歩行の走る音だった。

「ギギ……去れ、去れ。人間、に、用は、ない」

　抑よく揚ようのない、それでいて少年とも少女とも区別のつかない甲かん高だかい声。青白い肌はだのせいか、性別も判別しづらい。

　少年がちらりと銀狐を見ると、当の銀狐は牙を剥むき出し、激しく唸り声をあげ、冷気を増加させていた。

「随ずい分ぶんと警戒されているようだな。それに、貴様、俺を見逃すつもりはないだろう」

「当然、我が身を、見たものは、全すべて殺す。殺して、吸い上げて、我が身の糧かてとする」

「化け生しようの類たぐいか」

「言葉の意味は分かりませんが、主あるじからはウィプリと」

　にたりと薄気味悪い笑えみを浮うかべる。ぞっとする殺気も追加だ。

　はっきりと理解する。こいつは、敵だ。

「無む駄だ話ばなしは、おしまい……イィィィ！」

　刹せつ那な、少年、ウィプリはコートを広げ、銀狐へと迫せまる。コートは一瞬にして漆しつ黒こくの刃やいばと化し、シュンッと空気を切り裂さく音と共に銀狐の首を狙ねらっていた。

　素す早ばやい動き。銀狐は呆あつ気けに取られた様子で、無防備にしていた。

　だが……。

「何度も言うが、そのだだもれの殺気を隠すつもりはないのか？」

　すんでのところで、俺が間に入り、奴の攻撃を防いでいた。

　ギリギリと俺の刀と奴の刃が競せり合う。

「その姿……！」

　それによって俺はウィプリの肉体の全容を見ることができた。刃は物ものへと変じるコートを羽織った少年。しかし、それは正しくない。こいつは顔こそ、青白い少年だが、肉体は黒い不定形の物質だったのだ。

　いうなれば、青白い顔だけが、暗闇に浮かんでいるような姿。

「なんて醜みにくい！」

　あまりにも異質。あまりにも異常。この世界に来て、俺は結構な数の、化け物と呼ぶべき存在を見てきたつもりだが、こいつはその中でも見た目はとびっきりの化け物だ。

「キキ……！」

　己おのが正体を露あらわにした為か、ウィプリは張り付けたような笑みを浮かべ、鋭い犬歯を見せつけながら小さく笑う。よどんだ両目をくわっと見開き、漆黒の肉体を縦じゆう横おう無む尽じんに操あやつる。

「切り、刻まれ、ろ！」

　不定形ゆえにあらゆる角度から刃が伸のびる、走る。上下左右、四方八方、無数の黒の剣けん閃せんが俺に襲い掛かかる。並みの戦士ならば瞬時にくし刺ざしになっていることだろう。

「ならば！」

　されど、こちらも黙だまって切り裂かれるつもりはない。相手が無数の刃を振るうならば、こちらもそれに対応するまでの話。

「忍法・影分身」

　差し迫る黒の凶きよう刃じんの数は十二。そこへ十二の俺がクナイを片手に現れ、刃を防ぐ。勢いに任せた黒の刃は俺には届かず外側へと広がる。

「伏ふく、兵へい……!?」

　その一瞬だけ、ウィプリに動どう揺ようが見られた。

　伏兵。奴の目にはそう見えたか。それはあながち間違いではない。この分身はタダの分身に非あらず、実体を持った俺そのものゆえに。

「否いな、冥めい途どの土産みやげに知るがいい。これぞ、忍しのびの技わざ」

　俺は刀を一いつ閃せん。伸びきっていた奴の黒の刃が瞬またたく間まに切断されていく。

「ギャギャギャ！」

　肉体そのものだったのか、ウィプリはもがき苦しみ、絶ぜつ叫きようをあげた。

　その瞬間、殺気がさらに膨ふくれあがり、美少年だった顔はいつの間にか醜しゆう悪あくな怪かい物ぶつのものへと変へん貌ぼうしていた。

「貴様！　そうか、貴様は……」

　最後の言葉を聞くまでもなく、俺は奴を一刀両断にしていた。

　ウィプリはぎょろりと巨きよ大だい化した眼めで俺を睨にらみつけながら、崩くずれ落ち、塵ちりとなって消えた。

「全く、とんだ化け物とやり合うことになったが……」

　刀を納め、俺は周囲に反応がないことを確かく認にんする。

　ウィプリはもちろん、あの銀狐の姿もどこにもなかった。

「やりあってる最さ中なかに逃にげたか。跡あとを……追う必要はないか」

　捕ほ捉そくしようと思えばできなくもないが、それはやめた。

　思った以上に時間を食ったし、一度戻もどらねばアムたちが心配する。それに、このことをサリーに伝えておく必要がある。

　銀狐がこの場を去った以上、心配することもないかもしれないが、念のためだ。
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　その日の夜。

　もぞりとミズチが寝ね返がえりを打つのを見て、俺は思わずどきりとしたが、すぐさま寝息が聞こえてホッとする。

　そんなミズチのすぐ隣となりで、彼女を抱だきかかえていたはずのアムはいつの間にか胎たい児じのように丸まって、薄い毛布に包まっている。

　親子というよりは年の離はなれた姉妹しまいのような二人の寝顔はまさに平和そのものという空気をボロ小屋に漂わせていた。

「早く寝ろよー」

　俺は背後に気配を感じ、振り向くことなく、彼女、ポーラに言った。

「それはこちらのセリフですよぅ」

　ポーラはハーブティーが注つがれた安物のカップを俺に差し出してくれた。

「ン、ありがとう……」

　ハーブティーを一口飲む。

　本当はお茶、つまりは緑茶とかの方が良いのだが、贅ぜい沢たくは言えない。

　茶葉を使った紅茶は高いし、コーヒーはこの大陸には伝わっていない様子だし、緑茶に至っては「それ何？」というレベルなのだが、なぜかハーブだけは格安で手に入った。

　そういえば昔聞いたことあるが、ハーブはやたらめったら生えてくるから世間の人気の割には農家とかからは相当恨うらまれるとかなんとか。

　個人的に、ハーブティーの独特のさわやかさは好きじゃないのだが、酒以外に飲むものがないとなれば、我が慢まんするしかない。

「今朝のこともありますし、休んでいただかないと」

　村の開かい拓たくに、ウィプリとか名乗る謎なぞの化け物、そして銀狐の一件だ。

　一応、このことはサリーに報告済み。彼女からは恨みのこもった視線で「余計な仕事を」と言われた。

「倒たおれられたら、私たちが困ります」

「そうかもしれんが、こういうのには慣れている」

　ポーラの言う通り、ここしばらくの俺はそんな生活を続けている。徹てつ夜やには慣れている。サラリーマン時代の、昔とった杵きね柄づかといったところか。

「いえ、むしろ寝ていてくれた方がこちらとしても都合が良いので」

　なんでかポーラはウットリとした視線をこちらに向けてきているが、無視。

　彼女は、シスターなのだが、どうにもこういう性格だ。もはや慣れた。

　時刻は、時計がないからわからないが、深夜を回っているだろう。当然外も真っ暗、酒場ですらそろそろ店じまいする時間帯。俺はロウソクの灯あかりを頼たよりに、慣れない家計簿ぼをつけていた。

　異世界に飛ばされる前は、恥はずかしながらそんなものはつけたことがなかった。別につけなくても生活はできたからだ。

　それが異世界に来てからは、形はなんであれ家族を持ち、そろって同じ屋根の下で生活をする手前、自分本位な金かね遣づかいはできないということを嫌いやでも思い知らされる。別に、この異世界で金遣いが荒あらいというわけではない。どちらかと言えば、貯金をしている方だ。

　今回は思わぬ状じよう況きようもあり、追加報ほう酬しゆうを受け取ることもできたし。

　しかし、それでも黒字とは言い難がたい。

「あらら、やはりミズチちゃんの食費だけ、異様に高くつきますよね……」

　家計簿をのぞき込んだポーラの言う通り、ミズチの食費はかなり高い。

「仕方ないだろう……ミズチは、ほら、大魔ま獣じゆう……だし？」

　ミズチ本人も我慢はしてくれてるようなのだが。

「なんであれ、子どもだしあんま腹を空すかせてやりたくないんだよなぁ……あぁ、とはいえ、マイホームにはまた遠ざかるかぁ……」

　こんな俺にも一応、当面の目的というものがある。それが、マイホームだ。

　さすがにボロ小屋にずっと住むわけにもいかないし、どこか適当な土地を買って、普ふ通つうの家を建てたいと思うのは当然の帰結だ。

　忍にん者じやが山里に隠かくれてひっそりと暮らしてるなんてのは想像上のものだ。かの有名な服部はつとり半はん蔵ぞうなんて江え戸ど城の近くにお屋や敷しきがあったぐらいだ。

　まぁ服部半蔵は実は忍者じゃないとかそういう話でもあるんだが、それはそれ。

　とにかく、俺一人が住むならまだしも、三人も家族を抱かかえてしまって間借りしてる小屋暮らしは男としての甲か斐い性しようが問われる。

　ゆえに、俺はまず安定した住居を提供しようと金を貯ためているのだ。

　それが今まさに躓つまずき始めているのだけど。

「はぁ……どーしたものか……出で稼かせぎに、行くかぁ？」

　復興の手伝いはしてやりたいが、こっちもこっちの生活がある。どこかで割り切らないといけないのだろう。かといって、儲もうけ話とかは転がってこないし、サリーからの依い頼らいも今のところない。

　異世界での生活って、思ったより、大変なのだ。
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　翌日。

　俺たちはそろってギルドに顔を出す。相変わらず、ギルドの騒さわがしさは変わらない。去っていった冒ぼう険けん者しやは多いとは言うものの、依頼を求めるものはいるし、そいつら相手の商売だってある以上、ギルドは年中無休、どんな時でも大おお忙いそがしだ。

　それに、ある意味で今は依頼にこと欠かない。大半が無む償しようボランティアみたいな依頼ばかりなのだが、それだって立派なクエストになるわけでギルドとしてもそれを処理しなければいけない。

「おはようございます、マイネルスさん」

　アムたちをラウンジに残して、俺はもはや行きつけになった受付嬢じようマイネルスのもとへと向かう。ずんぐりむっくりな巨体を誇ほこるオークの女性、それがマイネルスだ。

　妙みように可愛かわいらしいギルド受付嬢の制服がこれまた似合わない人だが、この世界にやってきてある意味で一番世話になってるのは彼女だ。

「あぁ、今日もタダ働きかい、忍者」

　マイネルスは返事もそうそうに、ぺらっと依頼書類の束を捲めくりながら、数枚を俺に差し出す。

　そこに書かれている依頼は報酬がでない、もしくは少ない依頼ばかりだった。

　実は、殆ほとんど誰だれもやらないような依頼を俺は処理している。

　忍法が便利なのは何度も言った通りで、俺は難なくこれらの依頼をこなしていく。でも、報酬はほとんどない。

　で、結局、冒険者も金が欲ほしいわけで報酬の少ない依頼よりは少しでも稼かせげるものを選ぶわけで、どんどんその手の仕事が残っていくというわけ。

　こういった処理が後回しにされる依頼を俺が率そつ先せんして解決する為ためか、マイネルス以外の受付嬢も俺を見かけると、すぐにこうした依頼書を見せてくる。

　そりゃまぁ、ほっとくわけにもいかないし、困ってるなら助けるが、今だけは心を鬼おににして、利己的な思考で働かせてもらう。こっちには養う家族がいるのだ。

「いえ、今回はちょっと、お金が入用でして……」

「ふふん、そろそろそうなるだろうと思ってたよ。タダ働きなんて軽く引き受けるから無む駄だな仕事が増えるんだよ」

「ほ、放置もできないじゃないですか……」

「甘いねぇ、あんた。アムもたいがいだったが、あんたはさらに輪をかけてお人ひと好よしだよ。まこっちとしては処理してくれるからありがたいんだけどね。そろそろ金が回らなくなる頃ころだろうとは思ってたんだよ」

　どうやらマイネルスには俺のことなんかお見通しらしい。

「言っとくけど、ここら一帯で簡単に儲かる仕事は今んところないよ。他ほかの冒険者たちも生活が第一だ。その手の依頼は早い者勝ちだからねぇ」

「あぁ、やっぱり？」

　そりゃそうだ。金がなきゃ生活はできない。特に冒険者たちは自分の食費だけじゃなく、装備の整備とか新調とかにも金を使うものだから何かと金のかかる仕事なのだ。

　それに現在ハーバリーに持ち込まれる依頼の大半は安いものばかりだ。報酬を払はらう程ほど、落ち着いてもおらず、かといって放置するわけにもいかない問題を抱えている。よそからの援えん助じよがあってもこればかりは時間をかけないと解決しない。

　逆に、よそからハーバリーに向けての依頼には高額なものが多い。被ひ害がい地域であるこの周囲一帯に支援物資を送り届ける為の護衛や品物の調達など、そっちの方が儲かるのだ。

　本当、儲けたいならよそに行けという話になるのだ。

　この点に関しては俺もうすうすは感じていた。それでも放ほうってはおけないから、依頼を受けてはいたのだけど。

「とはいえ、なんとかなりませんかね。自給自足するにしても、追い付かないんですよ」

　畑も作っているが、安定した収しゆう穫かくを得られるほどの規模はない。

「そんなことはあたしゃ知ったこっちゃないね。冒険者は己おのれのことは己でやるものさ……ちょい、待ち」

　ふいにマイネルスの受付近くに見覚えのある枝が伸のびてくる。それはサリーが操あやつる樹木の枝で、マイネルスだけではなくギルドの従業員たちのデスクに伸びるようにできている。機能としては内線電話のようなもので、このギルドはサリーが治めている関係で、こうした機能があるのだ。

「あんたに朗報だよ。サリーから顔を出せとさ」

「ギルドマスターが？」

「仕事だとさ。ほれ、あんたにとっては嬉うれしい話だろう？」

「それはそうですが……了りよう解かいです。それでは、ごめん」

　ドロン。といった具合に俺はその場から姿を消し、秘密の通路を通ってサリーのもとへと馳はせ参じる。

「お呼びで？」

　サリーのデスクの前に降り立ち、膝ひざをつく。こういうのは雰ふん囲い気きが大事なので、俺は基本的にこうして現れるようにしていた。

「どうも。昨日の件はよくも仕事を増やしてくれたわね。おかげで各地の警けい戒かい態勢をワンランクアップ、出費がかさばるわ」

　そうそうにサリーに愚ぐ痴ちを飛ばされる。まぁこれは良い。ここ最近のサリーの愚痴は慣れたものだ。

「ウィプリ……とか言ったかしら。あれは本来、この大陸には存在しない種族ね。北方の、寒い北国に生息しているわ」

「そんな遠いところにいるはずの奴やつがなぜこの土地に」

「そんなこと私が知るわけないでしょう。大方、誰かの使い魔まかそれとも変わり者だったか……こいつらは一応、吸血種だから厄やつ介かいではあるのだけど」

　サリーは少しだけため息をついた。

「それに、あなたたちが見たという銀ぎん狐ぎつね……おそらく、これは二百年前に絶ぜつ滅めつした妖よう狐この一族に特とく徴ちようが似てるわね」

「妖狐？」

　妖狐などと言われると日本人的にはお稲荷いなり様とか、あとは九きゆう尾びの狐なんかを思い浮うかべるな。それにしても、絶滅したってのはどういうことだ。

「私も、噂うわさ話ばなし程度にしか知らないけど、北方大陸には、二百年前に力を持った狐型のモンスターたちがいたそうなのよ。もとより人前にめったに姿を現すことのない種族だったようなのだけど、あちらでは冬の使いという見方がされていたらしいわ。大陸同士が離はなれているから、詳くわしい話も分からないのだけど。でも、その生き残りがいたとなれば、血ち眼まなこになって探す者がいてもおかしくはないわね」

「なるほど。ウィプリはその手のものだと？」

「さぁ、どうかしらね。希少価値が高いとはいえ、たかが毛皮に吸きゆう血けつ鬼きなんてものを使うなんて思えないもの。もしかすれば、それ以外のことか……その部分が私としては気になるのだけど……それよりも、こっちの方が重要よ」

　いつものように枝が依頼書を運んでくる。

「残党ですか」

　イーゲルの軍勢。その残党の発見報告だ。連中の処理の殆どは軍隊が行っていたはずだが。

「そろそろこの地域に配置された兵力じゃ回らなくなってきたというわけよ。残党だし、表立った動きもできないでしょうけど、連中が逃にげ込んだとされる場所が厄介なの」

「場所とは？」

「ここから、そうねぇ……馬車を使って三日。ちょうど王都との中間に位置するガラ・レカァという街よ」

　説明と共に、枝が今度は地図を持ってくる。器用に羽根ペンを使い、ハーバリーに丸をすると、そのまままっすぐ東へと線を延ばし、山に囲まれたある一点を丸で囲む。

「これは古い地図だから、山が描えがかれているけど、今現在は平地よ。過去、ここでは鉱物資源が採れたから、山のいくつかは削けずり取られて消えているわ。それでも小高い山は多いし、河も湖もあるから、今ではちょっとしたリゾート地よ」

　リゾートね。金持ちも多いとなれば金はたくさんってわけか。

　それに小山とはいえ、そういう場所があるとなれば身を隠すこともできる。

「ははぁ。そんな場所にならず者が入り込むのは確かに厄介ですね」

「それだけじゃないわ。この街、鉱物でのし上がった街だから、金持ちが多いのよ。リゾート地でもあるけど、大陸屈くつ指しの経済都市でもあるわ。王都に近いというのもあるけど、ここではかなり重要な商談もあるから、それが邪じや魔まされるとね？」

「万が一、残党どもが暴れるようなことがあれば厄介ですね」

「その通り。今のところは目立った動きもないようだけど、ネズミのようにこそこそと隠かくれられると面めん倒どうなの。リゾート地である以上、周辺の安全は確保したいでしょうからね」

　でないと客入りも悪いだろうしな。

「しかし、解げせませんね。あちらにもギルドがある以上、冒険者はいるはず。ハーバリーを離れた者もいますし、人手が足りないわけでもないでしょう？」

　そこが疑問なのだ。別に、俺たちが向かう必要性がない。

「残党の処理が本来の目的ではないですね？」

「ご名答」

「もったいぶらずに最初から言ってくださいよ」

「そう？　なら伝えるわ。イーゲルの死体が盗ぬすまれたのよ」

「……なに？」

　それは、聞き捨てならないな。

「王国に送られたのではないのですか？」

　イーゲルは俺がきっちりと仕留めた。それは間ま違ちがいない。

　奴の死体は魔法で保存した状態で、王都へと送られているはずだった。

「その途と中ちゆうでね。襲しゆう撃げきにあって、死体を盗まれたらしいわ。そいつらが逃げた方角が、ガラ・レカァなの」

「そこに何か、こう、奴を復活させるような代しろ物ものでも？」

「ないわ。ガラ・レカァは歴史の浅い街。そりゃあ珍めずらしいマジックアイテムなんかは集まるでしょうけど、死人をよみがえらせるとかそういう大おお仰ぎようなものはない。ただ逃げ込んだだけなのかもしれないけど、イーゲルの死体が盗まれたというのは少し問題なのよ。うちのメンツの問題ではあるのだけど」

　わからん話でもない。やれやれ、残党を甘く見ていたか。

「あっちのギルドマスターには話を通すけど、イーゲルの残党ともなればこっちの仕事よ。あなたも、都合が良いでしょう？」

「それは、まぁ」

　報ほう酬しゆうが出るならそれにこしたことはない。

「ならば即そく座ざに仕事よ。イーゲルの死体の回収、そして残党処理は任せたわよ。後始末ね」

「御ぎよ意い」

　銀狐の一件は心残りだが、今は任された仕事をこなすしかない。
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「──ということで、ガラ・レカァに向かおうと思う」

「ガラ・レカァですか？　あそこは良いところですよぉ。治安も良いですし、ちょっと物価が高いですけど、質は良いものが揃そろっていますからね」

　アムの反応を見ると、彼女はどうやらその街のことを知っているようだ。

「行ったことあるのか？」

「はい。小さい頃……お屋や敷しきにいた時にですけど、旅行で」

　そういえばアムは冒ぼう険けん者しやになる前はどこぞのお嬢じよう様さまだったとか言っていたな。

「でもまたどうして？」

「いや、なに、仕事だよ。だが、それとは別に、ずっと村の開かい拓たくとかに付き合わせてきたから、ここらで皆みんなにも癒いやしをね？」

「まぁ、素す敵てきですわぁ！　ですけど、旅行費はどうなさるおつもりで？」

　ポーラもパチンと両手をたたいて喜んでいるが、気にするべきところは聞いてくる。

「安心しろ。サリーから多少の軍資金は貰もらっているし、俺の貯金は用よう途と別に分けてあるんだ。娯ご楽らく用の貯金は別途にある。それにガラ・レカァにもギルドはあるし、あっちで変わり種の依い頼らいを見つけて稼かせぐのもありだろう？」

　最終的に、サリーからの報酬も出るしな。

「まぁ、確かに。あの街はお金持ちが多いですからね。お屋敷の警備だけでも結構なお金が出ますし、それにあの周囲には鉱石資源をため込んだスライムがゴーレム化してる場合もありますので、それを売るだけでもお金になりますよ？」

　そう、意外な事実なのだが、この世界のゴーレムには色々と種類がある。そのうちの一つがスライムゴーレムであり、無数のスライムが集まり岩や砂など鎧よろいのように着こむのだ。通常であれば、それで終わるのだが、土地によって鉱石、鉱物は当然変わるわけで、スライムゴーレムたちを形成する素材も多た岐きにわたる。聞くところによると金だけでできたスライムゴーレムもいるとか。

「とにかく、俺たちも冒険者の端はしくれだ。一度ぐらいはよその土地を覗のぞいてみるのも悪くはないだろう。本来の目的は残党の処理だけどな」

「いいじゃありませんか。冒険者の暮らしはお金稼ぎ。労働には正当な対価ですよ。それに、あのものたちに鉄てつ槌ついを食くらわせられるなら、私、腕うでがなりますわ」

　にこにこと笑えみを浮かべるポーラだが、怪あやしく杖つえをなでる姿は少々怖こわい。彼女としてはイーゲルの軍勢には個人的な恨うらみというか思うところはあるだろうし、そこは仕方ないとみるべきか。

　それに、彼女たちは猪ちよ突とつする方でもない。特にこれといった心配はないはずだ。

「よし、それじゃ行くとするか」
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　諸もろ々もろの準備を整え、俺たちはガラ・レカァへ向かうことになるのだが、そこまでは馬を使って三日の距きよ離りという。しかし、俺としては三日間も馬で揺ゆられるのは少しご勘かん弁べん願いたい。それが冒険の醍だい醐ご味みだろといわれるかもだが、それはそれ、これはこれ。楽をできるならした方がいい。

「というわけだ。空から行こう」

　ボロ小屋の庭に集まった俺たち。

　突然の提案に、女の子たちは首を傾かしげていた。

「空……というと、いつかやった凧たことかいうものを使うのですか？」

　アムの疑問に俺は首を横に振ふった。

「いや、あれは本来、俺一人で飛ぶもので、あの使い方は例外中の例外なんだ」

　大凧飛行の術は確かに自在に空を飛ぶが、何人も捕つかまえて移動するものじゃない。イーゲルとの戦いで使った時はあれぐらいしか空を飛ぶ忍にん法ぽうがなかったので、仕方なく使った次し第だいだが、あの戦いの後にも俺は空に関する忍法を会え得とくしておいた。

　しかし、ついぞ使う機会がなかったのも事実。ぶっちゃけ普ふ通つうに暮らす分には空を飛ぶ必要ってないからな。なので、今回は長距離を移動するわけで、その忍法を試ためしてみようと思ったのだ。

「手始めに、こいつだが……」

　俺は懐ふところから一枚のハンカチを取り出す。無地の、何の変へん哲てつもないハンカチだ。

「こいつ、こうやって……えぇと、俺、苦手なんだよなこういう作業」

　ハンカチは正方形で、手ごろな大きさがある。それを折り畳たたみ、作り上げるのは、日本人なら誰だれしも一度は作ったことがあるだろうあれだ。

「んー本当は紙でやるものだから、少し不格好だな。ま、大だい丈じよう夫ぶだろう」

「ねねね！　パパこれなに？」

　手作業を眺ながめている間ずっと目を輝かがやかせていたミズチは完成したそれを見てはしゃいでいた。

「鳥……ですか？　アヒル？」

　ポーラも物もの珍めずらしそうに俺の手のひらに乗るそれを見ていた。

　そう、俺がハンカチで作ったのは折り鶴づるだ。

「鶴、という鳥でな。俺の国でも非常に珍しい鳥をこうして作るんだ。本当は、正方形の紙で作る紙細工でな。これ以外にも色々とあるんだぜ。今度、教えてやるよ。俺、そんなにうまくないけど」

　確か巻物にはなんでか折り紙の折り方も載のっていた。というか、鶴の折り方なんて忘れていたせいか、これがあったおかげで本当に助かった。下手すれば紙飛行機になるところだったが、それはそれで風ふ情ぜいがない。場合によっては使うかもだが、せっかくの忍法なのだ。形から入りたいじゃないか。

「それで、この鶴をどうするのです？」

「見せて見せて～！」

　アムとミズチは子どもっぽく期待に満ちた目を向けてくれる。ならばその期待に応こたえようじゃないか。

「フフフ、見てろよ。忍法・巨きよ大だい折り鶴！」

　唱えると同時に俺はハンカチの鶴を高く放ほうり投げる。刹せつ那な、ポンと白い煙けむりと共に鶴は一いつ瞬しゆんにして五メートルほどの大きさにまで巨大化を果たす。

「おっきい！　おっきい鳥さんだ！　ふわふわしてるね？」

　現れた折り鶴をぺちぺちと触さわるミズチ。彼女の言う通り、布のハンカチの為ためか巨大折り鶴は布特有の柔やわらかさを感じる。それでも、がっちりと鶴の状態で固定はされているようで、試ためしに引っ張ってみたが、崩くずれる様子はなかった。

　本来なら紙で行う忍法を急きゆう遽きよ、ハンカチで行ったのだが、なんとかいったようだ。この異世界じゃ紙は高級品だからな。いつかは自分で簡単な和紙を作ってもいいかもだが。

「もしかしてこれに乗るの!?」

「そうだぞ、ミズチ。楽しそうだろう？」

「うん！」

　折り紙をただ巨大化させるだけではない。いうなれば式しき神がみのように操あやつることも可能なのだが、この忍法は折り紙にものすごいパワーを宿らせることはできない。多少、頑がん丈じようにはできるが、あんまり戦せん闘とうには向かない、どちらかと言えばかく乱、陽動に使うべきものだ。

　それはおいといて巨大折り鶴は実際に空を飛ぶことが可能だ。その方法は、意外とシンプルで、大凧飛行の術とほぼ原理は同じ。つまるところは俺の風を操る忍法がないと飛べないというわけだが、その結果、どんな形でも一応飛べる。

「あら、意外と乗り心ごこ地ちは悪くないですね」

　さっそく、鶴に乗り込む三人。ポーラは座り心地を確かめるように、ぽんぽんと鶴の背中の部分を叩たたいていた。布製というのが意外な効果をもたらすもので、ふわふわとしている為かしっくりくるらしい。

「不思議な感覚ですねぇ。クッションみたいです。馬車だとおしりが痛くなりますから」

　アムもご満まん悦えつな様子だった。

「よし、ミズチは俺のそばにいろよ。暴れるなよ、落っこちるからな」

　ミズチは俺が膝ひざに抱かかえて、固定。ちょうど鶴の首の付け根部分にしがみつけるように座ってやる。

「それじゃ、さっそく……飛ひ翔しよう！」

　神じん通つう力りきを通すことで、巨大折り鶴は生き物の如ごとく身み震ぶるいしながら、両りよう翼よくを上下に動かす。この折り鶴はいわゆるはばたく折り方をしていないタイプなのだが、忍法による操作で鳥らしくはばたかせていた。別にしなくてもいいのだが、これは気分の問題だ。

　ふわりと浮うかび上がる折り鶴。少女たちはそれぞれが歓かん声せいを上げていた。前回の大凧の時は緊きん急きゆう事態かつ例外の中での飛行だったが、今回はあれとは違ちがう。

　優ゆう雅がな空の旅の始まりだ。
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　陸路とは違い空路は道や障害物などを飛び越こえられるため、本来であれば三日の距離をたった数時間で移動することができる。

　折り鶴の飛行速度は時速六十㎞。それ以上の速度も出せなくはないが、少々折り鶴に負担がかかるので、これぐらいがちょうどいい。

　防風の為に忍法で気流を操作する必要もあるのだが、この折り鶴フライトはかなり快適だった。

「おっ、見えてきたな」

　まだ距離はあるが、遠くに街が見える。一見するだけでもハーバリーより巨大で、あの街がまるまる二個分はすっぽりと入りそうなほどだ。城のような建物も多く、サリーの言う通り、無数の河か川せんや巨大な湖が近くには存在する。湖の方にもいくつか施し設せつらしきものが建っているのが見えたが、今はシーズンではないのか、ボートのようなものは見えない。

　かわりに河川の方にはいくつか小さな商船のようなものが下っているのが見える。

「あれがガラ・レカァです。大陸最大の商業都市。セレブの街ですね」

　アムが俺の肩かたに捕まりながら、街の方を眺める。

「初めて見ますけど、なんだか騒さわがしい感じが致いたしますねぇ」

　ポーラも反対側で同じ姿勢だった。

「仕方ありませんよ。大陸でも珍めずらしい国営カジノがありますからね。殆ほとんど、貴族階級しか出入りできないので、私たち冒ぼう険けん者しやには関係のない話ですけど」

「カジノか。あまり興味はないな……賭かけ事ごとはやる気になれん」

　異世界というとギャンブルはカードとかなのだろうか。その点だけは少し興味はあるが、やりたいとも思わないな。

「さぁ、この調子ならあと数分で……」

　さすがに折り鶴のまま街に降りるわけにもいかないので、俺は近くの街かい道どうに降りようと思ったのだが、その時、ミズチが突然、うんうんと苦しそうにうずくまってしまったのだ。

「う……気持ち悪いよぅ……」

　随ずい分ぶんと青い顔をしている。

　よもや、もとは海に住んでいるはずのドラゴンだから空が苦手というわけでもあるまい。

「大丈夫かミズチ？　酔よったのか？」

　だとすれば、飛行酔いというやつだろうか。

　それでも激しいフライトをしていたわけじゃないが……。

「わかんない……でも気持ち悪い……ふらふらするぅ……」

「キドー様、降りますか？　街道からは離はなれますが、この距離ならガラ・レカァまでそう遠くじゃありませんし」

　アムの言う通りだな。ミズチに、子どもに無理はさせられん。

　今降りると、森の近く、小高い山の付近に降りることになるが、別に山を越えずとも、街には到とう着ちやくできるルートがある。それに近くには河川も流れているし、水も飲めるだろう。

「ポーラもそれでいいか？」

　そういえばさっきからポーラも大人しい。

「ポーラ？」

「はい？　あ、すみません……私も、ちょっと……」

「君も？」

　ミズチ程ほどじゃないが、ポーラもどことなく苦しそうだ。やはり、操縦が悪かったのか。

　イーゲルの時はそう長いこと飛んでいたわけじゃなかったが、今回は数時間ぶっ続けだったからな。

「なんにしても休きゆう憩けいをはさむべきだったな。今すぐ降りるから、もう少し我が慢まんしててくれよ」

　そういうわけで俺は折り鶴を河川近くに着陸させる。

　こりゃ帰りは大人しく馬車を使った方がいいかもしれないな。

「大丈夫？　ミズチちゃん、ポーラさん」

　アムがポーラとミズチに水を手て渡わたすと、二人ともちびちびと飲む。

「申し訳ありません。まさか、私、空酔いするだなんて、自分でも驚おどろきです」

　ポーラは苦く笑しようしつつも、どこか申し訳なさそうに表情を曇くもらせていた。

「気にするな。そこらへんの考こう慮りよが足りなかったのは俺だ。街までそう遠くないし、ここで一いつ旦たん休憩をはさむのもいいだろう」

　折り鶴はしばらくそのままにしておく。木こ陰かげにもなるし、クッションとしても充じゆう分ぶんだし。

　水辺も近いし、それなりに涼すずしい場所だ。近くの小山から降りてくる風も心地よい。

「しかし、意外と自然が残っているのだな。サリーから聞いた話だと山を切り崩していたと聞くが……」

「私も詳くわしくはないのですけど、当時ここを治めていた領主様が掘ほり終わった山の再利用を図はかるとかで、植林などをしていたそうです。リゾート地として活用する為に色々と複雑な工事をおこなっていたそうですよ。ここに流れる河川も何十年以上も前に工事で造られたものだと聞いています」

「へぇ、アムは物知りだな」

　やはり侮あなどれないな異世界。そりゃ俺たちの世界のような機械技術は発展していないが、文明基準を考えるとかなり高度で、発達している方だ。

「地に生きるものは、地に感謝をしなければいけませんからね。大地の恵めぐみをただ受けるだけというのは傲ごう慢まんであると教えられています」

　少し、気分が楽になったのかポーラが立ち上がる。

「ポーラ、もう大丈夫なのか？」

「はい。おかげ様で。ミズチちゃんも顔色が戻もどってきていますし」

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ……まだちょっと気持ち悪いけど、さっきより平気」

　二人とも確かにさっきよりは顔色は良くなっているようだが、それでも無茶はしない方がいいだろう。

「まだ休んでおけ」

「ですけど、イーゲルのこともありますし……もし、あの男がアンデッド魔ま法ほうなどでよみがえりでもしたら」

「魔力を蓄たくわえていた奴ならいざ知らず、元のアイツは老いぼれの爺じじいだぜ。それにアンデッドになっても、大した力はないさ。仮によみがえっても、また俺が斬きる。それに、いざという時に体力がなかったら、そっちの方が大変だろう？」

　死人を操る魔法とはいえ、ポーラはそういうのを無力化できる魔法を使える子だ。むしろ心強い方だ。

　それにしても、疑問ではある。なぜ残党たちはイーゲルの死体など盗ぬすんだのだろうか。親分の名めい誉よの為なのかとも思ったが、奴の軍勢は別にイーゲルに絶対の忠誠を誓ちかっているようにも見えなかった。

　第一、奴がそこまで慕したわれていたかどうかもわからん。

　仮にそうだったとしても今度は死体を盗んでどうしたいのかが問題だ。イーゲルは種族が魔族であり、魔王を名乗った。確かにそれだけの力はあったが、それにはカラクリがあり、実態は力を失った老いぼれだった。

　その身に膨ぼう大だいな魔力を有していたとかではない。

　つまるところ死体を盗んだところで、有効活用するようなものはないのだ。

「イーゲル、あいつもたいがいわけのわからん奴だったが、その仲間も仲間だな。何が目的なのやら」

　サリーの言う通り、大きな事件を起こした男だ。死んだ後でも解かい剖ぼうだの、さらし首だの、色々と引っ張りまわされるし、死体がないというのは無理やりにでも生存説をでっち上げることができる。

　考えつく限りでは死体の利用方法はその程度だが、果たしてそんなことをしてまで軍勢を復活させたいものだろうか。

　ならず者たちの集まりのようだったし、何か特別な思想の下もとにいた様子もないし。

「考えれば考えるだけわからなくなってきたぞ……」

　水を木き彫ぼりの水すい筒とうに汲くみながら、ついでに顔を洗う。

　理由はどうあれ、こっちは仕事だ。何かしでかす前にとっ捕つかまえるしかない。潜せん伏ぷくしている連中をあぶりだす方法を考えなければいけないし、その為ための忍にん法ぽうも編み出さないといけない。

　そんな風に色々と考えこんでいたその時だった。

「フハハハハハ！」

　どこからともなく男の高笑いが聞こえる。

「フハハハハハ！　ゴバッ！」

　そして黒い影かげが放物線を描えがくようにして、俺の真横に落ちてきた。

　頭から地面に突つっ込み、その勢いのままずささっと顔面をこする。現れたのは白いタキシードのような衣い装しようを着き込こんだ金きん髪ぱつの男だった。細身の剣けんを帯刀しており、よく見れば両手には籠こ手てのようなものを身に着けている。

　彼はうつぶせのまま、地面とキスした状態で、ぴくぴくと痙けい攣れん。

　そんな突とつ然ぜんの登場に、俺も、そして少女たちも唖あ然ぜんというか、困こん惑わくをするのだが、事態はそれにとどまらなかった。

「殺気……！」

　ぞわりと背筋をなぞるような、粘ねん着ちやく質しつな殺気が俺たちに向けられていた。

「はっ……！」

　俺は刀を抜ぬき放ち、前方を睨にらむ。

　山の斜しや面めん。生おい茂しげる木々が、がさりと揺ゆれると、そいつは現れた。巨きよ木ぼくのような体、しかして両りよう腕うで、両足はまるで細枝の如ごとく長い。全身は灰色、異様なのは頭部だ。

　ひげの生えた人間の老人のような頭部なのに、それは間ま違ちがいなく木の模様でもあり、それがアニメーションのようにうごめき、表情を作り出しているのだ。

「そ、そこの者たち、今すぐ立ち去った方が良いぞ」

　地面に顔面がめり込んでいる状態のまま、放ほうり投げられた男がうめき声をあげる。

　彼はあの巨木のようなモンスターに放り投げられたのだろうか。

「キドー様！」

「そこにいろ！　ポーラたちを守れ！」

　槍やりを構え、炎ほのおを噴ふん出しゆつさせたアムがこちらに駆かけ付けようとしていたが、俺はそれを制止する。万ばん全ぜんの状態ではないポーラとミズチを放置するわけにもいかない。

「なんだ、こいつ……殺気は感じるが……」

　こちらは既すでに臨戦態勢に入っているが、モンスターの方はぬぼーっとした顔でこちらを眺ながめている。獲え物ものを見定めているという感じでもない。不気味な空気だ。

「なんと、おぞましい……！」

　簡易的な結界を展開していたポーラはモンスターを見て、表情を険しくしていた。

「ぽ、ポーラさん？　大丈夫ですか、顔色がまた悪くなっているみたいですけど！」

　アムの言う通り、ポーラは肩で息をする状態にまで戻っている。結界展開で魔力を使ったためというにはいささか消費が激しい。

「瘴しよう気きか……」

　その原因ははっきりと分かる。あの巨木のモンスターからは殺気以外にも淀よどんだ瘴気を感じるのだ。

「ポーラとミズチの不調は、これが原因か？」

　瘴気を吸い込んだからと言って毒に冒おかされるわけでもないようだが、瘴気は魔力の一種でもあるようで、この中で魔力に敏びん感かんなポーラとミズチがその影えい響きようを受けていたと思えば、気分の悪さも説明がつく。

　奴の放つ瘴気は猛もう烈れつな不快感として、俺にも降り注ぐ。まだ、俺やアムは気味が悪い程度で済んでいるが、この圧力をもろに受けるポーラとミズチの負担はかなりのものだろう。

「パパ、そいつ、精せい霊れいの一種だよ！　でも、悪い精霊だ！」

　大魔ま獣じゆうとしての勘かんなのか、生態なのか、ミズチは奴の正体についてある程度の察しがついているようだ。

「精霊？」

　こんな瘴気を振ふりまく精霊がいてたまるものかよ。

「うん、あいつ、木の精霊だ……でも、人に悪さをする精霊！」

「そんなものまでいるのかよ……」

　精霊というと俺はどっちかと言えば人に加護をもたらす側の存在だと思ってしまうが、世の中は広い。邪じや悪あくな精霊なんてのもいるのだな。

「その悪い精霊がなんだってこんなところにいるんだ？」

「ダンジョンだ……」

　答えたのは未いまだに地面とキスしている男だった。

「ダンジョン、だと？」

　こんな状じよう況きようでもなければ心が躍おどるような単語だ。

「左様。この近くにな、洞どう窟くつがあるのだが、そこに何やら邪悪なものが住み着いた。その影響であろう……」

「なるほど、よくわからんが……あんた、大丈夫なのか？　頭、地面にめり込んだままだが」

「ふ、フフフ……フフフ、いささか油断をした。よもやこの私が軽々と放り投げられるとはな……」

　こちらの心配をよそに、男は何事もなかったかのように起き上がると、土つち埃ぼこりを払はらい、乱れた金髪を整えながら、俺たちの方へと振り向く。

　キラキラ、サラサラといった効果音が似合いそうなほどになびく金髪、鼻筋が整い、切れ目の青い瞳ひとみはまさしくイケメンといった姿。

　なにより特とく徴ちよう的なのはピンととがった長い耳だろう。

（この特徴……エルフか？）

　ハーバリーのギルドにもエルフはいる。彼らと、男の特徴は非常に似通っていた。
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　それにしても、顔面から地面にダイブしたというのに、男の顔には傷一つなく、それどころか余よ裕ゆうの笑えみすら浮うかべているとは……エルフは普ふ通つうの人間よりも頑がん丈じようと聞いたことがあるが、これは頑丈すぎるだろ。

　だが、そんなことを考えている余裕はなさそうだ！

　モンスターがついに動き始める。

　ぬぼーっとした表情はいつの間にか薄うす気き味み悪い笑みに切り替かわっていた。

　視線は俺とイケメンに向け、奴やつは枝のような腕を振るう。

「来るぞ！」

「フッ……」

　奴の腕は思いのほか速い。巨大なハンマーのような一いち撃げきを、俺は危なげなく避よけるのだが、イケメンの方は不敵な笑みを浮かべたまま、その場にとどまっていた。

「お前！」

「心配ご無用！」

　イケメンは腕をクロスさせると、そのままモンスターの腕を受け止める。

「我が名はゼイエガ！　誇ほこり高き戦士、逃にげも隠かくれもせぬ！」

　凄すさまじい衝しよう撃げきと共に地面が陥かん没ぼつ。ゼイエガと名乗った男もそのまま押しつぶされていく。

「む、ぬおぉぉぉぉ！」

　かと思われたが、そうはならなかった。ゼイエガは、その細い体のどこにそんなパワーがあるのか、モンスターの重たい一撃を受け止めていたのだ。さすがに表情は険しく、歯ぎしりをして、鼻の穴を大きく膨ふくらませながら、顔を赤くさせる。

「なんつー馬ば鹿か力ぢからだよ。しかし、これは好機！」

　モンスターの動きは止まっている。この隙すきを逃のがす程ほど、俺は甘くないぜ。

「分身……そして忍法・自在縄なわ……絡からめとれ！」

　三人に分身した俺はそれぞれに自在縄を持ち、モンスターへと放つと同時に周囲をぐるぐると回り、瞬またたく間に拘こう束そくしていく。奴は声も上げなければ、表情を変えることもなかったが、さすがに身じろぎはしていた。

　拘束を振りほどこうと全身を大きく揺らすが、その程度で破れる自在縄ではない。

　俺と分身はそれぞれの自在縄の持ち手にクナイを括くくりつけ、それを地面に深々と突き刺さし、固定する。

「お、おぉ？　なんと面めん妖ような技わざ！」

　モンスターから解放されたゼイエガは初めて見る忍しのびの技に感かん嘆たんの声を上げていた。

「トドメだ。火か遁とん忍法・火走り！」

　俺と分身はそれぞれが突き刺したクナイめがけて刀を振るう。カチンと金属同士がぶつかる音と共に、火花が散り、それが自在縄へと引火する。その瞬しゆん間かん、猛烈な炎が発生し、縄をつたい、モンスターを業ごう火かで包む。

　これぞ忍法・火走り。広こう範はん囲いを焼き尽つくすのではなく、敵一体を自在縄で拘束し、逃げることなど不可能な状態に置き、確実に燃やし尽くす恐おそるべき忍法である。

「枯かれ木はよく燃える」

　件くだんのモンスターが枯れ木なのかどうかは知らないが、奴は絶ぜつ叫きようすることなく、自在縄の繭まゆの中で燃え崩くずれていく。

　あとに残るのは奴と同じ色をした灰のみ。それは風に吹ふかれて散っていく。

「面妖なる技の次は悪あく魔まをも焼き尽くす程の火か炎えんときたか」

　ぱちぱちと小さな拍はく手しゆをしつつ、ゼイエガがやってくる。

　彼は俺の目の前までくると、右手を差し出した。握あく手しゆ、のつもりなのだろうか。

「いや、危ないところを助けられてしまった。改めて名乗らせてもらおう。ゼイエガだ。ガラ・レカァで男だん爵しやくの身分を頂くものだ」

　ゼイエガがふっと笑うとなぜか八や重え歯ばがきらりと光って見える。

　それはそれとして、ゼイエガからは本物の感謝の念を感じるし、行動も嫌いやみを感じない。

「姓せいは城き戸ど、名は音おと羽わ。忍にん者じやだ。人は俺をキドーと呼ぶ」

　それゆえに、俺も礼には礼で返すというわけだ。

「ニンジャ？　ふーむ、聞かぬ職だな」

「この大陸には存在しないものゆえに……」

「なるほど、貴き殿でんは外国のものか。うむ、それならば合点がゆくぞ。なるほど、ニンジャか。面おも白しろい技を使うのだな！　私は度ど肝ぎもを抜かれたぞ。魔法ではないのだろう？」

　ゼイエガは若じやつ干かん興奮気味に、まるで子どものようにわくわくとした表情を浮かべていたが、逆に俺は驚おどろかされる。

　この男、忍法が魔法でない、魔力を使っていないということを一瞬で見抜いていた。

　この世界で初めて忍法を使った時、アムはそれを魔法だと勘かん違ちがいしていた。それは彼女だけではない。他ほかの冒ぼう険けん者しやたちも忍法の殆ほとんどを魔法だと思い込んでいた。

　この世界においては不思議な技はイコール魔法と捉とらえている節がある。火や水を発現させるのは大体魔法だし、そういう認にん識しきになるのは仕方のないことだ。

　俺もアムの時以外は、いちいちこれは魔法ではないなどと訂てい正せいすることを止めているし、わざわざ説明もしていない。

　この世界において、忍法とは風変りな使い方をする魔法になるのだろう。

　それらも踏ふまえて、ゼイエガがこうして見み抜ぬいている、理解していることには驚きなのだ。

「左様。これなるは、忍法。忍者の使う、技だ」

「ほほぅ？　技ときたか。色々と興味がわくが……まずはご婦人方にも挨あい拶さつをさせていただけぬかな？」

　ゼイエガはちらりとアムたちの方へと視線を向ける。

　彼女たちには被ひ害がいはなかったようだ。俺が手招きをすると、三人ともが折り鶴づるから離はなれてやってくる。

「お初にお目にかかる。我が名はゼイエガ」

　ゼイエガは握手とは違い、三人に優ゆう雅がなお辞じ儀ぎをした。社交界というか、ダンスをする前の動作のついたお辞儀と言うのだろうか。またその姿が妙みように様さまになるのだ。

「これは、ご丁てい寧ねいに。私はアムと申します」

　そして元お嬢じよう様らしいアムもゼイエガに返すように見事な作法でお辞儀を返す。

「ポーラ、シスターをしていますわ」

「ミズチだよ！」

　ポーラはかるく会え釈しやくする程度、ミズチは両手を上げて跳はねるように名乗った。

　あの巨きよ木ぼくのモンスターが倒たおされたからなのか、二人とも幾いく分ぶんか顔色が回復している。

「ふむふむ……ふーむ？」

　そんな三人を見比べてから、今度は俺に視線を合わせるゼイエガ。何やら考えているのか顎あごに手を当てていた。

「諸君らは冒険者なのだろうが……なんだ、お主」

　ゼイエガは俺を見て、少しだけ苦笑いを浮かべた。

「中々、やり手かね？　しかし、複数はいかんぞ、複数は。男はな、愛する女は一人だけでなければならんぞ。他人の色いろ恋こい沙ざ汰たに首を突つっ込むのはナンセンスではあるが、こればかりは口を出させてもらうぞ？」

　わずかばかりの批難の視線を向けながら、ゼイエガは口を尖とがらせていた。

「何を勘違いしているのかは知らんが、あの子たちは仲間であり、家族だ。特にミズチは娘むすめだ」

「えぇー！　ミズチはパパと結けつ婚こんするよぅ？」

　父親が娘に言われたらうれし泣きするであろう台詞せりふだが、今はいらない。

「余計なことを言わない！　というか誰だれに教わったその言葉！」

　大体予想はつくけどな。

「マイネルス！」

「やっぱりか……あのおばちゃん、ぜってぇ楽しんでやがる」

　この調子だとどうでもいいことばかりミズチが覚えてしまう。俺はマイネルスに対してひそかな反はん抗こうを企くわだてるのであった。

「家族だなんて、そんな……あぁでも家族ならもっと深いことをした方がよろしいと思うのですけど、いかがです、アムさん？」

「え、えぇ!?　深い、深いって何をですか？」

「そりゃあ、お風ふ呂ろ以外にも、色々とありましょう？」

「い、色々……！」

「おい、そこのピンクたち、よそ様の前でそれはやめなさい」

　油断をするとすぐに脳内にピンク色の妄もう想そうを始めるポーラとそれになあなあで汚お染せんされるアム。ここ最近、アムが妙に影えい響きようを受けているような気がしないでもない。夜になると眠ねむたくなるのか、ミズチと一いつ緒しよに布ふ団とんの中にいるのが幸いだが。

「……まぁなんだ。愛の形はそれぞれだ。私はもう何も言わんよ」

　ポンとゼイエガに肩かたを叩たたかれる。

　えぇい、なぜ初対面の男に変な心配をされなきゃならんのだ。

「んん！　それより、ゼイエガ殿どの。あのモンスターが一体なんだというのです。そしてなぜ奴と戦っていたのだ？」

　咳せきばらいをして、強ごう引いんに話を戻もどす。

　俺の質問に対してゼイエガは腕を組み、ちょっとだけ悩なやんだ風な表情を浮かべた。

「助けられた礼もある。答えるのが筋だな。さっきも言ったが、この山を登った先にな、ダンジョンがある。奴はそこから出てきた」

「ダンジョン、ねぇ」

　俺のイメージするダンジョンとは洞どう窟くつだとか廃はい墟きよ、もしくは深い樹海などで、凶きよう悪あくなモンスターがたむろし、その奥には宝などがある。そんな具合のイメージだった。

「宝でも狙ねらっていたのか？」

　なので、冗じよう談だんめいた口調で、質問をするとなぜだかゼイエガは首をかしげる。

「宝？　そんなものがあるわけなかろうに」

　何をおかしなことを聞くのだろう。言葉で表すならそんな感じだろうか。

「む？　おかしなことを言ったか？　俺の中にあるダンジョンというものはおおむねそういうものだと思っていたが」

「あ、そうか、キドー様は外国のお方だから……！」

　パチンと両手を叩きながら、アムが耳打ちするように語り掛かけてくる。

「キドー様、ダンジョンで一いつ攫かく千せん金きんというのは昔の話なんです」

「というと？」

「ダンジョンの殆どは踏とう破はされたということだよ、ニンジャ殿」

　代わりに答えたのはゼイエガだった。

　ダンジョンは全すべて踏破された。どういうことだろうか。

「いや、正確ではないな。かつてダンジョンと呼ばれたものはもうなんの価値もない。今ではダンジョンとはモンスターが住み着いた危険区画という意味合いしか持たない。その最さい奥おうに宝があるなどというのは幻げん想そうだったのだよ」

　どうやら、この世界におけるダンジョンの認識は俺の持っているものとは違うようだ。

「そういうものなのか？　俺は、ダンジョンとは腕うで試だめしの場所という意味合いもあるが、そこに眠る宝を求めて冒険者が飛び込む場所という話を聞いていたのだがな……」

「過去はそうだったようですよ？」

　付け加えるようにアムが続く。

「ですが、冒険者という職業ができて数百年。それだけあれば、かつてダンジョンと呼ばれた危険区画は全て踏破、調査が済んでしまっていて、そのほとんどに宝なんてない、ただモンスターの巣ができただけの場所という結論が出てしまっているので……」

「なんとも、夢のない、話だな」

　ちょっとがっかりだ。

　しかし、それだとするとゼイエガはなぜそんな価値もない場所にいたのだろうか。

「価値がないというが、ゼイエガ。お前は、なぜそんなところに？」

「フッ……決まっている。邪じや悪あくなモンスターが住み着き、根城にしたとあれば民たみは穏おだやかに眠ることなどできんからな。これを退治するのは騎き士しの務め。古来、そういうものだ。まぁ、ありていに言えば害がい獣じゆう駆く除じよだよ。先ほどのモンスターなども含ふくめ、面めん倒どうなモンスターがダンジョンの主に惹ひかれるようにして集まってきている。ここは街から近い。こんなところで繁はん殖しよくなどされたらたまったものではないからな」

　なるほど、ゼイエガには明確な目的があったというわけか。

「それに、どうにも近ちか頃ごろは怪あやしげな人間どもも入りこんでいると聞く。まさかとは思うがその連中がモンスターを召しよう喚かん、繁殖させているとなればさらに一大事よ」

　ゼイエガの放った言葉に気になる一文があった。

　怪しい人間たちだと？

「ゼイエガ、少しいいか。お前の言うダンジョンには、モンスター以外にも、人がいるのか？」

「む？　あぁ、私もちらっとしか見ていないが、ダンジョンの奥まで進んだ時にな、人ひと影かげを見た。あれは人間だよ。そうでもなければフードなどを被かぶるものか」

「そいつらは、いつ頃、来たんだ」

「さて、な。それはわからんが、モンスターが住み着いたのはここ二、三週間のことだ。最初の内は低級モンスターが時折出てくる程度だった。それならば、狩かり場ばとして残しておくこともある。だが、日に日に強力なモンスターが出てくるようになってきてな。これは何かがおかしいぞと思い、私は調査に出たというわけだが……」

「あのモンスターと遭そう遇ぐうしてしまったと？」

「うむ。私もほとほと運が悪いらしい。いや、油断をしていたといってもいいか。不覚をとり、あのザマよ。だが、無む駄だ足あしではないぞ。ダンジョンの奥に、怪しげな連中がいることは突き止めた。自然発生したものではないということだけは確かだ」

　ゼイエガはそう言いながら、スーツの土つち埃ぼこりを払はらい、整えながらくるりと踵きびすを返す。

「では、さらばだ。諸君。私は使命を果たさねばならぬのでな。街に向かうのであれば道沿いに行け、さすれば街かい道どうに出る」

　ゼイエガはそのまま山へと登る道を行こうとするが、それはちょっと待ってもらうことになる。

　俺は即そく座ざに彼の肩を掴つかみ、制止させた。

　ゼイエガは無言のまま振ふり向く。

「先ほどの話を聞いて、俺たちも帰るわけにはいかなくなった。ダンジョンにいたという連中、もしかすれば俺たちが追いかけている残党かもしれない」

「残党？　あぁ……そういえば少し前に魔ま王おうを名乗る不届き者がいたな……一日で壊かい滅めつしたと聞いているが、それか？　言われてみれば、術者のような連中が揃そろっていたが」

「俺たちはハーバリーギルドの方から特命を受けてやってきた。残党を追っている。連中は件くだんの魔王イーゲルの亡なき骸がらを奪うばい逃とう走そうしているのだ」

「ふーむ」

　俺の言葉に、ゼイエガは再び考えるそぶりを見せた。

「実力は確か。例の連中の間かん者じやとも思えんし……良いだろう、ついてこい」

　フッとキラキラした光をまき散らすような笑え顔がおを振りまきながら、ゼイエガは山道を見つめる。

　こうして、俺たちは彼とともにダンジョンを目指すことになったのだった。
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　小山とはいえ、山は山。それに未整備である以上、雑木林も多く、ほとんど獣けもの道みちを歩くようなものだった。

　ゼイエガはそんな山道をスイスイと登っていく。スーツ姿でよくもそこまで動けるものだ。モンスターの重い一いち撃げきを耐たえたことも考えると、この男、相当な実力者なのではないだろうか。あのモンスターには不覚をとったというが、奇き襲しゆうでも受けたのだろう。身のこなしは意外と軽かろやかで、足取りに迷いがない。

「しかし、驚おどろきだな」

　道中、ゼイエガは俺たちに振り向きそう言った。

　彼の視線は俺ではなく、少女たち、とくにミズチに向けられている。

「ニンジャ殿は相当の腕前であることは分かっていたが、ご婦人方も中々ではないか。特に、お嬢じようさん、見た目のわりにはよく動く」

　アムとポーラはこれでも一応、冒ぼう険けん者しやだ。山道ぐらいは慣れているのだろう。

「えへへー、すごいでしょ？」

「うむ。元気な良い子だ。子どもはそうでなくてはならなん」

　一方でミズチは大魔獣ということもあるのか、危なげなく、むしろ飛び跳はねるようにして山道を登っていた。

　それを知ってか知らずか、ゼイエガはうむうむと頷うなずく。

「ただの女の子ではないということかな？」

「うん、そうだよ！　だってミズチはねぇ……」

「この子は魚人族でね」

　大魔獣とはいえ、中身はまだ子ども。彼女はついつい自分の正体を滑すべらせてしまうことがある。大魔獣であるということは一応、秘密なのだ。ミズチは魚人族の孤こ児じということになっている。

「なるほど！　それならば、その身体能力にも納なつ得とくであるな。特命とやらになぜ子どもがと思っていたが、一応の理由はあるというわけか。それ以上は、聞かぬ方がいいかな？」

「まぁ、そういうことにしてくれるとありがたいかな」

「なに、お前たちが悪人でないことは分かっている。しかし、私だけが質問をするというのは不公平だな……何か聞きたいことはあるかね」

「そうだな……」

「あ、それならおひとつだけ」

　アムが手を挙げる。ゼイエガは頷く。

「ゼイエガさんは、ダンジョンにモンスターや怪しい人たちが住み着いたことに危険を感じて、討とう伐ばつに来たのですよね？」

「そうなるな」

「あの、でしたらなぜおひとりなんですか？　騎士様とはいえ、ゼイエガさんも恐おそらくは冒険者ですよね？　いくら過去のものになったとはいえ、ダンジョンはモンスターの巣そう窟くつ、単身で乗り込むのは危険だとわかっていると思うのですが」

「あぁ、それかね……」

　アムの質問に対して、ゼイエガはなぜか頬ほおを赤らめ、少し恥はずかしそうに頭のうしろをかいていた。

「いや、なに、深い理由があるわけではないのだよ……その、なんだ……武勇をあげようと思ってな」

「武勇、ですか？」

「うむ。ダンジョンの価値はなくなったが、それでもモンスターの巣窟であることに変わりはない。腕試しに挑いどむ者も少なくはないのだ。まぁ、つまり、なんだ。傲ごう慢まんではあるが、私は一人でそのダンジョンを攻こう略りやくしようと思っていたのだ。それで、武勇を立ててな……ふふ、笑うなよ？　ある娘むすめにプロポーズをしようと思っていたのだ」

「わぁ、凄すごいです！　素す敵てきです！」

　俺としては意外な理由だったが、アムはなぜかときめいていた。女の子はこういうのが好きなのだろうか。

「プロポーズとは、素敵なことですわぁ。女の子の憧あこがれですものぉ、ねぇ？」

　便乗するようにポーラからの熱視線。

「ですけどぉ、ずいぶんと無茶をなさいましたね？　武勇のため、プロポーズのためとはいえ、おひとりでダンジョン攻略だなんて」

　ポーラの指し摘てきに対して、ゼイエガは今度は申し訳なさそうな表情を浮うかべていた。

「う、む……それはそうなのだが、彼女の父上は厳格な方でな……私も、自分で言うのはどうかと思うが、家いえ柄がらもある、実力もあると思っている。ゆえに彼女を妻に迎むかえるだけの立場ではあると思っていたのだが、拒きよ否ひされてしまってな……それで、思いついたのがこれだったのだ」

「文句を言われない、言わせないだけの成果をあげれば、父親も認めてくれると思ったのか。いいんじゃないか、男らしいってやつだ」

　俺個人としてはゼイエガを支持したいところだな。果たしてそれで結けつ婚こんが認められるかどうかはわからないけど、ひたむきに突つき進む姿というのは良いものだと思う。

「そう言ってもらえると助かる。しかし、現実はこの通り返り討うちだ。とはいえ、武勇譚たんはさておいてもダンジョンを放置するわけにもいかん。潰つぶすのに、手を貸してはくれないか？」

　ゼイエガは全すべてをさらけ出すかのように語り、そして頭を下げる。

「当然だ。ダンジョンには俺たちの目的もあるかもしれないし、人助けは冒険者の務めだ」

　俺の言葉に少女たちも頷いてくれる。

「そうか！」

　ゼイエガも顔をあげると、なぜか大おお粒つぶの涙なみだを浮かべ、俺の腕うでをとり、大げさなぐらい振り回してきた。

「うむ、うむ！　それでこそ冒険者だ。お前たちは好よき人のようだな！　これが終われば我が屋や敷しきに案内しよう。もてなしを期待してもいいぞ！」

　とにかく、一つ分かったことがある。

　それはゼイエガという男が裏表のない愉ゆ快かいで、好感の持てる男だということだ。

「それでは行こうではないか。我らこれより民の安あん寧ねいの為ため、ダンジョンを攻略する！」

「おー！」

　ゼイエガの号令に少女たちも威い勢せいの良い掛かけ声を上げる。

「ゼイエガの未来の為にもな」

　最後に、俺がそう付け加えつつ、ゼイエガを含めた俺たちのパーティはダンジョンへと向かうのであった。
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　ダンジョンへの道中は驚くほど平和だった。まず何より、目的地まではゼイエガが一度通ったルートがあり、それを辿たどればよいだけだった。俺たちが倒たおしたあの巨きよ木ぼくのモンスターの影えい響きようなのか、他ほかにモンスターが出てくる気配はなかった。

　同時に、普ふ通つうの動物の姿もなく、それこそ虫の一匹ぴきすら俺たちは遭遇することがなかった。

「静かすぎるな……」

　俺のつぶやきすらも吸い込みそうなほどに、山の中は静まり返っている。普通ならばありえない話だ。

　風の音、木々のこすれる音、川の流れる音、自然豊かといえば聞こえはいいが、それ以外が聞こえないのはかえって不気味だった。

　太陽はまだ高く昇のぼっているというのに。

「みな、逃にげてしまったのだろう。野生の勘かんとは鋭するどいものだからな」

　先導するゼイエガの言うことももっともだが、それにしても異常だ。

「さっきのモンスターだけが原因じゃないな？」

「……ねぇ、パパ。この先、安易に足を踏ふみ入れない方がいいかも」

　不意にミズチが俺の裾すそを引っ張りながら、小声で言った。

「ミズチ？」

　まさか、また気分が悪くなったのかと思い振り向いてみるが、ミズチは平然としていた。

　だが、表情はどこか硬かたい……あどけなさを残す少女の顔ではなく、何かを悟さとった賢けん者じやのような顔だ。

「嫌いやな予感がするよ。この先にいるものは、私……ううん、生きるものに対して害をなす存在だと思う……」

　口調も明らかに違ちがう。ほんの少しだけ、ミズチの魔力が上じよう昇しようした風にも思う。

　それはかつて大魔獣として覚かく醒せいした時のものに近い。

「む、む？　その少女、普通ではないと思ったが……なんだ、どうしたのだ？　別人みたいだぞ？」

　事情を知らないゼイエガは本気で心配してくれているのか、ミズチの目の前でしゃがみ、おろおろとしていた。

「いや、心配しないでくれ、ゼイエガ。ミズチは、たまにこうなる。トランス状態というか、勘の鋭い子なんだ」

「そ、そうなのか？　うぅむ……魚人族は確かにチョーオンパなるもので周囲を探さぐると聞いたことがあるか、それか？　いや、しかし、本当に大だい丈じよう夫ぶなのかね？」

「いざとなれば俺の影かげに入れる」

「影に入れる？　よくわからぬが、とにかく用心だ。件くだんのダンジョンはもうじきだ」

　ミズチがここまで警けい戒かいするものが待つダンジョン。

　果たしてそこに一体何があるというのだろうか。

　漠ばく然ぜんとした不安を抱かかえたまま、俺たちは進むしかなかった。

（イーゲルの残党は一体何をしようとしているんだ。奴の死体を使う必要があるのか？）

　極論、連中をとっ捕つかまえてしまえば何とでもなるのだろうが、それだけではいけないと俺の直感が囁ささやいていた。

「あったぞ……あそこだ」

　そして、突き進むこと、数十分後。

　俺たちは山やま肌はだに大きな口を開けた洞どう窟くつ、ダンジョンへとたどり着いた。

　本当に、なんの変へん哲てつもない洞窟の入口。周囲に毒の沼ぬまがあるとか、怪あやしげな石せき碑ひが建っているとかそういうのはなく、ぽっかりと口を開けたような穴があるだけだった。

「ここまで来て言うのもなんだが、私も最深部までは到とう達たつしていない。入口をほんの少し進んだところで、奴が戻もどってきてな……」

　ゼイエガはうっすらと額に汗あせをにじませていた。

「だが、俺は奴がダンジョンの主ではないと直感していた。なぜならば、奴と遭そう遇ぐうする前に私はな、聞いたのだ。笑い声を」

「笑い声？　術者か？」

　俺の問いかけに、ゼイエガは首を横に振る。

「いいや、違う。笑い声だが……あれは人の発する声ではない、と思う。洞窟内で音が反はん響きようしてそう聞こえたのかもしれないが……いや、あれは笑い声だった。心臓すら凍こおり付くかもしれない恐きよう怖ふを思い起こさせる笑い声だったよ」

「恐怖、ね……」

　ゼイエガの声は震ふるえていたが、俺は同時に違い和わ感かんがあった。

　その洞窟から、殺気を含ふくめ、瘴しよう気きすら感じないのだ。なんというべきか、何もないということがわかる。

　しかし、それは不自然だ。

「人が立ち入った形けい跡せきがあるな」

　俺たちが洞窟の入口手前まで移動すると、そこには往来の跡あとがあった。不自然に土や砂じや利りが少ない箇か所しよがあるのである。その近くには大きな足跡、恐らくは先ほどの巨木のモンスターのものだろう。

　どちらにせよ、この洞窟には何者かが行き来しているのは間違いがない。なのに、何もいないとはおかしな話だ。

　それにゼイエガは奥から声を聞いたといった。風の音の反響だとは思えない。

　暗くら闇やみの続く洞窟の奥は流石さすがに何も見えない。あるとすれば洞窟特有のひんやりとした空気が流れてくるくらいだ。

「とにかく進もう。何もないならないで、調査にはなる。ミズチ、ポーラ、気分の方はどうだ？」

　一応、気分を悪くしていた二人を再度確かく認にんしておく。

「私は大丈夫ですわ、キドーさん」

　ポーラは小さく笑えみを浮かべて頷うなずく。

　しかし、ミズチは無表情だった。返事もない。

「ミズチ？」

　俺が声をかけると、ミズチは「あっ」と小さな声を漏もらして、我に返った。

「う、うん、大丈夫だよ」

「本当に大丈夫か？　無理そうなら、俺の影に……」

「ぬおぁ！」

　刹せつ那な、ドスンと大げさなぐらいの大きな音と共にゼイエガが悲鳴をあげた。

「わわ！　大丈夫ですか、ゼイエガさん！」

　どうやら洞窟に足を踏み入れたゼイエガが転んだらしい。

　アムが慌あわてて駆かけつける。

「って、うわわ！」

　するとなぜか彼女も、何もないところで転んでいた。

「な、なんで？　氷？」

　しりもちをついたアムはおしりを押さえつつ、きょとんとした目で洞窟の地面を見つめていた。

「う、む？　こんなもの、さっきまではなかったぞ……？」

　ゼイエガも不思議そうな顔をしている。

「……氷？」

　ふと、俺は記き憶おくに新しいものを思い出していた。

　ハーバリー近きん郊こうの村で見つけた銀ぎん狐ぎつねのことだ。あいつは、氷の魔ま法ほうが使えていた。

「まさかな……ゼイエガ、この付近で銀色の狐のようなモンスターを見たという話はあるか？　氷を扱あつかうのだが」

「そんな話は聞いたことないな。えぇい、つるつる滑すべる。というか、いたるところに氷が張ってるではないか……私以外に、誰だれかここに来たのか？」

　状じよう況きようはさらに不可解なものになっているが、ここまで来た以上は戻るわけにもいかない。

「進もう……そうすれば、全てがわかる。アム、氷を解かす、手伝ってくれないか」

　さすがに氷だらけの洞窟は危険だ。

「わかりました！」

　アムが槍やりを構えると、先せん端たんに炎ほのおが灯ともる。

「火か遁とん・火柱！」

「でぇぇいや！」

　俺とアムの炎が洞窟を一いつ瞬しゆんだけオレンジ色に照らし出す。一瞬にして広がった炎は熱気と共に周囲の氷を解かしていく。

　まだ奥の方に氷は残っているだろうが、しばらくはこれで滑ることはないだろう。

「それにしても……洞窟を凍らされているというのに、静かなのは、どういうわけだ」

　これをやったであろう銀狐がいると仮定して、それはつまりあいつはここで戦せん闘とう行動に入ったとみるべきだ。

　それはつまり、誰かしら、何かしらここにいるということなのに、この静けさはなんだ。

　まさか銀狐がすべてを凍らせて静かにしたというわけじゃあるまいし。

「……忍にん法ぽう・犬嗅きゆう覚かく」

　俺は、思わず新たな忍法を使っていた。

　犬嗅覚。文字通りの忍法であるこれは、大だい耳じ変へんと同じく俺の顔のパーツが変化するのだ。その見た目はまんま犬の鼻だ。玩具おもちやの犬の鼻を着けたような滑こつ稽けいな姿ではあるが、当然の如ごとく性能は抜ばつ群ぐん。

　数千倍にまで上昇した嗅覚は常人ではかぎ分けることのできない臭いを感知する。

「ぬぉぁ！　そなた、獣じゆう人じんであったのか！」

　とまぁいきなり顔のパーツが変化すればゼイエガのこの反応は当然だろう。

「キドーさん、ニンポーもいいですが、その、突とつ然ぜんすぎる技わざを使う時は一言……あると嬉うれしいですわ。それにしましても……これ、接合部分とかどうなっているのでしょう？」

「うわー！　へんてこな顔！」

　ポーラはほんの少しだけぎょっとした顔、ミズチはお腹なかをかかえてけらけらと笑っている。

「……可愛かわいい」

　かと思いきや、アムはぽけーっと犬顔の俺を見ては、そんなことを呟つぶやいていた。

「え？」

　それに対してポーラはこれまた驚おどろきの表情。

「え？　可愛くありませんか？　と、時々いませんか、こういう仮装とかしている人！」

「そ、そりゃお祭りなんかではいますけど……」

「だって犬ですよ！　犬！　キドー様、耳はないんですか！」

「ない。いや、できるが、今はそんな余よ裕ゆうはないだろ……」

　やれやれと言いたいところだが、そんな暇ひまはなさそうだ。

　俺の鼻は、今一番かぎたくない臭いを感知してしまったのだ。

　鼻をつく、鉄のような臭い。これは、血の臭いだ。

「血の臭いがする……しかも、こりゃ気持ち悪いな……相当だぞ、これ」

　血に混ざって腐ふ敗はい臭しゆうのようなものも感じる。

　同時に、もう一つ、別の臭い……しかもそれの発生源は徐じよ々じよに近づいて……。

「来るっ！」

　その瞬間、俺は手を地面にあてがい、土ど遁とん忍法を発動させていた。

　一瞬にして土が盛り上がり、俺たちの盾たてとなる。

　展開が終わると同時に、土つち盾だてへと猛もう烈れつな冷気がぶち当たる。極きよく氷ひようの烈れつ風ぷうが盾の真横をかすめていくだけでも、凍とう傷しようになりそうなほどの冷気が俺たちを襲おそっていた。

「なに!?」

　しかも驚くべきは土盾が徐々に凍り付いていることだ。

「結界を合わせます！」

　そこへ、ポーラが土盾に合わせて防護結界を展開する。二重の防ぼう御ぎよというわけである。

　しかし、そのポーラの結界すらもうっすらと白く凍り付いているのが見える。

　なんという冷気だ。

「う、うぅ！」

　ポーラも魔力を全開にしているが、それすらも吞のみ込もうというのだろうか。

　だが、烈風はやがて消失する。それと同時にポーラが膝ひざをつき、肩かたで息をしていた。

「こ、これは！　周りが、凍とう結けつしているではないか！」

　ゼイエガの驚きよう愕がくの声に俺たちも周囲を見み渡わたす。

　ぞっとした。俺とポーラで展開した防ぼう御ぎよ壁へき以外の部分が凍り付いているのだ。それはまるで洞窟入口のものにそっくりだった。

　だが驚いてばかりもいられない。

　俺の警けい戒かい網もうにピリピリとした反応がある。敵意、それが一直線にこちらへと駆けてくる。

「……上か！」

　それは、氷の天てん井じようを走り去る白銀の閃せん光こう。

　間違いない。あの時の銀狐だった。

　奴やつは頭上を通り越こえると、俺たちの背後に降り立ち、すぐさまとびかかってくる。

「おのれぇ、面めん妖ような！」

　即そく座ざに、ゼイエガがレイピアを抜ぬき放ち、銀狐へと対たい峙じする。

「待て、迂う闊かつだ！」

　ゼイエガは真正面から銀狐と戦おうとしていたが、それはあまりにも油断が過ぎる。

　奴は、この周囲一帯を凍結させているのだぞ！

「えぇい、貴様がこの洞どう窟くつの……！」

　その瞬間、ゼイエガの言葉は止まった。

　なぜなら、彼は一秒と経たたずに氷の棺ひつぎの中に閉じ込められたからだ。

　俺の嫌いやな予感は的中したというわけだ。

「言わんこっちゃない！」

　俺は思わず毒づく。

　しかも、氷こおり漬づけにされたゼイエガのせいで真正面の視界が遮さえぎられていた。

　だが、迫せまりくる冷気は感じ取れている……不味まずい！

「みんな、逃にげろ！」

　俺は、思わず飛び跳はね、そう叫さけぶしかなかった。具体的にどう逃げろと言えなかったのは、俺もどう伝えて良いのかがわからなかったからだ。

「え？　きゃあ！」

　わけもわからずにいたアムが悲鳴をあげるが、その場から動けずにいた。いや、動けないのだ。彼女の足は氷で固定されていた。

「これは……！」

　ポーラも同じで、身動きが取れない。

「ひゃあ……」

　やはりミズチも同じ状態だった。

　三人ともが足元を氷で固定されているのだ。

「疾シツッ！」

　仲間の姿を見て、俺が動どう揺ようしているとでも思ったのだろう。

　銀狐が鋭するどい牙きばを剥むき、唾だ液えきをまき散らしながら、空中の俺にとびかかってくる。

　俺は即座にクナイを二本投とう擲てき。だが、クナイは瞬またたく間まに凍結させられ、奴に届くことはなかった。

「やるな！」

　銀狐は勢いのまま俺の喉のど元もとへと噛かみつく。

「だが甘いな！」

　その瞬間、俺の肉体はぼろぼろと土くれへと変へん貌ぼうしていく。奴がかみついたのは土で作った俺の偽にせ者ものだ。

「忍法・空うつ蝉せみ。土くれバージョンだ。言っても、わからんだろうがな」

　本当の俺は既すでに奴の背後を取っていた。

　ぎょろりとした銀ぎん狐ぎつねの血走った目が俺に向けられる。

（こいつ……！）

　尋じん常じような目ではない。

　俺が初めて見た時の透すき通るような目はそこにはなかった。

　これではまるで別の生き物のようだ。

「何かあると見た！　ならば忍法・乱みだれ髪がみ！」

　忍法・乱れ髪。自在縄なわと同じ糸で構成された網あみによって敵を捕ほ縛ばくする技である。網にはクナイが括くくりつけられており、目標を捉とらえると同時に影かげ縫ぬいによって固定することも可能なのである。

　網に囚とらわれた銀狐は狂くるったように暴れ、唸うなり声をあげている。

「やはり、様子がおかしい。もしかして……忍法・千せん里り眼がん！」

　忍法・千里眼。空間に対して作用する眼力でありあらゆる幻げん術じゆつ、幻覚を見破り、時には物質を透とう視しすることも可能となる。つまるところ、普ふ段だん見えないようなものが見えるようになるということ。

　その目を通して銀狐を見れば、異常はすぐにわかる。

　銀狐の周囲にまとわりつくように黒い靄もやがうごめく。それは銀狐の耳元で何かを囁ささやいているようにも見えたし、手足に伸のびては無理やりその肉体を動かそうとも見える。

「なるほど……それがお前を操あやつっているのか」

　俺は刀を構える。

　どうやら黒い靄も何かを悟さとったようで、しきりに銀狐の周りを飛び跳ねている。それにせかされるように、銀狐は冷気を放出し、網とクナイを凍結させ砕くだく。これにより自由の身となった銀狐は操り人形の如く、黒い靄の手にかかり俺へと飛び掛かかる。

「無む駄だだ。忍法・火か炎えん車ぐるま！」

　刀を地面に滑すべらせ、火花を散らす。火花はそのまま巨きよ大だいな炎ほのおとなり、炎は渦うずとなる。

　かつてイーゲルの軍勢を恐きよう怖ふに陥おとしいれた忍法であるが、今回は威い力りよくを抑おさえ、銀狐の動きを止める為ために囲むだけだ。

　しかし業ごう火かであることに変わりなし。周囲の氷は解け、炎の渦の中にいる銀狐も熱風に苦しめられている。

「ヒヒイロカネの刃やいばは肉を裂さくだけにあらず！　魔まを祓はらう刃でもある！」

　半はん狂きよう乱らんの銀狐にもはや逃げ場などない。

　俺は刀を構えたまま、炎の中へと駆かけ出す。そして、炎を、黒い靄を切り裂くように一いつ閃せん。

　一いつ瞬しゆんの旋つむじ風かぜが吹ふきすさぶと、炎は消え失うせる。

　銀狐も意識を失い、ばたりと体を倒たおす。

　同じくして、俺の目に映ったのは真っ二つに切断された黒い靄。

「ギャアァァァァ！」

　切り裂かれた黒い靄はまるで血液をまき散らすかのように、同じような靄を噴ふん出しゆつさせて、実体化を果たす。

「フン、貴様……あの時の吸きゆう血けつ鬼きか」

　そこに現れたのは銀狐を追っていた、ウィプリとかいう吸血鬼だった。

　あの時、俺によって切り殺されたかと思ったが、まさか生きていたとはな。しかも、まんまと銀狐を操っていたのか。

「ギ……ヒギィ……！」

　ずる、ずると銀狐の体から離はなれてゆくウィプリ。体を引きずりながら、その場から逃げようとしているようだが、もう逃がしはしない。

　俺はクナイを奴の、暗くら闇やみの体へと投げつける。

「うぎゃ！」

　ついで頭部へもクナイを投擲。じたばたともがくウィプリであるが、俺は即座に奴の首を切り落とす。

　それで終しまい。奴の死体は消えることなく、その場に残った。

「次から次へとわけのわからんものが出てくるな……さて……みんなの氷をどうにかしないとな。それに……」

　意識を失っている銀狐も心配だが、今は仲間たちを優先する。

　炎で解かそうにも熱すぎるとやけどさせてしまうし、弱すぎると今度は氷が解けるのに時間がかかる。ゆえに、俺は刀で切り裂くことにした。

　スパッ、スパッと仲間たちの足を固定していた氷を切り裂く。

「うー……酷ひどい目にあいました……足の感覚がないですよぉ……」

　アムは涙なみだ目めになりながら、その場にぺたんと座り込む。

「足を温めれば大だい丈じよう夫ぶなはずだ」

　感覚がないとはいうが、凍傷を負っているようには見えない。一時的なものだろうとは思うが。

「凍傷にならなかっただけましですわ……あぁ、足がもつれて……」

「後でツボを押してやるから、我が慢まんしろ」

「お肌はだの触ふれ合いなら大だい歓かん迎げいですよぉ？」

「そんだけの余よ裕ゆうがあるなら大丈夫だな」

　ポーラも同じような状態だが、俺にすり寄ろうとする元気はあるようだった。

「うーん、うーん……」

「大丈夫か、ミズチ？」

「寒い……動けない……」

「体が冷えすぎたんだろう。アム、炎だ」

　ミズチに至っては意外と寒さにも弱いのかすっかり元気をなくしている。

　とにかく三人には暖が必要である。アムにそれを任せつつ、俺は一番の問題に取り掛かる。

「ゼイエガ……お前、生きてるのか」

　カチンコチンという表現がぴったりな状態のゼイエガ。氷の棺の中になぜか変な顔を浮うかべながら閉じ込められている。一昔前のギャグ漫まん画がみたいなポーズだ。

　しかも恐おそるべきは、この状態でも、ゼイエガは生きている。千里眼でわかったことなのだが、それ以上に、彼の目がきょろきょろと動いているのだ。

　そしてその目が「早く助けて」と言わんばかりに俺を見つめている。

「わかった、わかったから、それコワイからやめてくれよ……」

　アムたちと同じ要領でゼイエガを閉じ込める氷を粉ふん砕さいしてやる。

「ぬっはぁっ！　おぉ、自由、自由だ！　寒いが、生きているぞ！」

　復活そうそう、ゼイエガは騒さわがしい。全身を氷漬けにされていたのに、ゼイエガの肌は綺き麗れいなものだ。

　この男、一体どれだけ強きよう靭じんなんだ。

「いや、しかし、二度も助けられるとはな。不ふ甲が斐いない」

「相手の氷結魔法が異常なんだ。一瞬で相手を氷漬けにするなんて、並なみ大たい抵ていじゃないぞ」

「む、そうだ。その狐きつねはどうした！」

「安心しろ。捕らえた。それに、あいつは、多分敵じゃない。操られていた」

「なぬ？　それはどういう……」

　ゼイエガの質問に答えてやりたいところだが、このダンジョンは次から次へと問題が起こるらしい。

　光の届かない洞どう窟くつの奥。そこから不気味な笑い声が聞こえるのだ。

「この声、間ま違ちがいない、私が聞いた声だ！」

「これが……？」

　ゼイエガの言う通り、確かに不気味な声だ。

　それだけではない。

「う、くあぁ……」

「駄だ目め、駄目よぉ！　ここにいちゃ、駄目だよぉ！」

　ポーラが意識を失い、ミズチは半泣きになり、いやいやと首を横に振ふっていた。

「あ、あぁ！」

　明らかに空気が変化している。アムも直感的に何かを感じ取ったようで、震ふるえていた。

「ニンジャ殿どの、これは、何やら不味まずい気が」

「俺もそう思う」

　ゼイエガは勇ましく剣けんを構えていたが、無意識のうちにあとずさりしていた。

　俺も、この状じよう況きようは間違いなくヤバいと感じる。特に、身動きの取れない仲間たちがいるのでは、迂う闊かつに仕掛けることもできない。

　ここは仲間の為にも一時退たい却きやくを……と思っていた矢先。

「むっ！」

　洞窟の奥から複数の足音が響ひびく。誰だれかがいる。いや、突とつ然ぜん現れた。

「お前たち……その姿は、まさか」

　現れたのは、裸はだかの上半身に無造作に革かわ鎧よろいや鎖くさり帷子かたびらを身に着けた男たちだった。

　数は六人。粗そ野やな風ふう体ていではあるが、男たちは屈くつ強きような肉体をしていた。

　同時に、俺はこの男たちの姿を見て、直感的にイーゲルの残党であると判断した。

　それだけではない。こいつらは、すでに……。

「ぼぁっ……」

　男の一人が大きく口を開けたかと思えば、その口内から何かがはい出てくる。

　それは、無数の……漆しつ黒こくの腕うでだ。

「悪あく趣しゆ味みな……！」

　俺は思わず吐はき捨てた。

　男たちの肉体を突つき破やぶり、腕が俺たち目掛けて伸びてくる。その腕の一本一本は色を除のぞけばまさしく人間の腕のようであり、それがまるで蛇へびか何かのようにうごめき、せわしなく指をねじらせながら迫せまってくるのだ。

　腕……いやもはや触しよく手しゆだ。触手の狙ねらいは俺たち全員。

「させるか！　忍にん法ぽう・かまいたち！」

　触手一つ一つを相手にしている暇ひまはない。俺は刀で真しん空くう刃じんを放ち、切り落としていく。触手の強度自体はないようで、容易たやすく真空刃によって切断されるのだが、いかんせん数が多い。

　切断すれば、された分だけを男たちの体から伸ばしてくる。

「こ、これでは離り脱だつもできぬではないか！」

　ゼイエガも何とかレイピアで応戦しているが、己おのれの身を守るのに精いっぱいな様子だ。

　かく言う俺もこのままでは結構キツい。仲間に手出しをさせないという自信はあれど、この攻こう撃げきがいつ止やむのかがわからないのだ。

　この状況で、恐らく有効なのはポーラが扱あつかえる神聖な白しろ魔ま法ほうぐらいだが、当のポーラが気を失っていては意味がない。

　千里眼や大耳変、犬嗅きゆう覚かくも集中が必要な為、この乱戦で使えるものじゃない。

「三十六計逃にげるに如しかず。ゼイエガ、こっちに！」

「お、おぅ？」

「アム、しゃきっとしろ！　ポーラとミズチを抱だきかかえろ！」

「う、ああ……はい……」

　ゼイエガは心配いらないだろうがアムは茫ぼう然ぜんとしている。一応、言われた通りのことはできるようだが。

「少し、乱暴だが、我慢しろよ！」

　それぞれがそばに寄ってくる間に、俺は自在縄なわにて銀ぎん狐ぎつねを回収。引っ張るような形だが、今はそれぐらい焦あせっている。

「目を瞑つぶってろ！」

　とは言うものの、返事など待たずに俺は忍しのび装しよう束ぞくの一つであるマフラーを取り外すと、それを翻ひるがえすように大きく振り回す。すると、マフラーは一瞬にして俺たち全員を包み込むまでに巨きよ大だい化し、すっぽりと覆おおい隠かくす。

　マフラーはぐるぐる巻きになる要領で縮んでゆき、最終的には完全に俺たちを包み込むと、その場から消え失せるのであった。
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「これぞ、忍法・瞬しゆん転てん」

「などと言っとる場合かぁぁぁぁ！　空の上ではないかぁぁぁぁ！」

　ダンジョンから脱出したのはいいが、この忍法。本来ならハイテク巻物の地図機能と併へい用ようすることで精度を高めるものなのだが、先ほどは一いつ切さいの地点指定なしで緊きん急きゆう脱出を図はかったのである。

　まぁ、つまり。どこに転移するのかは俺にもわからないというわけだ。

　といっても、いきなりよその大陸、外国にたどり着くとかではない。

　ないのだが、俺たちは今、空の上にいた。眼下には賑にぎやかな街並みが広がっているが、距きよ離りが距離な為ためかミニチュアにしか見えない。

「きゃあぁぁぁぁ！　落ちてますよぉぉぉぉ！」

「パパぁ！　なにやってるのさぁぁぁぁ！」

　アムとミズチの絶ぜつ叫きようも響き渡わたる。

「はぇ？　うるさ……え？」

　そんな二人の声で目が覚めたポーラも突然の落下状態に気が付き、また「ふぅ……」といって気を失う。

「君たち、ここまで空飛んでやってきたじゃないか」

　そりゃあいきなり空に出て、俺も驚おどろきはしたけどさ。

「それと、これとは！」

「話が違うよぉぉぉぉ！」

　アムとミズチはポーラを間に抱きしめたまま、泣き叫さけぶ。

「いかな私とて、この高さからの落下は死ぬぅぅぅ！」

　ゼイエガも顔を真っ青にしている。

「やれやれ……忘れてないか。俺は、飛べるぞ？」

　ゼイエガは仕方ないとして、アムたちはそこまで慌あわてなくてもいいじゃないか。

　落下していく俺たちであったが、すぐさま柔やわらかな感触の上に着地する。

　ふわふわとした布地の肌はだ触ざわり。そう、折り紙忍法ならぬハンカチ忍法によって作り出し、巨大化させた布の紙ヒコーキが俺たちを受け止めていた。

　当たり前だが、鶴つるなんて折っている暇はなかったからな。

　紙ヒコーキはグライダーの要領で滑かつ空くうしつつある。

「さて、全員いるな？」

　俺は唖あ然ぜんとしている仲間たちと、ゼイエガ、そして銀狐を確かく認にんすると紙ヒコーキを操作して、街の上空を旋せん回かいする。

　恐らく、眼下に広がるのは俺たちが向かおうとしていたガラ・レカァの街だと思われる。

「さて、この付近に降りる場所は……」

「わ、私の屋や敷しきの庭に降りなさい。無む駄だに広いのでな……」

　ゼイエガは空飛ぶ紙ヒコーキがいまだに信じられないのか、恐るおそる確認しながら、真下を眺ながめ、ある一点を指さす。

　その地点には豪ごう邸ていと、それすら小さく見える敷しき地ちを発見する。

「なら、そうさせてもらおうか」

　とにかく、これで一いつ旦たん落ち着けるはずだ。

　俺だってダンジョンでの一件はそれなりに焦っていたんだ。俺が無事でも、アムたちがそうであるという保証はなかった。現に彼女たちは行動不能だった。

　それに、あの得体のしれないダンジョンに挑いどむには準備もいるだろう。

　情報も少ないし、こちらの予想をはるかに超こえている。

（それに、あの狭せまい場所では下手に大威い力りよくの忍法は使えん。それこそ、仲間を巻き込む。山を崩くずすにしても、それで解決するわけじゃない）

　残党メンバーらしき連中は発見できたが、あれでは既すでにくたばっているようなものだ。それにイーゲルの死体も発見できてない。十中八九、あのダンジョンにあるのだろうが、果たしてあそこが何なのか、どうして残党たちは無残なことになったのか。

　そもそもイーゲルの死体で何をするのか。

　考えれば考えるだけ、頭が痛くなってくるよ、まったく。

「それに……銀狐かぁ」

　思わず一いつ緒しよに連れてきてしまった。操あやつられていたのもあったし、何となく放ほうっておくわけにもいかないと思ったのだ。さすがに、あの場面で見捨てるのは後味が悪い。こいつも被ひ害がい者しやなのだし。

「あそこで何が起こっているのか、こいつから聞けたらいいんだが……」

　動物との意思疎そ通つうを可能とする忍法もあるにはあるが、会話ができるかというとそうではない。一方的にこちらから指示を与あたえる程度のものだ。

　となると、ミズチに頼たのんでみるか。大魔ま獣じゆうだし、もしかしたら会話が成立するかもしれないし。

　そんなことを考えていると、いつしか俺のそばで光が溢あふれていた。

「ん？　なんだか、デジャヴュ……」

　つい数週間前、これと似たような出来事があったような。というか、これミズチが龍りゆうの幼体から女の子に変身した時と同じ……などと思っていると、案の定、銀狐の体が白銀に輝かがやき、ぱぁっと雪の花を咲さかせるように光が弾はじける。

　そして、光の中から現れたのは……。

「……女の子。狐きつね耳みみの」

　長く煌きらめく銀ぎん髪ぱつ、透すき通るような白い肌、それにふわふわな毛皮の狐の耳を持った……全ぜん裸らの女の子が俺の腕の中に現れたのであった。
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「紅茶のおかわりはいかがでしょうか？」

「あ、すみません……」

　本物のメイドさんに紅茶を注つがれるなんて、滅めつ多たにできない体験だ。

　そのメイドさんが可愛かわいらしい声に反してシュルシュルと長い舌をちらつかせるリザードマン（メス）じゃなければ俺はもっと別の意味でドギマギしていただろう。

「ケーキもご用意できますが？」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです……」

　ここはゼイエガの屋敷、その応接間だ。紙ヒコーキで屋敷の庭に降り立った俺たちを、ゼイエガの使用人たちが驚いた顔で出で迎むかえたのだが、さすがはプロというべきか、主あるじの帰館がわかるとすぐさま行動を始めていたようで、俺たちが屋敷の中に案内された時にはすでにお茶の用意が整っていた。

　それだけでなく、戦せん闘とう帰りということもあってか、客人の俺たちにはシャワールームの使用許可まで出ていた。この屋敷には来客用の浴室もあるらしく、男女に分かれている贅ぜい沢たく品ひん。

　というかさらっとシャワーがあることに驚きだ。構造はよくわからんが、特注品のマジックアイテムらしい。シャワーというよりは放水ホースのようなもので、勢いの調整はできないのだが、お湯は十分に出てくるのでむしろ快適だった。

　俺はさっさと汗あせと汚よごれを洗い流すだけだったのだが、女の子たちはまだ出てきていないようで、応接間にいるのは俺だけだ。ゼイエガも一旦、着き替かえてくると言い離はなれて行き、あの銀狐……だったはずの少女は毛布をかぶせられ、他ほかのリザードメイド数人に連れて行かれた。

　今俺たちの対応をしてくれているメイドさん曰いわく、女性の使用人たちで看病をしているとのこと。この屋敷には治ち癒ゆ師しもいるので、すぐに元気になるだろうとも言ってくれた。

　そこにはひとまず安心する。

「あ、キドー様。先にあがっていらっしゃったのですね」

　しばらく待っているとアムたちが応接室にやってくる。

「わー！　見て見て、キラキラー！」

　駆かけ寄ってくるミズチはなぜか水色のドレスを着ていた。ドレスと言ってもフリルのついた子ども用だ。

　それは彼女だけでない。アム、ポーラも普ふ段だん着ぎではなく、ドレス姿なのだ。

「お待たせしましたぁ。申し訳ありません、ドレスなんて着たことがなくて……ちょっと手間取ってしまいましたぁ」

　ポーラはうっすらと黄色がかったタイプで、多少胸を強調するというかゆったりとした形のものだった。

　普段は全身を修道着ですっぽりと覆い隠かくすような姿をしている印象が強いポーラのためか、ドレス姿は結構印象が変わる。

「うふふ、どうです？　似合いますかぁ？」

　意外にもポーラはドレスが着られて嬉うれしいのか、くるくると回っては俺にドレスを見せびらかすようにしてくる。

　なんというか、普通の女の子らしいこともできるのだなと俺は感心する。いや、ポーラは充じゆう分ぶん女の子らしいのだけど、ちょっと方向性がどピンクというか、突つき抜ぬけているというか。

「後ろが結べなくて大変でしたけど、アムさんが手伝ってくれて助かりました」

「ドレスもアムが選んでくれたんだよ！」

　ポーラとミズチはお互たがいに向き合い、「ねー」と言いながら微笑ほほえむ。

　アムはちょっと照れくさそうにしていた。

「あはは……実家にいたころはしょっちゅう着せられてましたから」

　そういうアムはやはりというか赤い色のドレスだ。こちらはかなりスタンダードなタイプでスマートな印象を受ける。

　それと、一応お嬢じよう様さまだったらしいアムは、なんというか着こなしている感じだ。ミズチやポーラがドレスに浮うかれているというのもあるだろうが、アムは自然体でいるのも大きい。

「さすがと言いますか、意外と言いますか。ゼイエガさん、沢たく山さんの衣い装しようをお持ちで驚きました。これ、全すべて来客の着替え用なんですよ？」

　そりゃ、すごい。素人しろうとの俺が見ても彼女たちのドレスはどれも高そうなものばかりだと思っていたが。

　この街は金持ちが多いとは聞いていたし、屋敷を見ればゼイエガもそうなのはわかるのだが、どうにもその規模は俺が思う以上のものなのかもしれない。

　空から見たときの屋敷の土地はかなりのものだったし。

「キドー様は、いつもの服装なんですね」

「これ以外だと落ち着かないんだよ……」

　一応、俺にもスーツを何着か用意してくれていたのだが、忍にん者じやになってからというもの、この忍しのび装しよう束ぞく姿でないと妙みようにソワソワしてしまう。

　間ま違ちがいない。これは絶対に女め神がみのせいだ。あのなんちゃってにわか女神め……そういえばここ最近、彼女の姿は見てないな。てっきり、定期的にやってくるものだと思っていたが、そうでもないのか。

「お客様、こちらへ」

　それはさておいて、メイドさんがアムの椅い子すを用意してくれていた。

　三人が座ると、メイドさんはタイミングよく、彼女たちの下もとによってお辞じ儀ぎをしてから、紅茶のセットを持ってくる。

「はい、どうも」

「紅茶はお飲みになられますでしょうか」

「ありがとう。三つ、よろしいですか？」

「はい。ケーキはどうなさいますか」

「いただきます」

　アムの受け答えは普段の冒ぼう険けん者しやとしての彼女とはどこか違う姿を見せてくれる。お嬢様だった時の経験というか慣れなのだろう。メイドたち使用人の扱あつかいを心得ている感じだ。

　それなりに一緒に生活しているが、アムにしろポーラにしろ意外な一面というのが見られて、俺は結構嬉しいところがある。

「ケーキ！　いっぱい食べてもいいかな！」

「ダメ。お菓か子しばかりは許しません」

　その点、ミズチはまだまだ子どもだな。むしろそれが正しいのだろうけど。

　さて、そんなこんなをしていると、応接間にゼイエガがやってくる。胸むな元もとを少しだけ開けた白のワイシャツ姿というラフな格好だが、だらしなさは感じられない。そこから見える彼の胸板はかなりがっちりとしていた。

「や、すまない。待たせたね」

「いや、お邪じや魔まをしているのはこちらですので」

「そういってもらえると助かるな。我が屋敷のもてなしはいかがかな。あいにく、予定していたものではないので、今はこの程度なのだが」

「いえいえ充分でございます。このような素す敵てきなお召めし物ものに加えて、シャワーまで貸していただけるだなんて」

　アムはゆったりと立ち上がり、ドレスのスカートをちょっとだけ摘つまんでお辞儀をする。

「夕食は期待して欲しい。シェフにも伝えてあるのでね。さて、それも良いが、さっそく本題に入りたいのだが、どうかね？」

「本題というと、ダンジョンのことか？」

　俺の質問に、ゼイエガは無言のまま頷うなずいた。

「あのダンジョンは私が思っていた以上に危険だと判断した。それゆえに、先ほど、ギルドの方に使者を送り、件くだんのことについての報告をしておいた。ギルド上層部としてもあのダンジョンを放置することはないはずだ。兵でもなんでも送り込むぐらいはするだろう」

「とすると、ギルドマスターに直接か？」

「そうなる。本来であれば、直接出向くのが筋ではあるが、諸君らのこともある。疲つかれているだろう？　今すぐにというのはな。それに、あの少女のこともある……」

　狐少女のことか。

　彼女のことを話題に出したゼイエガは突とつ然ぜん、頭を抱かかえて唸うなりだす。

「あぁ、しかし、事故とはいえ私はなんということを……見知らぬ少女の裸はだかを見てしまうとは、紳しん士しにあるまじき愚ぐ行こう！　あぁ、彼女が目を覚ましたらなんとお詫わびするべきか！」

　なんというか、彼はものすごく律りち儀ぎなんだろうな……。

　俺はもうあれは仕方ないみたいな感じでいたのだけど。

「まぁまぁ、あれは事故。俺もまさかああなるとは思っていなかった。彼女のことも気になるが、こちらのギルドマスターには俺たちも報告したいことがある。ハーバリーのギルドマスターからは話しが通っているとは思うのだが……」

　ダンジョンのこともそうだが、残党のこと、イーゲルの死体のこともそれなりに本当のことを報告しないといけないしな。それに、一度、会っておきたい。

「む、そうなのか？　ふむ、そうなると夕食前に一度、ギルドに出向くか」

「そうしてもらえるとありがたい」

「あい分かった。段取りはこちらで付けよう。私も、早めに顔を出すべきだとは思っていたのでね……」

　ふとその時、ゼイエガが小さな笑えみを浮かべていたことに俺は気が付いた。安心したというよりは何かを楽しみにしているような笑顔だ。

　なぜ彼がそんな顔をするのかはわからない。

「まぁ、とにかく今は休んでおきなさい。庭を散歩するのも良いだろう。我が庭園は評判が良いぞ」

「へぇ、それは楽しみ……」

「失礼します、旦だん那な様」

　ノックと共に馬の頭を持った獣じゆう人じんの執しつ事じが現れる。

　というかこの屋や敷しき、よく見ると使用人の殆ほとんどが獣人だ。何か理由でもあるのだろうか。

　それはさておき、馬の執事はゼイエガの下へとやってくると何やら耳打ちをして報告を始める。

　それを聞いたゼイエガは彼を下がらせた後、俺たちに振ふり向き言った。

「どうやら、彼女が目を覚ましたようだ」

「……話せる状態なのか？」

「今メイドたちが世話をしている。落ち着いているようだが、相当に警けい戒かいされているようでな……」

　まぁメイドとはいえ見ず知らずだろうしな。

「会えるか？　多分だが、俺なら彼女の警戒も解けるんじゃないかと思うのだが」

　偶ぐう然ぜんとはいえ、二回も彼女を助けたことになる。

　それに彼女からは色々と聞きたいことがある。

　これはゼイエガにとっても同じことが言えるはずだ。今は情報が欲ほしい。

「そうだな。では、頼たのめるかな？」
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「ですけど、本当に大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

　件の狐きつね少女が待つという部屋へ向かう途と中ちゆう、アムがそんなことを聞いてきた。

「キドー様は、彼女が操あやつられていたと仰おつしやっていましたが……」

　俺は二度、あの狐少女もとい銀ぎん狐ぎつねを目もく撃げきし、接せつ触しよくを果たしているから、彼女が悪党とは思えないというのもあるが、アムにしてみれば自分たちを襲おそってきた恐おそるべきモンスターという認にん識しきは払ふつ拭しよくしきれないのだろう。

　それに、アムは一度、凶きよう悪あくなモンスターに掴つかまり、生いけ贄にえにされかけた経けい緯いがある。中々にあれはトラウマになる事件だろうし、彼女らしくない警戒もそれが原因でもあるだろう。

「俺たちに害なす存在なら今いま頃ごろ、ここで暴れているだろうさ。彼女の氷結魔法の威い力りよくは、俺たちは身をもって体験しただろう？」

　狭せまい洞どう窟くつとは言え一いつ瞬しゆんで周囲を凍とう結けつさせ、さらには人体すらも生きたまま凍こおり付かせる。操られていたとはいえ、それだけのことができるのだ。もし俺たちに危害を加える気ならば、今頃この屋敷は氷河期を迎むかえている。

「それに、念のためにこうしてみんながいる」

　やたらと広い屋敷の廊ろう下かには俺たち全員がいた。

「まぁ、病人？に大勢で押し掛かけるのもあれだし、警戒している相手だから入るのは俺と、一応ミズチだけだが……」

　ここでミズチを連れて行くのは二つの理由がある。

　ミズチは一応子どもだ。子連れの方が警けい戒かい心しんを抱いだかれにくいという浅い考え。もう一つは彼女の大魔獣としての本能だ。先の洞窟ダンジョンにおいてもミズチの野性的な勘かんは間違いなく発揮されていた。

　鋭えい敏びんすぎるせいでかなりあてられていたのだが。

「何かあればすぐに駆かけ付けますので」

　同じようにポーラも心配そうにこちらを見つめている。

「私としては屋敷が氷こおり漬づけにならないのなら、ひとまずはそれで良いのだが……」

「それは俺だって嫌いやだよ、ゼイエガ。ま、とにかく任せて欲しい。もしもの場合はこっちで対処する」

　そうこう話すうちに、部屋の前までやってきた。

　扉とびらの前には数人のリザードメイドが立っていた。

　彼女たちは俺たちの姿を認めると、ぺこりとお辞儀をして、次いで扉をノックする。すると数秒後、「どうぞ」という声が聞こえてくる。

「頼むぞ、ミズチ」

「はぁい！」

　俺はミズチと手を繋つなぎながら、部屋へと入っていく。

「こちらです」

　部屋に入ってすぐのところに、もう一人リザードメイドが椅子に座っていた。声から察するに先ほどの返事は彼女のものだろう。

　メイドは立ち上がり、お辞儀をするだけだった。

　中はアンティークな調度品の数々が絶ぜつ妙みような配置で飾かざり付けられており、部屋の奥にはキングサイズというのだろうか、かなり巨きよ大だいなベッドが設置されている。

　その上で薄うすい毛布を膝ひざに掛けた銀ぎん髪ぱつ狐耳の少女が上半身だけを起こしてこちらを見ていた。

　彼女は結構な薄着で、ノースリーブでレース状の透すけたような衣い装しようを身にまとっていた。

「……やぁ」

　時期的にはちょっと肌はだ寒ざむい感じのする衣装に思わず首を傾かしげそうになるが、まずは挨あい拶さつ。

「初めましてではないと思うが、名を名乗っていなかったと思う。俺は城戸音羽。忍にん者じやをしている。見てくれは怪あやしいかもしれないが、これはれっきとした装束だ。気にしないで欲しい。そしてこの子は……」

「ミズチでーす！」

　ミズチは大きな声で、少々大げさなぐらいのお辞じ儀ぎをする。

　元気よく挨拶ができて偉えらいぞミズチ。

「きど、おとわ……みずち」

　どことなく眠ねむたげな視線を向けてくる狐少女。彼女はぽつりと俺たちの名前を繰くり返す。

　ゼイエガは警戒していると言っていたが、今の時点だとそういうのは感じないな。

「あなたは、覚えているわ。きどおとわ」

　彼女は俺の方を注視して、また呟つぶやくように言った。

「そう、私、また助けられたのね」

　少女はほんの少しだけ笑った。それは注視してなければわからないぐらいの、小さな変化だった。

「そうなるかな？」

　こうして言葉を交かわしてみると、狐の時の印象とは少し違ちがうな。あっちの時はどことなく凜り々りしい感じを受けたが、今は柔にゆう和わというか若じやつ干かん間延びしたような感じだ。
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　おっとりしているというわけでもないし、無感情というわけでもないようだが。

「二度、助けられた」

「そうだな？」

「感謝を。では」

　少女はぺこりと頭を下げたかと思うと、ベッドから降りて窓を大きくあけ放ち、そして……ぐいっと身を乗り出す。

「ごきげんよう、また会う日まで」

「待て待て待て！　何、窓から出ようとしてるんだ！」

　あまりにも自然な動きだったせいで、俺は空気の入れ替かえでもするのかと思ったのに、彼女はそのまま窓から飛び降りようとしていたのだ。

　さすがにこれにはメイドさんも慌あわてていた。

　なんとか少女の腕うでを掴むことができたのだが、その腕はひんやりとしていた。それ以上に、彼女の腕には裂れつ傷しようの跡あとがまだ残っていた。傷口はふさがっているのだが、かなり深い。これは、最初にあった時の傷だろう。

　いや、よく見ればそれだけじゃない。彼女の透き通るような肌には無数の細かな傷があった。特に、掌てのひらはボロボロだ。

「つめたっ！　いや、そうじゃなくて、どこ行くんだよ、傷だらけに、フラフラじゃないか！」

　窓に向かうまでの彼女の足取りは軽かろやかとはいえなかった。操られていたこの子と相あい対たいした俺だからわかる。彼女はかなりのダメージがある。それにあれだけの氷結魔法を連発していた。いかに彼女が膨ぼう大だいな魔ま力りよくを持っていたとしても連続での大おお技わざは負担がかかるはずだ。

「あなたもわかるはず。あの洞窟は、放置できない」

「お前、あそこで何が起きているのかわかるのか？」

「邪じや悪あくがよみがえる。なら、それを阻そ止ししなければならない。我が一族の使命」

「邪悪とはなんだ？　使命とはなんだ？」

「一族の怨おん敵てき。奈な落らくの底よりもっと深い場所に眠るもの。死を振りまくもの。封ふう印いんが解かれるのも時間の問題だから、私はいかなければならない。氷が解けるまで、余よ裕ゆうがないから」

　これはいかん。こっちの話を聞いているようで聞いてない。というか、細い体のどこにそんな力があるのか、少女は俺やリザードメイドと拮きつ抗こうしていた。

「どうしました！」

　そうこうしていると騒さわぎに気が付いたアムたちがやってきた。

「見ての通りだよ！　手伝ってくれ！」

「うわわ、はい！」

　アムたちの加勢を確認した少女は、一瞬だけ目を鋭するどく細めた。その瞬間、冷気のようなものが周囲に漂ただよい始める。

　彼女は魔法を使おうとしていた。それだけではなく、彼女の顔が人間のそれから狐との中間のようなものに変へん貌ぼうしかけていた。鼻筋が伸のび、牙きばも鋭く、たれ目がちな目つきは獣けものの如ごとく研とぎ澄すまされようとしていたのだ。

　だが……。

「うぐ……！」

　小さな悲鳴を漏もらして、少女は獣人のような姿のまま倒たおれた。

「言わんこっちゃない！　外から見てもわかる、その傷で動き回ろうだなんて考えるな」

「そうは、いかない……」

「まぁ、まて少女よ」

　なおも起き上がろうとする少女に対して、ゼイエガが語り掛けた。

「あのダンジョンの危険性はこちらも重々承知している。それに、この地域一帯は我らの街の管かん轄かつにある。私たちにも事情を知る権利がある。違うかね。私はこの街のギルドマスターとも面識があるし、既すでに情報も報告済みだ。君一人で乗り込むよりは、安全を保障するがね」

「……この街からはエフィモヴィの臭においが、かすかにする。あの男が存在する以上、他人を信用することは難しい」

「誰だれだ、そのエフィモヴィという奴やつは」

「……あの男は姿を変える」

　俺の質問に対して、少女は獣じゆう人じん姿のままゼイエガを睨にらんだ。

　みなの視線が彼に集まるが、当のゼイエガはきょとんとしていて、何のことだかといった具合だ。

「……え、私か？　自じ慢まんではないが私は魔法の才能は皆かい無むだぞ！　ファイヤーボールすら出せんからな！　それゆえに鍛きたえ上げた肉体こそが、我が武器！」

「いや、彼女の言ってることはそういうことじゃないと思うが……」

　エフィモヴィとやらが何なのかはわからんが、お互たがいの情報に齟そ齬ごがありすぎて会話がかみ合ってない感じだ。

「なぁ、エフィモヴィってなんだ。君がそこまで警けい戒かいを見せるということは相当に危険なものなのだろうが、俺たちはそれが何なのか全くわからない。それにだ、このゼイエガは、俺たちも出会って数時間だが、悪党には見えない。殺されかけてたし」

　それでも少女の目は鋭い。

「なら、証しよう拠こ……奴には、私の負わせた傷があるはず。深い。すぐには治らない傷。背中にあるはず。たとえ肉体を変質させても、その傷は残る。そういうものをつけた」

「よかろう！」

　ゼイエガは誰に言われずとも、唐とう突とつに上着を脱ぬぎ捨てた。無む駄だなく鍛え上げられ、引き締しまった美しい上半身が露あらわになる。

「さぁ、くまなく見るがいい！　我が肉体、なんら恥はずべき場所などない！　先ほども最高級の石せつ鹸けんでくまなく洗せん浄じようしたからな！」

「馬ば鹿か！　いきなり脱ぐな！」

　無礼を承知で、しかし俺は思わずゼイエガの後頭部を叩はたく。

　いきなりの奇き行こうに、少女もアムたちも目を丸くしている。メイドさんだけは無反応だったが。

「申し訳ありません。旦だん那な様は、たまにこうなるので」

　とだけ付け加えた。

「たまに」

「たまに。いえ、よくなります」

「……大変ですね」

「いえ」

　って、なんか微び妙みような空気が流れているが、上半身を露わにし、なぜか変なポーズをしながら背中を見せつけるゼイエガ。彼の背中には傷の一つもない。魔法などで隠かくしているというわけでもないようだ。

「どうだ？　この大理石もかくやと言わんばかりの肉体美」

「確かに……傷はないようですね」

　若干困こん惑わく気味ではあるが、ゼイエガに傷がないことを確かく認にんした少女は、ほんの少しだけ警戒を解いたようだ。

「なぁ、そろそろ話を聞かせてくれないか。それに、俺はまだ君の名前を聞いていない。これじゃ会話が難しいだろう？」

「あぁ……そういえば」

　そこに至り、彼女は頷うなずき、佇まいを整え、立ち上がる。

　ぐにゃりと全身が人間の姿に戻もどっていく。

「私の名は、レィーサ。白銀の森が一族。その最後の一人。あなたがたの言葉ならば、銀ぎん狐ぎつねの一族と、言えばわかるはず」

　淡たん々たんと答える少女レィーサ。やはり、サリーの言う通りこの子は。

「白銀の森の一族って、まさか二百年前に忽こつ然ぜんと姿を消した？」

　レィーサの名乗りにポーラが問いかける。

　するとレィーサは頷き、答えた。

「左様です。我が一族は、私を残し、滅ほろぼされました」

「滅ぼされた？」

「邪悪なる魔族の手により、邪神への生いけ贄にえとして、滅ぼされたのです」

　淡々と語るレィーサであったが、無感情すぎるその声こわ音ねはあえて感情を排除しているようにも見えた。

　しかし、邪神か。魔王の次は邪神とは、この異世界、結構おっかないぞ。

「待て待て、邪神だと？　それはあれかね、伝説などで聞く、その邪神か？」

　レィーサの発言は突とつ拍ぴよう子しもないことだったのか、ゼイエガが戸と惑まどい気味に聞いた。

「そう、としか言えない」

「いや、それは、うーむ……だが、あのダンジョンで感じた猛もう烈れつに嫌いやな予感は……うぅむ」

「ゼイエガ、何か気になることでも？」

「う、うむ。あのダンジョンに何かとてつもなくまずいものがいるのはわかる。わかるのだが、邪神と言われるとなぁ……伝説は、伝説にすぎぬ。いかなる邪神がいるのかは知らんが……レィーサと言ったか。邪神というのは、そう呼び恐おそれられたモンスターとかではないのかね」

「いいえ」

　即そく答とうだった。

「あーうむ……うむ！　あいわかった、とにかくその邪神とやらがいるのだな。それを復活させようとする輩やからがいるのだな。ならば、私も阻止に協力する。この街はふるさと。好きにはさせんさ。その、エフィモヴィとかいう奴のことも放ほうってはおけん」

　ゼイエガはぱちんと両手を叩き全すべてを吞のみ込んだのだろう。

「やはり、ここは一度、ギルドマスターに直じかに報告するべきだろう。その方が、そちらにとっても都合が良いのだな？」

　ゼイエガは俺の方を見て言った。

「あぁ。どうやらこの問題、俺たちが思ってる以上に根深いようだ」

　あの時ダンジョンで感じた気味の悪さは放置しては不味まずい。これは俺たち全員の共通認識のはずだ。ギルドの協力が受けられるならその方がいい。

「待って欲しい」

　そんなやる気に待ったをかけるのはレィーサだ。

「その、ギルドマスターとやらは信用できる？」

「ま、またその話かね？」

　話題が振ふりだしに戻ったせいか、ゼイエガは小さなため息をついた。

「ここガラ・レカァを治めるのは歴戦の勇士であるウォルフという方だ。古くからこの街を拠きよ点てんに活かつ躍やくしていた方であり、国からも勲くん章しようを頂いている。住民からも信しん頼らいをされているとも」

「そう」

　熱く語るゼイエガに対してレィーサはこんな感じなのだ。

「何をそんなに警戒しているんだい？」

　少々、この態度はかたくなすぎる。

　俺も疑問に思えてきた。

「さっきも言った。エフィモヴィは姿を変える。時に青年、時に老人、時に幼い子ども……女性にだって姿を変えられる」

「魔法か？」

「そう。その本当の姿は私も知らない。私が知るエフィモヴィは長い髭ひげを持った老人。あの男は、数多あまたの姿を使い分け、多くの国を滅ぼしてきた」

「でも、そんな人がいるなら、もう少し有名になるのでは？」

　レィーサの発言にアムが首を傾かしげた。

　確かに、姿を使い分けるとはいえ、国を滅ぼすほどなら何か言い伝えぐらいはあるはずだ」

「奴は二百年前に我が一族を滅ぼして以降、表立った動きをしていない」

「なぁ、話の腰を折るが、二百年前ってさらっと言ってるが、レィーサ。君はもしかして……」

「あなたの考えている通り。私は現在二百八年生きている」

「長命種であったか……」

　ゼイエガがそう呟つぶやくが、それ以上の驚おどろきはなかった。

　この世界においては数百年は余よ裕ゆうで生きる種族がいる。サリーなんかもそうだ。

　こういった関係もあってか、見た目以上に長生きでも大して驚かれないらしい。

「レィーサさんは、二百年ものあいだ、ずっと仇かたきを追いかけていたのですか？」

「……そうなる」

「二百年前と言えば、戦国時代ですね。色んな国が興おこっては滅んでいった波乱の時代。なるほど、エフィモヴィという人がそんな時代に暗あん躍やくしていたとなれば……」

「当時は、まだ有名な存在だった。でも今では国が滅びその存在を語るものはいなくなった。私は、人里から離はなれていたから」

「それで、そのエフィモヴィがこの街にいるのは、確かなのか？」

　俺の質問にレィーサは小さく頷いた。

「あの洞どう窟くつで、起こっていることは、かつて我が森で起きたことと同じ。そんなことをするのは、奴だけ。今は、私が、祭さい壇だんを凍こおらせ、封ふう印いんを施ほどこした。でも……」

「君が俺たちを襲おそってきたのは、そういうことか」

　恐らくレィーサはその封印を施した時に隙すきを突つかれたのだろう。

　レィーサは一いつ瞬しゆんだけ表情を陰かげらせ、視線をそらした。申し訳ないという感情もあるのだろうか、彼女はためらいがちに頷く。

「迂う闊かつだった。邪じや神しん復活を阻そ止しすることに意識を向けすぎた」

「それほどまでに、君の言う邪神というのは恐ろしいものということだろう。そして、エフィモヴィとかいう奴も……」

「失礼します」

　ふと、その時、ノックと共に馬顔の執しつ事じがやってきた。

「旦だん那な様、ギルドよりグレゴリー様がお見えです」

「グレゴリー殿どのが？　わかった、客間へ通せ」

「グレゴリー？」

「ギルドマスターの秘書官殿だ。ここ最近、頭角をめきめきと上げてきたやり手だ。恐らく、私の使者の報告を聞いて、参ったのだろう。ちょうどいい、君たちも来なさい。紹しよう介かいしておこう。レィーサ殿と言ったか、君は……まだ休んでいた方がいいな」

「いえ、説明をするならば、私もいた方がいい。こうなれば、何を利用してでも、邪神復活を阻止する」

「そうか。では、来なさい」

　ゼイエガはそう言いながら部屋を後にする。

　俺たちも、それに続くのであった。
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　客間にてメイドから紅茶を受け取っていたのは、白はく髪はつの青年だった。オールバック、質の良いスーツ、自信に満ちた落ち着きのある振る舞まい。いかにもエリートでございますといった空気を身に纏まとっている。

　彼は俺たちがやってきたことに気が付くと、ティーカップを置いて、立ち上がり一礼する。

「お邪じや魔ましています、ゼイエガ殿。して、そちらの方々は？」

「あぁ、グレゴリー殿。彼らは色々と縁えんがあり、客人として招いてる者たちだ」

「城戸音羽と申します。みなからはキドーと呼ばれています」

「これはどうも、ご丁てい寧ねいに。私はグレゴリー・ギブソン。この街でギルドマスター様の補ほ佐さをしています」

　グレゴリーは軽く握あく手しゆを交かわすと、再びゼイエガへと視線を向けた。

「貴き殿でんの報告は承うけたまわっています。ウォルフ様も、事態を重く見ておられます」

「やはりそうなりましたか。賢けん明めいなウォルフ殿のこと、必ずや動いてくれると思っていた」

「つきましては、この度たびのこと、詳くわしく話を聞きたいとのこと。ギルドへとご足労をかけることになりますが」

「うむ。実は我らも、参ろうと話していたところだ。少々、この件で厄やつ介かいなこともわかりましてな」

「なるほど、お話も早い。ならば、私もその旨むねをお伝えします。あぁ、それと……」

　グレゴリーは先ほどからちらちらと俺の背後へと視線を向けていた。そこにいるのはアムたちなのだが。

「あの、そちらの銀ぎん髪ぱつのお嬢じようさんですが、何か、ございましたか？」

　銀髪ということは、レィーサだ。

　彼女は何とも冷たい視線を向けていた。

「いえ。元来、こういう目ですので」

「そ、そうですか……それは、失礼を」

　グレゴリーも困こん惑わく気味だ。

　レィーサのその目は明らかな警けい戒かいを向けたものだ。やれやれというか、彼女の警戒心の塊かたまりのような性格は結構困ったものかもしれない。

「で、では。私はこれで」

　元々それを伝えるためだけに来たのか、グレゴリーはそそくさと屋や敷しきを後にするのであった。

「レィーサ殿、会うもの全てに警戒を向けるおつもりか？」

　さすがにこれにはゼイエガも眉まゆをひそめていた。

　確かにレィーサの態度は結構失礼だ。理由が理由なだけに、敏びん感かんになっているのもわからない話ではないが。

「あの男からも、エフィモヴィの臭においがする。かなり、濃こい」

「臭いねぇ……私にはとんとわからない話だが……彼は違ちがうと思うぞ。彼は確かにここ数か月の間に参ったものだが、本国の名家のご子息だ。仮にそうだったとしても、その邪神復活とやらをするのなら、もっと早くに行っているはずだろうからな」

「あなたは、何もわかっていない。臭いとは、体たい臭しゆうのことじゃない。魔法を使った後に残る、魔ま力りよく香こう……これは、私たちみたいなのじゃないと、わからない」

「なに？」

「おい、やめないか」

　突とつ然ぜんの険悪な空気に俺はうんざりしていた。

　さすがに、これはレィーサが悪い。彼女は、表情に出さないだけで、かなり焦あせっているのかもしれない。それに、話を聞く限り、一族の仇とも言っている。気がはやるのを抑おさえられないのかもしれないが……。

「えぇと、ね。えぇと、ね！」

　そんな空気を感じ取ったのか、さっきまで大人しくしていたミズチが手を挙げる。

「ミズチね、ゼイエガもさっきの人も、大だい丈じよう夫ぶだと思うよ？　だって、普ふ通つうの人だもん」

　大魔ま獣じゆうとしての勘かんがそう言わせたのだろう。彼女としてもこの場を和なごませたいのだろうし。

「それにね、その臭いっていうの？　それ、多分この街全体にあるよ？」

「え？」

　ミズチの言葉に俺たち全員が驚く。

「どういうことだミズチ」

「うーんとね、えーとね……あの洞窟で感じた嫌いやな感じと同じようなものがね、この街全体に漂ただよってるんだよ。さっき、お空の上にいた時にわかったもん」

「なんだ、そりゃ……あぁ、そういうことか！」

「なにかわかったんですかキドー様」

「そのエフィモヴィって奴やつはレィーサの鼻の良さを知っているんだ。だから、この街に臭い……魔力香を振りまいたんだろう。魔力香っていうぐらいなんだ。魔法を使ったあとの痕こん跡せきみたいなもののはずだろうしな」

「いかなる小さな魔法でも、魔力を使う」

　レィーサは酷ひどく冷たい声こわ音ねだった。

「まして、祭壇を作り、儀ぎ式しきを整えていた……最初から、計算されていた？」

「君が森の中で襲われていたことを考えれば、奴はこの大陸に君がやってきたことを察知していたとみるべきだな」

「そんな……」

　レィーサは愕がく然ぜんとしている。

「すべて掌てのひらの上……」

「こりゃ、油断なんてできないな。この調子だと、わかりやすい証しよう拠こなんて残ってないぞ」

　確かに存在を感じるのに、姿が見えない。これほどまでに薄うす気き味み悪いものはないな。

　イーゲルのように自分を誇こ示じするような奴じゃない。それは正反対の敵か……。

（だが、こういう相手を倒たおしてこそ、忍にん者じやの株もあがるというもの。エフィモヴィか……相手にとって不足なしだな）
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　しかして、今は情報が少ない。既すでに敵はこの街にて暗躍しているとわかっているとはいえ、このガラ・レカァは広い。ハーバリーの数倍以上の都市で、顔もわからない相手を捜さがすのはいかな実力者とて難しいだろう。

　ひとまず俺たちはゼイエガの提案通り、この街のギルドへと顔を出すことにした。サリーの方からも口くち添ぞえがあるはずだし、イーゲルの残党についても一応の報告がある。

　ガラ・レカァの街は都会だ。そう、例えるならばテレビで見る古い外国の街並みそのものといったところか。石やレンガで構成された建造物や道路、各所には出店だけでなく大きなホテルもあり、往来の人々の数もハーバリーを軽く超こえている。

　我らがハーバリーギルドと全く同じ規模を持つレストランもあって、それですら中流クラスというのだから驚おどろきだ。

「こんな時でもなければ、ゆっくりと観光をしたいところなんだが」

　なんというか、この街は俺たち現代人が思い描えがく中世の街並みそのものだ。仮に、ここに大きな城でも建っていればＲＰＧゲームさながらといった光景が広がっているだろう。

　そして、この異世界の常識なのだろうか。多種族の姿も見られる。その中で意外と多く姿を見せるのが獣人たちなのだ。

　ハーバリーにも虎とらや鳥の頭をした連中はいたが、ゼイエガの屋や敷しき含ふくめてここは俺たちのようなヒューマノイドタイプ並みにいる。

「珍めずらしいかね？」

　ゼイエガの言葉に俺は頷うなずく。

「あぁ。正直、圧あつ倒とうされてる。あまり、獣人との付き合いはなかったからな……」

「なに、ここはかなり特とく殊しゆなところだ。ここはかつて炭鉱で栄えた街。その労働者として参加した多くは獣人だったというだけの話だ。なんせ力がある。この街を炭鉱の街として興おこしたのは人間だと聞いているが、その者は労働力の使い方を知っていたのだろうな。瞬またたく間に栄え、今はこうして上流階級の住む街だ」

　そのあたりはアムたちからも聞いた話だな。

　本当、仕事以外で訪おとずれたいものだ。

「ことが終われば色々と案内しよう。さて、見えてきたな。あれが、我が街のギルドだ」

　そうこうしているうちに、見えてきたのはガラ・レカァのギルド。外見から見ても、ハーバリーよりも巨きよ大だいで、広大な敷しき地ちがあり、無数の複合施し設せつが隣りん接せつしていた。

「宿しゆく泊はく施設、研究機関、武器の製造加工、それと冒ぼう険けん者しや以外のギルド支部も併へい設せつしている。主には貿易関係のものだな。いくつか商会もあるのでね、品ぞろえも良い。値段は相応だがね」

　一種のアミューズメント施設みたいなものだな。ハーバリーのギルドと比べると雲うん泥でいの差だ。あそこは田舎いなかだといっていたが、こうやって見比べると本当にそうなんだと認にん識しきさせられる。

　しばらく進むと、正面玄げん関かんに位置する門へとたどり着く。その前には雄お牛うしの頭に人の体、下半身は四よつ脚あしという、ケンタウロスのような門番が大きな斧おのをもって立っていた。

　かなりいかついが、ギルドカードを提示して、照会をすればすんなりと通してくれる。

　門を越こえたらいきなりギルド施設の内部というわけではなく、ちょっとした街並みが広がっている。殆ほとんどが観光客ではなく、冒険者用の店構えなのだが、繁はん盛じようの具合がハーバリーの比ではない。

　全く別の街にやってきたような雰ふん囲い気きだ。

「ここは一応、ガラ・レカァギルドという区画になる。ギルドの為ために街を拡張したのだ。冒険者などのギルド施設はむかって右側の建物にある。他ほかの商会ギルドなどもあるから、初心者はよく間違う。左側は店だ。武器もある。そして、あの中央奥にあるのが」

　ゼイエガが指さした先には白はく亜あの豪ごう邸ていが佇たたずんでいた。なんといえば良いか、お人形が住んでいるような可か憐れんな豪邸であり、乱雑としたギルドとは全く違う空気を感じる。

「あそこが、ギルドマスター・ウォルフ殿どのの住居だ」

　サリーもギルドマスターとして自室を持っているが、ありゃもう規模が違う。ギルドの中に家を建てるなんてこりゃ相当だぞ。

　ギルドマスターはギルドだけでなく担当する街の市長のような仕事もしていることが多い。ということはあの豪邸は市長宅ということにもなるな。

　俺たちは件くだんの豪邸へと進みゆく。近づくにつれて色いろ鮮あざやかな花を実らせた花か壇だんが見えてきて、いくつか彫ちよう刻こくと噴ふん水すいも見られる。

「おや？」

　ふと、豪邸の門の前で一匹ぴきの毛むくじゃらの白い大型犬を連れた人ひと影かげが見えた。後ろを向いているが、服装から察するに女性だろうか。結構小こ柄がら、まだ子どもだろうか。

　長い金きん髪ぱつとフリルのついたドレスのせいで全体像が把は握あくし辛づらいのだけど。

「オリガ殿！」

　それを見かけた瞬しゆん間かん、ゼイエガが駆かけ出してゆく。

　同時に相手の方もゼイエガの声に気が付いたのか、パッと振ふり向く。美しい金髪がさらさらとなびきながら、垣かい間ま見みえたその姿は美しく可憐な……。

「え？」

　可憐な……。

「あれって、もしかして……」

　可憐とはちょーっと言い難がたい、緑色の表皮に、肉厚の筋肉に覆おおわれた体。ずんぐりとした手足に、口からは小さく牙きばをのぞかせ、とがった両耳を持ったその姿はまさしく。

「ゴブリン？」

　金髪の、フリルドレスを着た、ゴブリンの少女がそこにいた。

「あぁ、ゼイエガ様！」

　しかも声はかなり可愛かわいらしい。両りよう腕うでを胸の前で合わせて、乙女おとめのようにときめいている。

「あぁ、美しきオリガ殿！」

　それでもってゼイエガはそんなゴブリン少女・オリガと熱く抱ほう擁ようを交かわすのであった。

　オリガが連れていた犬は「ばふ」と小さく鳴き声を出しながら、のそのそと二人の邪じや魔まにならない位置に移動して、大きなあくびをしながら寝ね転ころがる。

　夫ふう婦ふ喧げん嘩かは犬も食わぬというが、バカップルのいちゃつきも食べないようだ。

「あぁ、いけませんわゼイエガ殿。人が見ていますわ。それにこんなお日様が高い時に」

「なにを申されるオリガ殿。我らが愛、みなに見せつけてなにが問題であろうか」

　いや、結構、キツイです。

「ぜ、ゼイエガさん？　あの、そちらの方は……」

　色々と言いたいこと、聞きたいことはあるが、まずはこれだ。

「フフ、彼女はオリガ殿。ギルドマスター・ウォルフのご息女であらせられる。そして、我がフィアンセだ。今朝にも話しただろう、結けつ婚こんを考えていると」

　あぁ、そういえばそんなことを言っていたなぁ……え、まさかその相手って、この子なのか!?

「ゴブリン……だったのか？」

「あぁ、そうだが、それがどうかしたのかね」

　何を不思議がる？　みたいな顔を向けてくる。

「あ、いや、別にどうってわけじゃないんだけど、ちょっと意外だったかなぁって」

「うん？　意外とはなぜだ。私もゴブリンなのだが？」

『え？』

　俺たちはゼイエガの言葉に耳を疑った。

「ご、ゴブリン？　ゼイエガさんが？」

　アムはゼイエガの頭からつま先までを見直して、さらには目をこすって確認している。

「てっきり、エルフの方だと思っていたのですけどぉ……」

　ポーラもちょっと苦笑い。

「……あ、確かに。ゴブリンの臭におい」

　レィーサはクンクンと鼻を動かして一人納なつ得とくしている。

「そんなに変なの？」

　一方で、ミズチは逆に俺たちが驚いている理由がわかっていないらしい。恐おそらくそれはミズチがまだ世間知らずというのもあるのだろう。

　俺たちからすればゴブリンの見た目というものにはある程度の共通認識がある。

　それと照らし合わせると、ゼイエガの見た目はどう考えたってゴブリンじゃなくてエルフにしか見えないのだ。

「うーむ、初対面のものにはよくそう間ま違ちがえられるのだが、なぜだ？」

「ゼイエガ殿はお美しいお方ですから、仕方ありませんわ」

「フッ、オリガ殿の前ではすべての美は等しく地に落ちますとも」

「あら、やだ、お上手ですわ」

　なぜだろう。目の前でバカップルがいちゃついてるのに、羨うらやましいとか妬ねたましいとかそういう感情は一いつ切さい出てこない。もはや俺たちの常識を超えた何かが目の前で起こっている。

　ゼイエガとオリガはもう自分たちの世界に入り込んでいた。幻げん覚かくだろうか、二人の周囲にはありもしないバラの花びらが舞まい散っているように見える。

　だが、それも長くは続かない。

「何をしている」

　威い厳げんに包まれた重々しい言葉がいちゃつくバカップルの動きを止める。

　ぬっと姿を現したのは二メートルはゆうに超えるだろう大おお柄がらのゴブリンだ。全身筋肉なのに、びしっとスーツを着こなしている。モノクルをかけ、よく見ると口元にはびしっととがった黒ひげが整えられていた。

「あ、お父様……」

　オリガは粛しゆく々しゆくとゼイエガから離はなれて、連れていた犬を抱だきかかえる。

「う、ウォルフ殿。これは、失礼を」

　ゼイエガが頭を下げる。

　ウォルフ。彼は目の前のゴブリンをそう呼んだ。つまり、目の前のゴブリンこそが、この街のギルドマスターであるということだ。

「ふん、話は聞いている。そちらの、男たちもだ。サリーの知り合いだそうだが」

「お初にお目にかかります。私は……」

「よい。サリーから聞いている。全身黒ずくめのいかにも怪あやしい風ふう体ていの男が使者として参るとな」

　サリー……いやこの格好は身もふたもなく怪しいとは自覚してるけどさ。

「立ち話もなんだ。屋や敷しきに来るがいい。オリガ、ジョンソンを連れていけ。ここからは仕事の話だ」

「はい、お父様……」

　オリガはもこもこの大型犬を抱かかえて、俺たちに一礼すると庭の方へと駆けて行った。

　ウォルフは有う無むを言わさぬ雰囲気のまま、豪邸へと踵きびすを返すので、俺たちもそれについていくしかなかった。

　そのまま客間に案内されると、ウォルフは上座の椅い子すにどかりと座り、葉巻を手に取ったが、ミズチの姿を見て、胸ポケットにしまい込んでから、咳せきばらいをして語り始めた。

「ダンジョンの話は聞いている。随ずい分ぶんと、ややこしいことになっているようだな」

　そういいながら、ちらりとゼイエガを睨にらむ。

「はい、例の小山です」

「小規模な巣穴程度だと思っていたが、思ったよりも進行が速い。洞どう窟くつに盗とう賊ぞく崩くずれが入り込み隠かくれ家にすることはしょっちゅうあることだが、お前の報告を聞く限りではもはやそのレベルを超こえているな？」

　ウォルフは軽くこめかみを押さえていた。

「はい、非常に危険だと判断します」

　ゼイエガはこれまでにわかったことを包つつみ隠さず説明した。

　ダンジョンにいた巨木のようなモンスターやイーゲル残党の末路、レィーサが見たという祭さい壇だん、そしてエフィモヴィのことも……。

「ふーむ……エフィモヴィか」

　その部分だけは、ウォルフも引っかかっているようだった。

「若い頃ころに、聞いたことがあるような話だな。滅ほろびた国々で暗あん躍やくをしていたという男の話。しかし、しょせんは噂うわさよ」

　ウォルフはやれやれと首を横に振る。

　それを見て、レィーサが一瞬、髪かみの毛を逆立てるそぶりをみせたが、ウォルフは続けた。

「だが、お前たちが感じたという不快感のことだが、こちらの魔法使いも幾いく人にんか不調を訴うつたえたと聞く。つまり、あの山ではそれだけの瘴しよう気きがあふれ出したということだ。恐るべきことに、誰だれも気が付かない間にな。そして事実としてダンジョンは形成され、正体不明のモンスターが出ている以上、処理しなければならないことだけは事実だ」

　ウォルフとしても全すべてを納得したわけではないらしいが、ダンジョンへの対応は行う方針のようだ。

「敵が何であれ、この街の平へい穏おんを脅おびやかすのであれば、対処する。手始めにそのダンジョンを含ふくめた周囲一帯に軍を送り込む。イーゲルとかいう男のクーデターもあった。軍もそこまで腰こしは重たくなかろうよ。さて、そうなると諸君ら冒ぼう険けん者しやだが、一度この件からは手を引いてもらう。サリーの使いよ、貴様らの目的である残党は死んだのであれば、かかわりのないことになる。それに、そのエフィモヴィとやらが本当にいる場合、そ奴やつはテロリスト、国家の仕事である」

　本来、イーゲルのような反逆者に対応するのも軍隊の仕事だった。しかし、イーゲルの時は、奴の卑ひ劣れつな罠わなにかかり国境警備隊が壊かい滅めつ。ゆえに冒険者たちに一時的な戦力としての依い頼らい通知をしたのだ。

　今でも国境の警備に就ついている冒険者もいる。軍の再編はまだ完かん了りようしていないのだ。

　だが、ここガラ・レカァは本国とやらに近いこともあってか、ある程度の戦力が駐ちゆう留りゆうしているのである。

「作戦は明日あした早朝。そういうわけだ。下がってもいいぞ」

「待って。そうは、いかない」

　ウォルフは、話は終わったとばかりに立ち上がるが、それを止めるのはレィーサだ。

「奴は、エフィモヴィは甘くない。この動きを察知して、なにか仕し掛かける」

「軍には火か砲ほうを含め、魔法使いも多数所属している。みな、ミスリル合金の鎧よろいを支給されている。ドラゴン一匹ぴき程度なら、討とう伐ばつもできる装備だ」

「トカゲ如ごときと、一いつ緒しよにするな！」

「くどい。これはギルドマスターである私の決定だ」

「手て遅おくれに、なる！」

「そうならない為ために軍を動かすのだ。それにだ、イーゲルを討伐したか何か知らぬが、聞けば暗殺！　それは運が良かっただけの……」

「ちょっと、その言葉は聞き捨てなりませんよ！」

　売り言葉に買い言葉。ウォルフの漏もらした言葉にアムが立ち上がり抗こう議ぎを始めた。

「そうですわ！　あの軍勢を潜くぐり抜ぬけての暗殺が、どれほど困難なことだったか！」

　ポーラも同じく激情に駆かられてウォルフへと詰つめ寄ろうとする。

「おい、お前ら、落ち着け、俺は気になんて」

　と、彼女たちをなだめようとしたその時だった。

「ばふっ！　ばう、わう！」

　どんと扉とびらを開け放ちながらあの白い犬が入ってくる。犬はそのままウォルフの足元をくるくると回り始め、ねだるように鳴き声をあげる。

「げっへっへ！」

「ジョンソン！　オリガ、手た綱づなを握にぎれと！」

　ウォルフはなぜか顔を青くしながら、ジョンソンから飛び跳はねるようにして逃にげる。

　遅おくれて、オリガが部屋に入ってきて走り回るジョンソンを抱きかかえた。

「も、申し訳ありませんお父様！」

「全く……よいか、今回の件は先ほどの通りだ。それ以上は聞かん！」

　その勢いのまま、ウォルフは部屋を後にしていく。

「なんだ？　あの人、犬が苦手なのか？」

「うむ、幼い頃に手ひどくかまれたらしいのだ」

　ゼイエガは小声で、俺に耳打ちしてくれた。歴戦の勇士だと聞いていたが、なんだか可愛かわいい弱点もあるんだな。

「もう、ジョンソン。駄だ目めじゃない、お父様の邪じや魔まをしちゃ」

「げはっ！」

　舌を出しながら、ジョンソンはせき込むような声を出す。

「犬嫌ぎらいなのに、犬は寄っていくのか……こりゃ、難なん儀ぎだな」

「ほんとですねぇ……あ」

　意外な光景に苦く笑しよう気味だったアムはさっきまでの流れを思い出したのか、ぽかんと口をあけて茫ぼう然ぜんとしていた。

「まだ話は終わってないですよ！　あの人、失礼すぎます！」

「いいんだよ。暗殺は事実だし」

　思い出して、ウォルフを追いかけようとするアムの頭をくしゃくしゃと撫なでながら、落ち着かせる。

「アムもポーラも、怒おこってくれるのはいいが、別に俺は手て柄がらを見せびらかしたいわけじゃない」

「ですけど……」

「何事もほどほどだよ」

　そういいながら、俺は険悪な空気を見事ぶち壊こわしてくれたジョンソンをなでる。もこもこの白い毛は意外とごわついていた。

「いやぁ、それにしてもいいタイミングで入ってきたなぁ」

「ジョンソンはお父様が好きですから」

「へぇ……」

「あの、お父様のことなのですが……」

　オリガはしゅんとしている。

「お父様は、言葉は荒あらいのですが、悪い人じゃないのです。ただまじめすぎる方でして……」

「いや、大だい丈じよう夫ぶです。気にしていませんよ。ギルドマスターとはいえ中間管理職のようなもの。上や下の板いた挟ばさみは理解できますとも」

　あの人も、大変なのだろう。軍を動かすのはそう簡単じゃないはずだ。そのための準備などもあるだろうしな。

　それに言ってしまえば冒険者なんてのは言い方を変えれば傭よう兵へいだ。正規の兵士じゃない。イーゲルの時のような緊きん急きゆう事態でもない限り、公おおやけの仕事はきっちりと分けたいというのもあるのだろう。

「とにかく、俺たちは一いつ旦たん戻もどろうと思うが、ゼイエガはどうする？　というか、俺たちはあんたのところに世話になってる身だ。そっちの都合に付き合うが？」

「……もはやあとはウォルフ殿どのに任せるしかあるまい。戻ろう。では、オリガ殿……近々、また必ずお伺うかがいします。この件が終わりましたら、ウォルフ殿に、あなたとの結けつ婚こんを相談させていただきます」

「はい……」

　オリガは緑色の肌はだを赤く染めて、両りよう頬ほおに手を当てながら、いやんいやんと体を揺ゆさぶった。

　うーむ。セリフだけ聞いてるとものすごくメロドラマなんだけどなぁ……。
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　結局、その日の晩はゼイエガの屋敷で世話になった。

　もうなんというか、夕食が凄すごかった。この異世界にきて厚切りのステーキなんて初めて食べた気がする。基本的にうちは汁しる物もの、根菜類、時々魚という生活環かん境きようだ。ある意味健康的ではあるが、味気ないといえばそうなる。

　ゼイエガは客人をもてなす為ということもあってか、かなりのごちそうを用意してくれたというわけだ。

　ゼイエガ曰いわく『客人に満足を与あたえるのは礼れい儀ぎである』とのことらしい。そんなことを言うものだから、ミズチも遠えん慮りよせずにドカ食いを始めるし……それでもゼイエガは涼すずしい顔だったが、一体どんだけの金持ちなんだろう。

　というか、純じゆん粋すいに羨うらやましくなってきたわ。

　だが、逆に遠慮がちなのがレィーサだ。彼女としてはこうしてゆったりとしていることすら歯がゆい思いなのかもしれない。

　とはいえ、こうして俺たちと一緒にいる以上、飛び出すということはないようだが。

　そんなこんなで夕食を終えた俺たち。

　アムたちは「食べすぎましたぁ……」と言って、休んでいたのだが、メイドさんたちに風ふ呂ろの準備ができたといわれると、即そく座ざに向かっていった。

「レィーサさん、お風呂入ってないでしょう！　女の子なんですから！」

「え、いや、あの、私熱いのは」

　レィーサはやんわりと断っていたのだが、ほぼ無理やりアムたちに引きずられていく。

「オホホ、レィーサさんには色々と聞きたいこともありますからぁ。そう例えばキドーさんとどういう状じよう況きようで知り合ったのかとか」

　アムは右、ポーラは左をがっちりと抱かかえてレィーサを連れていく。

「だから、助けられただけと……」

「それを聞きたいんですよ！　ほら、行きましょ！」

　そんな姦かしましい少女たちを見送りながら、食堂に残ったのは俺とゼイエガだけだ。

「フフフ。元気な子たちだな？　一緒に住んでいるのだろう？」

「色々と、縁えんがあってね」

　本来ならアムもポーラも一人で暮らしていけるだけの力はある。それでも俺の家にいるのは彼女たちの意志であり、俺からそれをとやかくいうつもりはない。冒険者として、自分の食い扶ぶ持ちは家賃としてきちんと納めてくれるし、お互たがいなんだかんだ助け合って生きていると思う。

「縁か。それを考えれば我々の出会いもそうなのだろう。お前には命を助けられた」

　ゼイエガは改めて俺に頭を下げてくる。

「助け合いだよ、助け合い。それにあの状況で見捨てるのも後味が悪い」

「何か恩返しをしたいところだが、とにかく今宵こよいは休むと良い。軍が動いた以上、もはや我々の力では何も介かい入にゆうできん」

　そういうゼイエガも納なつ得とくはしかねているという感じだった。

　俺たちはその後も、多少の雑談の後、食堂を後にして別れた。ゼイエガは自室に戻るということだったので、俺も一いつ旦たん客室へと帰ろうと廊ろう下かを進む。

　客室は二階にあり、その道中には庭を見み渡わたせるテラスがある。そこを通りかかると、レィーサの姿があった。

「あれ？　風呂に行ってたのでは」

「あ、どうも」

　レィーサはこちらに振ふり向き、ぺこりと頭を下げる。ほんのりと頬が紅潮しているのは風ふ呂ろ上あがりの為なのだろうが、それにしたって早すぎないか。

「私、暑いの、苦手だから」

　湯冷めするのではないだろうかという薄うす着ぎのレィーサ。だが、彼女は平気な顔をしている。北国の、寒い地方の生まれだから……というのにしても暑がりすぎないか。今夜は、比ひ較かく的てき涼すずしい方だが。

「寒くないのか？」

「本当ならもっと寒い方がいい。この屋や敷しきを全体的に凍こおらせてちょうどいい」

「おいおい、さすがにそれはやめてくれよ？」

　応対しつつ、俺はレィーサの横に並び立つ。

　街の方角は賑にぎやかな灯あかりでいっぱいだが、ゼイエガの屋敷は広い面積を持っているせいか、どこか隔かく絶ぜつされた感じでもある。

「明日あした。エフィモヴィのたくらみは阻そ止しできるだろうか」

　ぽつりとレィーサがつぶやく。

「さてな。軍隊が動くのだし、ゼイエガ曰いわくそうなると俺たちは何もできないらしいからな」

「奴やつが、この動きを、察知してないはずがない。必ず、何かしかける。国を滅ほろぼしてきた男、それぐらいは用心する」

「君は、やはり復ふく讐しゆうを果たしたいか？」

「当然。二百年の恨うらみ、安くない。父も母も、殺された。友人も。許すわけにはいかない」

　淡たん々たんとした口調なれど、レィーサの体が獣じゆう人じん化しているのが見えた。感情が高ぶると、そうなるのだろう。

「だけど、悉ことごとく失敗してきた。二百年も追いかけた。その度たびに逃げられた。この大陸で奴の痕こん跡せきを見つけた時、必ずやと思った……でも、また失敗した」

「痕跡……か」

　ふと、俺は気になることを思いついた。

「なぁ、君がエフィモヴィを見つけたのは、この街が初めてじゃないように聞こえるんだが、もしかして他ほかの場所でも奴を見かけたのか？」

　俺の質問にレィーサは頷うなずき答えた。

「半年以上前のこと。奴はこの大陸の商人といた」

「商人？」

「名前は知らない。でも、多分、あれは奴ど隷れい商人だと思う。エフィモヴィは彼らを受け取っていた」

「奴隷商人……待てよ、まさか……」

　奴隷商人と聞いて、俺の脳裏に真っ先に浮うかんだのはカウウェルという男だ。奴は、イーゲルとつながっていたはずだ。

　待てよ、そのイーゲルの死体は残党によってここに運び込まれたはずだ。その残党メンバーは殺されているが、エフィモヴィとカウウェルに繋つながりがあったのなら、イーゲルとも何かあるのではないだろうか。

「なぁ、その奴隷商人って、老人でさ、カウウェルって名前じゃ……」

「……興味なかったから、名前は知らない。それに、商人の方には護衛もいた。魔ま人じんを、連れていた。だから、私はそいつがエフィモヴィから離はなれるのを待って、奴を襲おそった。背中に傷をつけたのはその時。ついでに、奴隷は解放したけど、あとのことは知らない。あいつを追いかけたかったから」

「なるほど……あぁ、間ま違ちがいない。その商人はカウウェルだ。あの野や郎ろう、ここにもつながってたのか……だが、そうなると疑問は増えるな」

　点と線が増えてきてごちゃごちゃしてきた。

「そのエフィモヴィが奴隷を受け取っていたとして、何に使うつもりかわかるかい？」

「邪じや神しん復活の生いけ贄にえが妥だ当とう。でも、普ふ通つうの人間や亜あ人じんを使っても邪神復活には相当の量がいる」

「……そういえば、イーゲルの奴も捕とらえた住民をそういう風に使っていたな……だが、それにしては捕らわれた人の数が少ないとは思った」

　確かにイーゲルは無数の街を蹂じゆう躙りんし、住民を犠ぎ牲せいにした。だが、今にして思うと襲われた街の規模がいかに田舎いなかだったとはいえ、少ないのだ。

　俺はてっきり、イーゲルの魔力ひいては地ち霊れい邪じや王おうと呼ばれる大魔獣の為ために消費したのだと思っていたが、まさかそれが全すべてではなかったのだとしたら。

「あいつは、イーゲルは百年を費ついやしたと言っていたな……もし奴がその時にエフィモヴィと出会っていたら……」

　またしてもいろんな情報が出てくる。つながりを臭わせはするが、明確な証しよう拠こがない。

「やはり、エフィモヴィを捕らえる必要があるか……？」

「でも……」

「うん？」

「でも、復讐を果たした時、私はどうすればいいだろうか」

　レィーサはまるで遠くを見つめるように、言った。

「もはや、一族はいない。故郷も、なくなった。私はただ、あの男を追いかけ、殺すことだけに二百年を費やした。それ以外を捨ててきた」

　二百年。言葉にすれば容易たやすくとも、常人の俺では計り知れない長い年月だ。

　見た目、俺よりも若く見えるレィーサであったが、実じつ年ねん齢れいは俺より年上なわけだ。長命種のものたちの精神性は未いまだによくわからないが、その中でもレィーサは特別かもしれない。

　俺たちなんかじゃ想像もできない、人生を歩んできたのだろうから。

「好きに、生きてみたらいいんじゃないか？」

　で、結局出てくる言葉がこれだ。もうちょっと気の利いたセリフは出ないものかと思うが……俺にはこれが精いっぱいだ。

「二百年。仇かたきを追ってきたんだろ。そんな根こん性じようがあるなら、なんでもできるさ。思い切って他のことに飛び込んでみたらどうだ？」

　三十年も生きてない俺なんて、レィーサから見れば小こ僧ぞうだろうけどさ。

「まぁ、かくいう俺も、うじうじ、うだうだとしていて好きに生きるなんてことはできなかった。色々あって、今こうしてここにいるのだが……」

　思えば、木から落っこちて死んで、女め神がみに拾われなかったら、俺の人生ってかなりしょうもないものだったような気がする。

　そう考えるとあの女神殿どのには感謝だな、本当。今度会う時は改めてお礼だな。

「それに俺だけじゃない。アムは曰く良いところのお嬢じようさんだったらしいが、今は俺と一いつ緒しよに冒ぼう険けん稼か業ぎようやってるし、ポーラもシスターやってるんだが……そういえば、あの子がシスターらしいことをやってるの見たことないな……」

　思えば、俺、あの子のことあんまり知らないな。脳内どピンクなシスターちゃんというイメージだが。まぁ、食事はうまいし、そこらへんのピンクな考え方を除のぞけばとてもいい子だし。

「……とにかく、色々ある。うん」

「あの、ミズチという子は……」

「あぁ、あの子か。あの子も説明が難しいな……なんて言えばいいか……」

　この世界で戦ったスキュラとかいう化け物を倒たおしたら卵が出てきて、それが孵かえったら実は大魔獣という伝説のモンスターでした。今は俺の娘むすめとして生活しています。

　うむ、自分でも何をいってるかわからないな。

「普通の子ではない」

「まぁ、そうだな」

　なんとなくレィーサはミズチのことを感づいている様子だ。その正体までは正確には把は握あくしていないだろうが。

「なんだ、あれだ。あの子も難なん儀ぎな人生送ってるが、今はこうして俺たちといる。案外、世の中ってのは自由に生きていけるものだよ。俺も、こうして生活できている。まぁちょいと金がなくて困っているが……」

「フフフ」

　レィーサが初めて柔やわらかなほほえみを見せた気がする。

「初めて笑ったか？」

「そうでも、ない。ただ、あなたは不思議な人。どこかこの世界とは違う、臭いがする」

「また臭いかい？」

「私たちは、それで他の者たちと区別してきた。森の中では、みな獣けものの姿をしていたから。それが、普通だった」

「なるほど……」

　違う世界の臭においか。まぁ、そうだろうな。

「好きに生きてみる。そう、それもいいかもしれない。でも、全てはあの男を始末してから。それが果たされなければ、私は……前に進めない」

「ならば、協力する。俺は、自由を束そく縛ばくするのが嫌きらいだからな。だから……」

　その時だった。

「これは……！」

　レィーサが完全な獣人形態に変身し、全身の毛を逆立たせた。

「敵……！」

　同じく、俺の全身に悪お寒かんが駆かけ巡めぐる。肌はだがざわつき、全身の毛が逆立つような感覚……これはまちがいなく、敵意！

『きゃあぁぁぁぁ！』

　即そく座ざに響ひびいたのは、アムたちの悲鳴！

　そしてそれをかき消すかのような爆ばく発はつ音。それは屋や敷しきの庭から聞こえてきて、オレンジ色の光を闇やみ夜よに照らしていた。至近距きよ離り、爆風でガラスが割れる音が聞こえる。

「あれは……」

　それとは別に、レィーサが何かを見つけたらしい。彼女の視線の先にはゆらりとうごめくフードの人物がいた。俺たちの目には、そのフードの下にしわんだ老人の顔を確かく認にんすることができた。

「エフィモヴィ……！　あの顔は……！」

　レィーサはそのままテラスから飛び出し、老人の下もとへと駆け出してゆく。

「レィーサ、待て！」

　一いつ瞬しゆん、追いかけようとした俺だったが、アムたちの悲鳴のこともあった。

「くそ！」

　俺は、アムたちを優先した。

「灯あかりが消えていやがるか！」

　先ほどの爆風のせいか、蝋ろう燭そくなどの火は全て消えている。

　だが、光の閉とざされた夜の通路であっても、忍にん者じやの目ならば問題なく周囲を見み渡わたせる。

　シャッシャッと屋敷の外で影かげが走るのが見えた。素人しろうと丸出しの走り方だ。闇夜に隠かくれてというわけではない様子。

　しかし、数がわからない。敵に魔法もしくは火薬を扱あつかうものがいるのはわかるが、一体どれほどの規模の侵しん入にゆう者しやがいるのか。

「ならば、影分身！　行け！」

　無数の分身たちを出現させ、方々に散らせる。これで侵入者への対応は可能だろう。

「これも、エフィモヴィの仕し業わざとでもいうのか？」

　ゼイエガの屋敷を襲しゆう撃げきする理由が思い浮かばない。レィーサがいるからか？　だとすれば、そんなことをするのはエフィモヴィとかいう奴やつしかいないが、果たしてあのフードの老人が本当にエフィモヴィなのだろうか。

「あんな、あからさまな姿を晒さらすのか？」

　レィーサとしては唯ゆい一いつの手がかりである臭いに反応したのかもしれないが……。

「分身たちが戦せん闘とうに入ったか……！」

　そうこうしている間に分身が侵入者を撃退していく。彼らから送られてくる情報を読み解くと、敵はまさしくならず者という風ふう体ていだ。いや、というよりこいつらは、洞どう窟くつで変わり果てた姿になった残党と似ている。

　それだけではない。奴らには意識がない。殴なぐろうが、斬きろうが、白しろ眼めをむいて口をだらしなく開け放ちながら、ただ意味もなく武器を振ふるう。

　中には体内のわずかに残った魔力を暴走させながら、魔法を放つものもいた。

「アンデッドか！」

　何とも便利……いや、厄やつ介かいな魔法だな。

　だが、前回と違うのは連中は一定のダメージを負うとそのまま崩くずれてゆくことだ。まるで使い捨ての道具のような扱いである。

「それにしたって、派手なことを……むっ？」

　警けい戒かい網もうに新たな反応。

「風ふ呂ろ場ばか！」

　厄介なことにその反応はアムたちのいる風呂場の方角からだった。

　しかも、その規模はどんどん膨ふくれ上がっているようにも感じる。

「えぇい、座標指定……瞬しゆん転てん！」

　俺は巻物を取り出し、屋敷内の地図を広げた。念のために屋敷をサーチしておいてよかった。俺は地図内の風呂場に座標を合わせ、印いんを結ぶ。

　これが本来の瞬転の術。マフラーに包まれ、どぷんと影に沈しずむ俺。

　一瞬のノイズの後、俺の体が虚こ空くうへと躍おどり出る。

　同時に刀を走らせ、迫せまりくる殺気へと対応した。

　ガンッと剣けん戟げきの弾はじける音。

　俺目め掛がけて大剣が振り下ろされていた。

「こいつは……！」

　目の前にいたのはドクロを模した兜かぶとを身に着けた騎き士し。だが、そいつは体の至るところから黒い管のようなものを伸のばしており、その先には干ひからびた男たちの姿があった。

「アンデッド……ではない！」

　醸かもし出される雰ふん囲い気きと言うべきか。プレッシャーと言うべきか。こいつは、かなりの上級モンスター……以前戦った魔ま人じんに近い空気を感じる。

「き、キドー様！」

　俺の背後にはタオルで全身を隠したアムたちの姿があった。

「無事か！」

「なんとか、結界で防いでいますわ！」

　ポーラが両手を突つき出し結界を張り巡らせていた。

　武器のないアムや万ばん全ぜんの魔力が戻もどっていないミズチでは確かに対応はできなかったのだろう。

　俺はドクロ騎士の剣をはじきながら、一いつ旦たん距離をとる。

　動きは重たく、遅おそい。魔人などとは違ちがって知性は感じられない。なんというか、魔力で編まれた実体といったところか。

「これ見よがしの管は……！」

　クナイを投とう擲てき。数本の管がブチブチと音を立ててちぎれてゆくが、それだけだ。

「召しよう喚かんの為ための生いけ贄にえってわけか……」

　ならば普ふ通つうに倒すしかない。

「水すい遁とん……」

　風呂場ゆえに水は豊富。ここは水遁忍法で……と思った矢先である。

　バリンとガラスを割る音と共に白銀の光が風呂場に突とつ入にゆうしてくる。

　それは狐きつね姿のレィーサだ。彼女はずたぼろになった老人の首を咥くわえていた。奇き妙みようなのは、首に噛かみつかれているのに老人は薄うすら笑いを浮うかべていることだ。

「小こ癪しやくな。偽にせ者もの如ごときで！」

　レィーサの静かなる怒いかりの声。

　彼女は老人を吐はき出すように解放すると、全身から白い靄もやを噴ふん出しゆつさせる。

「凍こおれ！」

　怒りをぶつけるかのようにレィーサは、老人そしてドクロ騎士めがけて冷気を放つ。数秒もしないうちに、その二人は氷の球体に閉じ込められ、一いつ切さいの活動を停止させていた。

「す、すげぇ……」

　俺の出番はなかった感じだが、それにしてもレィーサの氷結魔法の威い力りよくときたら。

　だが、レィーサは狐姿のまま唸うなり声をあげている。

「挑ちよう発はつか！　どこまで、我が一族を、コケにすれば……！」

　怒ど髪はつ天を衝つくとはこのことか。怒りに包まれたレィーサの周囲は氷結を始めていた。

　彼女が咥えていた老人は……いや、氷に閉じ込められたのは老人ではなく、若い男だった。しかも表情は薄ら笑えみではなく、恐きよう怖ふにひきつった顔。

「近くにいる！　貴様の気配を感じているぞ、エフィモヴィ！　出て来い！」

　レィーサが叫さけぶ。だが、その声は虚むなしく響き渡わたるだけだ。

　しばらくすると、分身たちから侵入者の撃退に成功した旨むねが伝えられる。

　同時に風呂場には数人のリザードメイドたちが青せい龍りゆう刀とうのような長く反った剣を持ちながらやってきた。

　だが、俺たちは慟どう哭こくするレィーサをただ茫ぼう然ぜんと眺ながめるしかできなかった。
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　しばらくして、落ち着きを取り戻した屋敷。

　応接間ではゼイエガが使用人たちに色々と指示を飛ばしていた。

「あぁ、諸君らも無事で何よりだ」

「うん。そっちは……？」

「こちらもだ。擦すり傷きず程度だ、全員無事だ。やれやれ、一体全体何が起きたのかさっぱりだ。まさか我が家が襲撃されるとは……」

　ゼイエガはため息とともにソファーに座り込む。

「怪け我が人にんもそうだが侵入者どもめ、討うち取ったら塵ちりとなって消えたぞ。気味が悪い」

「エフィモヴィの仕業だ。これは、奴の挑発」

　レィーサはずっとこの調子だ。

「だが、こんな挑発をしては、こちらがさらに警けい戒かいするだけだと思わないのか？　存在を誇こ示じするやり方がうまいとは思えないが……」

　ゼイエガの言う通りだ。この襲撃になにか意味があるとも思えない。

　それがいやに不気味だ。

　被ひ害がいといってもゼイエガの屋敷が破は壊かいされたぐらいで済んでいる。

「まぁなんだ。部屋は余っている。今日休む分には困らないだろうが……だが、襲われた以上、警戒を怠おこたるわけにもいかんな。ギルドにも連れん絡らくを入れたいところだが……」

「一日、待った方がいいかもしれない。使者を送るにしても、まだ敵が忍しのんでいるかもしれないからな。俺が護衛についてもいいが……」

「いや、この騒さわぎだ。さすがに向こうも気が付いているだろう……おや？」

　いやに外が騒がしかった。

　刹せつ那な、俺の背筋にぞくぞくとした悪寒が走る。

　異変はそれだけでない。

「う、これは……」

　ポーラが膝ひざをつき、頭を押さえた。この症しよう状じようは、ダンジョンのものに似ている。

「……くる！」

　ミズチの瞳どう孔こうがぐわんと大きく開いていた。全身をびくびくと痙けい攣れんさせたミズチ、その四し肢しにはヒレが出現していた。

　それは大魔ま獣じゆうへの変へん貌ぼうの前兆。

「敵だ……！」

　俺は、半壊し天てん井じようの抜ぬけた屋根から空を指さした。

　夜の闇やみの中。無数の飛ひ竜りゆうが空を埋うめ尽つくさんばかりに飛ひ翔しようしていた。

　全長五メートルほどだろうか。ドラゴンとしては小型ではあるが、その数が異常だ。もはや目視では数えきれない量がそこにはいた。

「あれは……使者だ」

「え？」

　茫然と空を見上げるレィーサ。

「邪じや神しんの使者……滅ほろびを告げる黒い影……そんな、祭さい壇だんは封ふう印いんしたというのに……！」

「あの程度の封印。我の手にかかれば容易たやすい」

「なっ!?」

　その声はあまりにも突然響ひびいた。

（俺の警戒網にすら引っかからないだと？）

　俺とて全くの無警戒ではない。だが、その声の主は俺の警戒に引っかかることなく、まんまとその場に現れた。

「君は……！」

　そうして現れた存在に、俺たちは、特にゼイエガは酷ひどく驚おどろいていた。

「オリガ……殿どの！」

　そう。そこにいたのは、無表情のオリガの姿だった。

「二百年もの間、我を追いかけておいて、力量の差すら把は握あくできなかったか？」

　オリガは淡たん々たんと、しかし明らかな挑発をもってレィーサへと語りかける。

「貴様！」

　獣人へと変身し、今まさにオリガへととびかかろうとするレィーサ。

　だが、それを制止するように、ゼイエガが二人の間に割り込む。

「ま、待て！　オリガ殿、オリガ！　君が、君がエフィモヴィとでもいうのか！」

「さて、何が真実であるかを確かめてみるかね。うん？　私の体を引き裂さき、見てみるかね？　私を刺さし殺せば、変身は解けるやもしれん」

「う、なにを……」

　オリガはゆっくりと両手を広げ、無防備でございますと言わんばかりにこちらを見て言った。

「ならばその首、食いちぎる！」

「待てといった！　この声、あの姿は、間違いなくオリガだ。私には、あれがエフィモヴィなる者には見えない！」

「言ったはず。奴やつは姿を変える。男にも女にも！」

「げははは！　ならば、貴様の見た老人の我も偽にせ者ものやもしれんな。いや、そもそも我が男である必要もない」

　無表情のまま、オリガは笑い声をあげる。

　なんだ、この違い和わ感かん。

「さて、顔見せはこれぐらいでよかろう。我にも準備というものがある。二百年前の続きといこうじゃないか。あぁ、楽しみだ。再び、世界に混こん沌とんが訪おとずれるぞ」

「させるか！」

　ゼイエガを押しのけるようにレィーサがオリガへと飛び掛かる。

　しかし、それは地面から伸びた真っ黒な無数の腕うでに阻はばまれる。

「なに！」

「さらば！　さらば白銀の一族よ。さらばガラ・レカァの民たみよ。今宵こよいは大いに楽しんでくれ！」

　オリガはそのまま黒の腕にからめとられるかのように沈しずんでいく。

「オリガ！」

　ゼイエガが立ち上がり、手を伸ばすも、オリガの姿はもはやどこにもなかった。虚しくゼイエガの腕は空を切り、彼はそのまま倒たおれこんでしまう。

「あ、あぁ……！」

「ミズチちゃん？」

　アムの震ふるえる声。

　どうやらゼイエガだけを心配しているわけにもいかないようだ。

　ミズチの様子がおかしい。目は金色に変色を始め、水すい棲せい生物の特色がさらに強まっている。

「防衛本能が働いているんだ！」

　ミズチとは召しよう喚かん獣じゆうとしての契けい約やくを結んでいる。その関係か、俺にはある程度彼女の意思を汲くみ取ることができる。

　それによって、今のミズチは空を埋め尽くすドラゴンたちに敵意と警戒を向けており、大魔獣化を果たそうとしていた。

　しかし、すんでのところで、理性で抑おさえている状態でもある。

「……アム、ポーラたちを頼たのめるか？」

「え？」

「ポーラは瘴しよう気きに当てられている。ゼイエガも、今の精神状態で戦えるとは思えないし、レィーサも冷静ではない。だが、街の状じよう況きようを放ほうっておくわけにもいかない」

　街の方も騒がしさを増している。どうやら、ドラゴンの接近に気が付いたらしい。

　警けい鐘しようの激しい音が響き渡っていた。動きが速いのは、ダンジョン攻こう略りやく用の軍隊が動いていたこともあるのだろう。

「行くぞ、ミズチ！　忍にん獣じゆう召喚！」

　俺はミズチと共に屋や敷しきを飛び出す。

　同時にミズチは光に包まれ、巨きよ大だいな二足歩行の龍りゆう……大魔獣・大海かい龍りゆう王おうへと姿を変える。

「────！」

　甲かん高だかい雄お叫たけびと共に高周波が放たれ、空を行くドラゴンの一団を弾はじき飛ばす。

　今のミズチは若じやつ干かんの興奮状態。だが、こちらの指示を受け付けないほどではない。

「数が多いが、ミズチならやれるな？」

「でき……る！」

「足りない分の魔ま力りよくは俺の方で補う。好きに暴れろ！」

　本来、今のミズチはまだ変身できるだけの魔力が回復していない。それを補うのは俺の体力だ。

　つまり、めちゃくちゃ疲つかれる！

　だが、ドラゴンどもの群れを処理するのはミズチの力が必要だ。ガラ・レカァの防衛能力だけでは被害が拡大する可能性がある。なにより、これは奇き襲しゆうに近い。状況が整うまでの時間もいるはずだ。

「とはいえ、俺たちも突とつ然ぜん現れたモンスターと思われるだろうな」

　当たり前だが、街の住民はミズチのことなど知る由よしもない。街を防衛する軍隊もその部分に関しては勘かん違ちがいをするだろう。

「ミズチ、空にあがるぞ。連中の注意をこちらに向ける」

　俺の指示に従い、ミズチはふわりと宙に浮うかびあがり、ドラゴンの群れへと突つっ込む。黒を切り裂く薄うす青あおの光。十数体のドラゴンがミズチの体当たりで墜つい落らくしていくが、残った連中は群がるようにして、追いかけてくる。

「よぉし、よぉし。集まれ、集まれ……」

　できる限り連中を俺たちの方へ集めればそれだけ被害が抑えられる。

　俺はミズチの頭に掴つかまりながら、刀を抜き放つ。

「五ご遁とんの術は火、水、木、金、土……だが、俺には第六の術もある」

　俺は刃はを手てつ甲こうにあてがい、勢いよくこすらせた。

　刹那。バチッと火花が……否いな、電流が駆かけ巡めぐる。

「吹ふけよ烈れつ風ぷう！」

　同時に俺の周囲に風が……嵐あらしが巻き起こる。

「雷らい遁とん……轟ごう雷らい返し！」

　刀を天に掲かかげた瞬しゆん間かん、渦うず巻まく嵐と刃に帯電した電でん撃げきがほとばしる。俺の刀を避ひ雷らい針しんとして、稲いな妻ずまが走る。

　凄すさまじい衝しよう撃げきが刃を通し、握あく手しゆへ、そして俺の全身を震わせる。

「ぬぅぅあぁぁぁ！」

　最高潮にまで高まった電撃を周囲へとぶちまけるかの如ごとく、俺は刀を振ふるう。

　青白い電撃が無数の細やかな光となって放射状に広がっていく。

　迫せまりゆく電撃たちは俺たちに群がろうとしていたドラゴンの、先頭集団へと直撃。一瞬にして消し炭にすると同時に電撃はその左右、背後へと伝線していく。

　まるで数珠じゆず繋つなぎのように広がってゆく電撃の環わ。その度たびにドラゴンたちは感電し、墜落していくことだろう。中には電撃の熱量によって炭化していくものもいた。

「つぁっ！　半分ぐらいは消し飛ばしたか!?」

　これでも大忍法だ。ついでにミズチの魔力も肩かた代がわりしている為か、頭痛が凄すごい。

　思わず肩で息をする俺だったが、気を取り直し体勢を整える。

　まだまだドラゴンは残っている。しかもいくつかの集団は街へと降り立つべく方向転てん換かんを始めた。

「させ、ない！」

　しかし、それらの集団はミズチの長い尻尾しつぽで叩たたき落とされる。

　巨大質量を持つミズチはそれそのものが武器となるのだ。

「いいぞミズチ！　蹴け散ちらせ！」

　だがミズチばかりに戦わせるわけにもいかない。

　俺はミズチの頭部から飛び降りると分ふん銅どう鎖くさりを放ち、手ごろなドラゴンの首にからめる。ギュンッと勢いのまま引っ張られるが、俺は鎖を手た繰ぐり、ドラゴンの背に乗った。当然暴れるが、構うことはない。首に巻かれた鎖を手た綱づなのように操あやつり、無理やりにでも動かす。

「忍にん法ぽう弓きゆう！」

　俺は懐ふところの影かげから弩ど弓きゆうを取り出す。俺の身長と同じぐらいの大きさの弓だ。そこに番つがえるのは三本の矢。

　もちろんそれだけではない。

「影分身！」

　これで俺を含ふくめて合計十人。当然、同じ本数の矢を番え、合計三十。

「百発百中！　五月雨さみだれ射うち！」

　一いつ斉せいに放たれる矢の一つ一つが確実にドラゴンの頭部へと突き刺さる。時には二体同時に串くし刺ざしにすることもあり、墜落するドラゴンに衝突し、きりもみ状態のままともに落ちていくものもいた。
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「大手しゆ裏り剣けん！」

　弓の次は手裏剣。当然、これもただの手裏剣ではない。

　一枚の手裏剣を投とう擲てき、するとその手裏剣は徐じよ々じよに巨大化しさらには三枚へと分ぶん離りする。

　ブーメランの要領で三方に弧こを描えがいて飛来する巨大手裏剣は進行方向を飛ぶドラゴンを真っ二つに切り裂いていく。

　もはや空を飛ぶドラゴンの数は残り僅わずかだ。

「よし、ミズチ、最後の仕上げ……！」

　あとはミズチの必殺技わざで一いつ掃そうするだけ。

　かと思われた、その時だった。

　それは突とつ如じよとして放たれた黒い閃せん光こう。その一撃はミズチへと直撃し、衝撃は周囲のドラゴンを吹き飛ばしてゆく。

　これによって、空を覆おおうドラゴンの群れは完全に一掃されたのだが……。

「な……！」

　漆しつ黒こくの奔ほん流りゆうはすぐに止やんだが、その射線上にいたミズチは空中で巨体を崩くずし、真っ逆さまに落ちてゆく。

「ミズチ！」

　墜落と共にミズチの体は大魔獣から幼い少女のものへと戻もどっていく。

　俺は大凧を展開し、落ちていくミズチをキャッチした。

「ミズチ、無事か！」

　俺の呼びかけに、ミズチからの返答はなかったがかすかに呼吸をしているのがわかった。

　それに契約も途と切ぎれていない。彼女が生きていることは間違いなかった。ミズチは全身に軽いやけどのような傷を負っていたが、幸いそれほど重じゆう篤とくな怪け我がではないように見える。

「くそっ！　なんだ、さっきのは！」

　当面の危機が去ったかと思えば、これだ。

　先ほどの攻撃は、方角からしてダンジョンのあった山の方角だ。そちらへと視線を向ければ、納なつ得とくのいく光景が広がっていた。

　山の周囲には黒雲が立ち込めており、木々が黒色に変色しているのが見える。同時にその周囲にも、おぞましいほどの瘴気と魔力がないまぜになったものが立ち込めていた。

「エフィモヴィ……！」

　こんなことができるのは奴やつしかいない。陰かげでこそこそとやっているだけの男だと思ったが、とんでもねぇ。こんな化け物染じみた魔法まで使えるのか。

「だったら、容よう赦しやはしない」

　敵は強大であると認めるしかない。

　なればこそ、始末のしがいがある。

　だが、ひとまず俺はゼイエガの屋敷へと降り立つ。

　ミズチを休ませないといけない。

「キドー様！　あぁ、ミズチちゃん！」

「怪我を……！」

　アムとポーラが即そく座ざに駆け寄ってくる。

「すまない……ミズチを頼めるか」

　ここで唯ゆい一いつ回復魔法が使えるのはポーラだけだ。彼女も顔色は良くないが、頼むしかなかった。

「任せてください。私より、ミズチちゃんの方が大変ですから」

　ポーラはそのままミズチへの回復魔法を始める。

「キドー様……」

「アム、すまないが君はここに残って二人を頼たのむ。何かあれば、この札を使え。俺を強制的に呼よび戻すことができる」

　俺は一枚の札をアムに手て渡わたす。

「行くのですか？」

「あぁ、うちの娘むすめにしでかしてくれたんだ。落とし前はつけさせてもらう」

「……わかりました。二人は任せてください。それに、その方がキドー様も全力が出せるはずですから」

　アムは力強く頷うなずき、槍やりの柄えでドンと床ゆかを叩いた。

「仲間は必ず守ります。ですので、キドー様もご無事で」

「うむ。それでは……」

「待て、私も、行く」

　その声は狐きつね状態のレィーサだった。

「エフィモヴィとの決着は、つけないといけない。拒きよ否ひしても、私は行く」

「それは私もだ」

　レィーサと並ぶようにゼイエガもレイピアを手に立った。

「オリガ殿どのを助けねばならない。私は、彼女を信じているから」

　この二人は、たとえ俺が何を言おうともついてくるだろうな。

「わかった。だが、俺も奴には全力を出す。巻き込まれても知らんぞ」

「望むところだ」

　ゼイエガはドンと胸を叩いた。

「フッ……なら行こう。胸むな騒さわぎがするからな」
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　ガラ・レカァの門の前では兵士たちが武具を構え、整列を始めていた。戦せん闘とう終しゆう了りように伴ともなう点呼の為だろう。そしてその指揮を執とるのはグレゴリーだった。

　彼はハッと俺たちに気が付くと、軽く会え釈しやくをしてやってくる。

「ゼイエガ殿、ご無事でしたか！」

「グレゴリー殿も。傷が……」

　グレゴリーの右みぎ腕うでには裂れつ傷しようがあった。

「なに、この程度はかすり傷です。ですがウォルフ様が……」

「何かあったのか！」

「突然、オリガ様がナイフを……幸い、怪我は大したことはないのですが、立つことが難しく……一体、オリガ様に何が……」

「わからない。だが、オリガ殿は、自分の意思でそのようなことをする方ではない。私は、彼女を助ける為にダンジョンへと向かう」

「ダンジョン、ですか。ならば我も……」

「それは駄だ目めだ」

　俺は首を横に振りながら言う。

「先ほどのドラゴンの群れを見ただろう。あれが、ただの一度きりとは思えない。住民を守る為の戦力は多い方がいい」

　ちらりと周囲を見み渡わたすと軍の兵士以外にも冒ぼう険けん者しやらの姿がある。緊きん急きゆう的にかき集めたのだろう。

「少数でダンジョンに突入し、首しゆ謀ぼう者しやを……暗殺する」

　奇くしくも、イーゲルの時と同じような流れになってしまった。

　だが、もはやそれ以外に方法はない。それに、言ってしまえば数が多いと、こちらも全力が出しづらくなるからな。

「ですが……」

「軍が全力を挙げて街を守るという姿勢が必要なのです。それに、我々はしょせん冒険者。それが三人いなくなったところで大きな差はありますまい」

「だが敵は、あの白いドラゴンを一撃で……」

「だからこそ、住民は怯おびえている。それを落ち着かせるのも、軍の仕事であるし、ギルドの仕事でもあるだろう？　さあ、悪いが我々は行かせてもらうぞ」

　俺はマフラーを広げ、レィーサとゼイエガを包む。

「街のことは頼み申した、グレゴリー殿」

　ゼイエガは最後にそう言い残した。

　そして、俺たちはマフラーに包まれ瞬しゆん転てん。

　目指すはダンジョン最深部。ターゲットの名は、エフィモヴィ。
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「ははぁ……こりゃ、想像以上だな」

　ダンジョン入口だったはずの洞どう窟くつの手前まで来て俺たちは、一度立ち止まっていた。

　周囲の環かん境きようがあまりにも変化していたのだ。木々は腐くさり、土も渇かわきひび割れていた。何より変化しているのは洞窟だろう。一体、どのようにすればそうなるのか。岩でできていたはずの入口の周囲は不自然にねじ曲がり、まるで巨きよ大だい生物の牙きばのようになっていた。

　さしずめその中は体内だろうか。さすがに、山全体が化け物になっているというわけではないらしい。

　しかしそう思ってしまいかねない何かがそこにはある。プレッシャーとでもいうのか、嫌いやな予感とでもいうのか、説明できない空気が漂ただよっているのだ。

「表面だけじゃないな……内部まで」

　俺の千せん里り眼がんにも限界というものがある。ダンジョンの全すべてを見渡すことはできない。それでも、確かく認にんできる範はん囲いでのぞき込めば、軽くめまいが起きそうな気分になる。

　俺たちがかつて進んだダンジョンは一本道だった。

　それがどうだ。俺の視界に映りこむダンジョン内部は曲がりくねり、さらには真下に延びている。蟻ありの巣穴のような感じだろう。

「キ……キキ！」

「お二人とも、敵が参ったようだ」

　ゼイエガがレイピアを構え、言った。

　ダンジョン入口から外にはい出るように、老ろう若にやく男なん女によ様々な顔を持ったウィプリが姿を見せる。さらにその後を、巨木のモンスターが数体。大おお盤ばん振ぶる舞まいだった。

「小こ癪しやく。全て、凍とう結けつさせてやる」

　狐姿のレィーサが冷気を纏まとい前に出るが、俺はそれを制止する。

「まて、無む駄だな戦いをする必要はない」

　敵の数は多い。そりゃ倒たおして進むのもありだろうが、正直俺は俺で体力を消費しているし、こいつら全員を相手にする時間も無駄だ。

　目指すはこのダンジョンの最深部であり、エフィモヴィただ一人。

「二人とも、俺に掴つかまれ」

　ならばとる方法は一つ。

「土ど遁とん・土つち隠がくれ！」

　拳こぶしを地面に突つき付け、巨大な穴を形成する。

「ぬおっ！」

「あうっ！」

　ゼイエガとレィーサの小さな悲鳴は、しかし穴の中に吸い込まれていく。俺の両手にはかぎ爪づめのついた手てつ甲こうが装備されていた。これで地面を切り裂さくようにして、掘ほり進むというわけだ。

　以前使った土隠れは短い距きよ離りを進む程度のものゆえに、素す手ででも問題ないが、今回はいつまで続くかわからない未み踏とうのダンジョン。

　それに、この忍にん法ぽう、指先が結構疲つかれるんだよね。

「モグラか!?」

　俺の裾すそにしがみつくゼイエガがそんなことを叫さけんでいた。

「別名、もぐらの術ともいうな。とにかく、この方が早い」

「お、お主、空は飛ぶは、瞬間移動はするわ、巨大なドラゴンは呼ぶわ、雷かみなりを落とすわ、無茶苦茶すぎぬか!?」

「大魔ま術じゆつ師しか、何か？」

　ゼイエガとレィーサの疑問に俺はただこう答えるだけだ。

「忍者さ。およそ、忍者に不可能はないと知れ」

　さぁ、問答はここまでだ。

　俺の感覚が地面の先、進行方向の土つち壁かべが薄うすいことを感じ取っていた。地中深く進んだつもりだったが、ダンジョンの変へん貌ぼうは俺が思っている以上に激しいらしく、土壁を抜ぬけた先はダンジョン内部だった。

　ただし、足場のない巨大な穴だった。

　バラバラと掘りぬかれた土が、岩が真下へと落ちてゆく。重力に従い、俺たちの体も。

「落ちる、落ちるぞ！」

　ゼイエガが俺に抱だきつき悲鳴を上げる。

　レィーサも声には出さないが引きつった顔をしていた。

「心配ご無用」

　俺はかぎ爪手甲を壁かべ際ぎわに突き刺さし、なんとか固定する。三人分の重量のせいで、一メートルほど引きずられたが停止する。

「こりゃ……広い、深いな……どうなってんだよ」

　俺は改めて変貌を遂とげたダンジョンを見渡す。壁は、土だ。山の真下に巨大な空くう洞どうがぽっかりと空いている。空洞の側面にはいくつもの穴が見えて、そこから風でも流れているのか、奇き妙みような音が響ひびいていた。

　天てん井じよう……があるかどうかはわからないが、上を見ると暗くら闇やみが広がるばかりである。

　当然、真下も真っ暗闇だ。

　ただ一つ、螺ら旋せん階段のような柱が空洞の真ん中にあった。

　その螺旋階段は方々の穴にも通路を延ばしている。さながら巨大な樹木のようでもあった。

　正規のルートを通れば、あの階段のいずれかに出るというわけか？

「蟻の巣のようなダンジョンが見えたが……何を思ってこんな作りにしたのやら」

　恐おそるべきは山の真下にこんなものを作る奴やつの力だ。

「あの男に、理由や理り屈くつを求めないほうがいい」

　レィーサは何も見えない真下をにらみつけていた。

「ただ殺せば、いいだけのこと」

「それと、オリガ殿の救出だ。これは譲ゆずれんぞ」

　付け加えるようにゼイエガが言う。

「勝手にするといい。だけど、あの女がエフィモヴィだった時は、殺す」

「だから、あれはオリガ殿だと！」

「はいはい、ここにきて喧けん嘩かはよそうぜ。奴やつこさんも、首を長くして待ってるかもしれない」

　当たり前だが、ここは敵の本ほん拠きよ地ち。瘴しよう気きの感覚も強くなる。もし、この場にミズチとポーラがいたらどうなっていたことか。

「凄すさまじい瘴気だが、二人とも大だい丈じよう夫ぶか？」

「押さえつけられるような感覚はある」

　不快感をあらわにするレィーサ。

「私もだ。毒をも受け付けぬゴブリンの肉体ですら、寒さむ気けがするよ」

　あぁ、そういえばゼイエガがゴブリンだってことを忘れていた。

　まあなんにせよフィジカルが強きよう靭じんなのは確かだったが、そんなゼイエガをもってしても違い和わ感かんはあるというわけか。

　瘴気は奥へ、奥へと行く度たびに強くなっているのは間ま違ちがいないだろう。

　実際のところ、空洞を降りるのは簡単だ。大おお凧だこを使ってもいいし、折り紙忍法を使ってもいい。何ならマフラーを使ってパラシュート降下も可能だ。

「むぅ……なんだ、何かに見られているような感覚があるぞ」

　きょろきょろと周囲を見渡すゼイエガ。警けい戒かいもそうだが、薄気味の悪い感覚にゼイエガは冷ひや汗あせのようなものをにじませていた。

「キキ……」

　耳みみ障ざわりな笑い声が空洞内にこだました。その声は空洞から延び行く穴の数々から響いている。その声の持主はわかる。ウィプリだ。無数の奴らが、穴からこちらを覗のぞいている。

　いや、それだけではない。あのドラゴンたちも蠢うごめいている。どうやら、俺が感じた巣穴というのはあながち嘘うそでもないようだ。いかなる方法かはわからないが、奴らはここで発生している。繁はん殖しよく行こう為いを行っているようにも見えないが。

　もう一つ奇妙なのは連中がこちらの存在に気が付いたのに、襲おそってくる気配がないことだ。穴の中から空洞へ出て行こうとはしていない。螺旋階段にも寄り付こうとはしていなかった。

　しかし、闇の奥で煌こう々こうと光る眼めには敵意のようなものが含ふくまれている。

　それでもなお、俺たちに向かってくる気配はない。

「不気味だが、降りよう。時間がない。嫌な予感がピリピリし始めた」

　ここであれこれ考えていても仕方がない。

　俺はかぎ爪を壁から離はなすと、紙ヒコーキを巨大化させ、グライダー式に降下を始める。

　奥へ、奥へ。

　ウィプリたちの耳障りな鳴き声を聞きながら、俺たちは、最下層へ降りる。
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　最下層への距離は、驚おどろくほどに短い。だというのに、一寸先は闇のように見えたのは何だったのか。

　幻げん覚かく、あるいは空間の歪ゆがみ？

　千里眼を使えば何かわかるかもしれないが、今はその時ではなかった。

　最下層は土つち気け色いろの壁ではなく、大理石か何かを敷しき詰つめたような整えられた空間であった。その中央には祭さい壇だんとも呼ぶべき長方形の台座があり、その上にはオリガが横たわっていた。

「オリガ殿どの！」

　真っ先に、ゼイエガが駆かけ寄ろうとする。

　しかし、そんな彼も、思わず立ち止まった。

「何者だ、貴様ら!?」

　いつの間にか、祭壇の前には二つの人ひと影かげがあった。

　それを見た時、俺は思わず目を見開いていた。

「イーゲル……そして、お前は……カウウェルか」

　見覚えのある顔だ。ともに老人、片やサイズのあっていない豪ごう奢しやな鎧よろいを身に纏まとった男、もう片方は質のよいベストを着こなす紳しん士し風の老人。

　だが、二人に共通するのは既すでに顔に精気がないことだろう。

　イーゲルとカウウェル。以前、俺が対たい峙じした悪党だ。

「あの老人……以前、エフィモヴィと会っていた……」

　レィーサはカウウェルの方を見ていた。

　やはり、彼女が見たという商人は奴か。

　だが、なぜ奴がここにいる。あいつは逮たい捕ほされたはずだ。イーゲルの死体を奪うばわれたとは聞いていたが。

　そんな俺の疑問に、既に死人と化している二人が答えるわけもないが、二人はぐぐっと全身をよじらせていた。

　すると、ぼこぼこと内側から破は裂れつし、皮ひ膚ふが引き伸のばされるように変質していく。

　声にならない絶ぜつ叫きようというのか、そこに骨のへし折れる音も混ざり、最悪な合奏が始まっている。

「なんと、おぞましい……！」

　その光景を眼前で目もく撃げきすることになったゼイエガは、茫ぼう然ぜんと変わり果てていく二人を見ていた。

「死ねばみな仏。死者を愚ぐ弄ろうするか、エフィモヴィ……」

　この空気。戦せん闘とうは避さけられないことを悟さとり、俺たちは構える。

　変貌を遂げたイーゲルとカウウェルの死体。二人とも、青白い肌はだを持った細長い化け物へと姿を変えていた。唯ゆい一いつ面おも影かげが残るのは頭部のみだが、そこも耳元まで裂けた大口に、無数の牙きば。ぎょろりとした白目で人の顔とはいいがたい。骨が変形したのか、指先や足先には鋭するどい杭くいのようなものが伸びていた。

　無理やり引き伸ばされ、ゴムのように伸びた皮膚。

　そう、いうなれば粘ねん土どで形作った人形を引っ張ってちぎれない程度に伸ばした感じだろうか。

「来るぞ」

　二体のモンスターはがりがりと杭を引きずりながらこちらへと向かってくる。

　さながら門番。こいつらを倒たおさないと話はしないというわけか。

　二体のモンスターは悲痛な叫びをあげながら俺たちに迫せまる。

「……今、楽にしてやろう」

　あれは、死者への冒ぼう涜とくだ。悪あく趣しゆ味みだ。

　二体の内、イーゲルは真っすぐに俺へと向かってきた。殺された恨うらみか、それともそういう指示がインプットされているのか。

　対してカウウェルは目の前にいたゼイエガへと腕うでの杭を振ふり下ろそうとしている。

「どっせぇぇぇい！」

　だが、その前にゼイエガはカウウェルに体当たりを仕し掛かけ、懐ふところに飛び込んだ。こいつらの伸長された手足では、自らの懐に攻こう撃げきが届かないらしい。体格差だけ見れば敵の方が数倍もあるが、ゼイエガは拮きつ抗こうしていた。

「レィーサ、ゼイエガを頼たのむ」

　俺の指示に、レィーサは文句も言わずに従ってくれた。氷の弾だん丸がんを形成しながら、彼女は狐きつねの姿になり、カウウェルへと撃うち込んでいた。

　それを見送り、俺は向かい来るイーゲルへと相あい対たいする。

「まさか二度も戦うことになるとはな」

　かつて魔ま王おうと名乗った男の哀あわれな姿には多少の同情はある。こいつがしでかした悪行を許すわけではないが、それを踏ふまえても、今のイーゲルたちの姿は痛ましいものだった。

　だからこそ、さっさと楽にしてやることが双そう方ほうにとって最も良いことなのだ。

「行くぞ！」

　俺は地を蹴けり、跳ちよう躍やくする。イーゲルの全長はおよそ三メートル。その程度の高さ、俺ならば一いつ瞬しゆんのこと。無造作に振るわれる杭も、俺の体をかすめることはない。

「まずは一刀！」

　正面より刀を振り下ろし、一いつ閃せん。スパッとイーゲルの右腕が瞬断される。響き渡わたる絶叫、噴ふき出す赤黒い血液。されどもイーゲルは狂きよう乱らんの中、俺を狙ねらう。奴の口が大きく裂さけ、開くとまるでカエルのように長い舌を、槍やりのように射出してきた。

　その一撃は俺の胸を貫つらぬいた……かに思えたが、その刹せつ那な俺の姿は霞かすみの如ごとく消え去る。

「二撃！」

　横なぎの一閃。それで今度は、奴の両足を切断する。バランスを崩くずし、どっと倒れこむイーゲル。残った左腕を我が武む者しや羅らに振り回すが、もはやその程度の攻撃では俺を捉とらえるなど不可能。

「三！」

　切り上げるようにして、左腕を切り裂く。

　それでもなお、全身をよじらせ、醜みにくい顔面をこちらに向ける。

「おさらば！」

　最後の一ひと薙なぎ。イーゲルの首が飛ぶ。

　ごろりと、奴の死体が転がる。変へん貌ぼうを遂とげた肉体のまま、生々しいそれがただ晒さらされるだけだ。

「む？」

　そして、カウウェルとの戦闘も終わりを迎むかえようとしていた。

　ゼイエガが自じ慢まんの肉体でカウウェルを押さえる間、レィーサの冷気が渦うず巻まき、カウウェルの全身を凍とう結けつさせていく。完全に凍結すると同時にゼイエガが拳こぶしを振るった。そうなれば、あとは簡単だ。

　カウウェルの肉体は粉々に砕くだけ散るだけだ。

　それよりもゼイエガ。お前、そのレイピア、まともに使ったためしがないんだけど。

「ふむ、手ごたえのない。しかし、なんとも趣味の悪い……」

　スーツに降り注いだ氷の破は片へんを払はらいのけながら、ゼイエガはモンスターには目もくれず、台座に横たわるオリガのもとへと駆け寄った。

　レィーサは周囲を睨にらみつけながら、エフィモヴィを探さぐっているのだろう。

　しかしこの空間は瘴気が渦巻くせいか、彼女の感じるエフィモヴィの気配というか、臭においはかき消されている気がする。

「さて……あまり、意味のないことだが」

　俺はイーゲルとカウウェルの死体を土ど遁とんの術を使い、地中へと埋まい葬そうした。もはや、この姿を他の者に見せる必要はない。これ以上は尊厳の問題だ。

　果たしてこのようなダンジョンの奥深くで良いのだろうかとも思ったが、悪党だった二人にすれば立派すぎる墓だろう。

　さて、奇き妙みようだ。瘴気はあるが、それだけなのだ。この空間に渦巻くのはただ禍まが々まがしいエネルギーの奔ほん流りゆうのみ。それそのものは大したものではない。聖なるものであれ、魔的なものであれ、エネルギー自体に善悪はないのだ。ただその作用が有害か否いなかなだけ。毒をもたらす花を悪と断じるものはいまい。

　とすれば、ますます奇妙だ。エフィモヴィの気配がまだない。

「オリガ殿、オリガ、目を覚ましてくれ」

「う……」

　ゼイエガに抱だきかかえられ、オリガがゆっくりと目を開ける。その焦しよう点てんはしっかりと定まっているように見える。

「ゼイエガ殿……あぁ、私、一体なにを……」

　頭を振りながら、オリガは周囲を見み渡わたす。身に覚えのない場所にいることの不安なのか、オリガはゼイエガに抱きついていた。

「こ、ここは？」

「よかった、オリガ殿。元に戻もどったのですね？」

「元に？　一体、何を……」

「今は何も聞かず。さぁ、早くここから……」

　ゼイエガはオリガを抱きしめたまま、台座から離れようとした。

「あ、お待ちになって！　ジョンソン、ジョンソンがいないわ！」

　ふと、オリガはそう叫さけんだ。ジョンソン。あの老犬か。

「は？　オリガ殿、ジョンソンはここには……」

「ばう！」

　いるはずもない。

　そう、いるはずもない犬の鳴き声が聞こえる。

「ゼイエガ、オリガを離はなせ！」

「え？」

　刹那、オリガはまるで手て練だれの暗殺者のようにスカートの裾すそからナイフを取り出し、ゼイエガの背中へと突つき刺さした。

「がっ！」

「え、え？」

　しかし、突き刺した本人は何が起こったのかわかっていない。顔を青くし、目を当とう惑わくに揺ゆらしながら、彼女は己おのれの手に握にぎられたナイフを見つめていた。

「な、なに、これ……私、ゼイエガを……！」

「やはり、あの女が！」

　レィーサがとびかかろうとする。

「違ちがう、あれは操あやつられている……催さい眠みん術の暗示だ！」

　それを止めながら、俺は台座の陰かげに隠かくれた一匹ぴきの影にクナイを投げつける。

「ぎゃんっ！」

　小さな悲鳴と共に、影がはねた。

「ようやっと姿を見せたか、エフィモヴィ」

「ぎ、げげげっげへ！」

　脳天にクナイが突き刺さった姿で出てきたのはオリガの飼い犬ジョンソンだった。

　真っ白な毛を赤く染めながら、しかして軽快な足取りでジョンソンは歩き続けている。ときおり、体を震ふるわせて犬らしい行動をしているが、徐じよ々じよに犬の顔がしわくちゃの老人のものへと変わっていく。

　同時に突き刺さっていたクナイがひとりでに抜ぬけ落ち、傷きず跡あとも塞ふさがっていった。

「げへ、我に気が付いていたか。最初から」

　老人の顔をした犬はせき込むような笑い方をしている。

「のこのこと姿を見せたのはそちらだ。まぁ、確かに、俺は既すでに目星をつけていたがな」

「ほぅ……？」

「ジョンソン、なにがどうなって……」

　オリガはまだ状じよう況きようが吞のみ込めていない。しかも気を失ったゼイエガに押し倒されたままだ。どうやら彼女の体はまだ自由が利きかないらしい。

「エフィモヴィ！」

　レィーサは構わず人面老犬にとびかかる。

　だが、奴やつはにやけた笑えみを浮うかべながら、レィーサを見つめているだけだ。

　そして、レィーサがぶつかる直前、黒い腕が彼女を払いのける。

「あふっ！」

「レィーサ！」

　俺は彼女をキャッチし、エフィモヴィを睨む。

　まもなくして、人面犬はぼきぼきと骨を鳴らし、骨格を変形させながら人の形を取る。

　白く豊かな体毛が内側に引っ込んでいくと、犬の背中に大きな裂れつ傷しようの痕あとが見えたのだが、その傷はみるみるうちに塞がっていった。

「レィーサが言っていた。お前は老ろう若にやく男なん女によ問わず姿を変えられると。その時、誰だれもが一つの先入観にとらわれる。変えられるのは人の姿だけだと。だが、あいにくと、俺の身内には人ならざる姿へと変身できる子がいる。レィーサもそうだ。ならば、姿を変える貴様も、人以外のものになれる可能性は充じゆう分ぶんにある」

「ふーむ。なるほど？」

　完全な老人の姿になったエフィモヴィは長く白い髭ひげをなでながら、それがどうしたと言わんばかりの態度だ。

「しかし、よくぞ我われが犬の姿をしていたと気が付いた」

「臭いだよ」

「ほぅ？」

「あんたはエフィモヴィとしての臭いをわざと色いろ濃こく残していた。しかしな。オリガが俺たちの前に現れた時、俺は異なる臭いを探知していたんだよ。それが、ジョンソンの、犬の臭いだ。いや、もっと言えば……犬だったお前に触ふれた時、背中にざらついた感かん触しよくがあった。正直、そのあたりから怪あやしいとは睨んでいたが……その傷、わざと残したな？」

　変身と一言で説明するには少し違う。奴は肉体を一度作り変えている節がある。変態、というべきか。蛹さなぎから蝶ちようになるように。オタマジャクシからカエルになるような。

「はっはっは！　そこまでバレていたかい」

「自分から種を明かしたくせによくも言う。だが、もはやそれはどうでもいい。貴様はここで、斬きる」

「それは遠えん慮りよしよう。我わが術が完成したのでね」

　エフィモヴィは無防備にも背中を晒した。

　天を仰あおぐように両手を広げ、老人は恍こう惚こつの表情を浮かべている。

「少し、時間がかかった」

「死ね！」

　クナイを投げつける。御ご託たくは聞く必要はない。

　クナイがエフィモヴィの後頭部に深々と突き刺さる。

　だが、それでしまいだ。クナイはごとりと抜け落ちる。

「旋せん風ぷう！　かまいたち！」

　刀身に風を。真しん空くう刃じんを、斬ざん撃げきをもって放つ。

　エフィモヴィの体は三つに分かれる。即そく座ざに黒い腕うでが奴の周りからはい出て、まるでつみきを組み立てるように並べていく。

　それで奴は復活する。

「ならば、火か炎えん車ぐるま！」

　風に乗せ、火薬を撒まく。地面に刀を走らせ、摩ま擦さつ熱にて着火。紅ぐ蓮れんの炎ほのおが大だい蛇じやの如くうなりを上げ、舐なめるようにして走る。エフィモヴィの周囲を取り囲むようにとぐろを巻き、火炎地じ獄ごくを作り上げる！

「邪じや魔まをしないで欲しいな」

　炎が消えると、その中には黒い炭があった。

　だが、いつの間にかその炭は黒いフードとなり、さっきまでしゃがんでいたかのようにエフィモヴィが立ち上がる。

（不死身か……!?）

　やはり一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　だが、この不死身はなんだ。魔力、魔法であることは間違いない。だが、死ねば呪じゆ文もんなど唱えられない。もしや、あの肉体すら遠えん隔かく操作による何かであるのか？

「無む駄だ。無駄なのだ。我は殺せぬ。不死身の存在ゆえにな」

　その言葉は嘘うそではないのだろう。恐おそらく今のあいつは、いかなる忍にん法ぽうをもってしても討うち取ることができない。

　だが、本当に不死身など存在するのか。何か、カラクリがあるはずだが。

「少し、昔話をしようじゃないか」

「その必要はない！」

　こうなれば直接、刀にて斬る。

　だが、俺は動くことができなかった。

「きゃあ！」

　背後で、オリガが黒い腕にわしづかみにされている。

「あぐっ！」

　レィーサも同様だ。

　無数の腕が彼女たちの首を掴つかんでいる。

　下手に動けば、へし折られる。

　俺は刀を地面に突き刺した。

「こう見えてもね。我は平和主義者だったのだよ。貧しい農村の生まれでね。まぁ、その日食うに困ることはなかったが、働かなければ食えない生活だった。しかし、生きていると感じられる素す晴ばらしい日々だったよ」

「だからなんだ」

　奴の言葉は出まかせだ。空くう虚きよな嘘に過ぎない。

　奴はへらへらと笑いながら語り続けた。

「ふーむ。心動かないかね？　先が気にならないかね」

「過去に何があろうと、今悪行を為なすものは許してはおけん」

「我にも悲しき過去があるのだよ。ここまで心を闇やみに落とす悲しい過去が」

　なおも妄もう言げんを続けるつもりか。へどの出る嫌いやな声だ。

「だから、どうしたといっている」

「君は冷たい男だね」

「貴様に興味がないだけだ」

「あぁ、わかったわかった。全く、君との会話は楽しくないな。そこの狐きつねは我との語らいでコロコロ表情を変えていたというのに」

「黙だまれ……ペテン師が」

　うめくような声で、レィーサはエフィモヴィを睨にらむ。

「そう、最初に君たちと出会った時は我は獣じゆう人じんの姿をしていたな。傷を負った我……まぁ自作自演だったのだが。そんな我を助けたのは……君じゃないか、レィーサ」

　その瞬しゆん間かん、レィーサの冷気が強まるが、腕に喉のどを絞しめ付けられ、無理やり中断させられる。

「やめろ！」

　俺が叫べば、腕はレィーサを解放した。

「傷ついた我を、白銀の森に案内したのは君だよ、レィーサ。あぁ、あそこはとても良い場所だった。森と雪と氷の結界に覆おおわれた場所。美しき幻げん想そう的な風景。そこに住まうのは伝説の銀ぎん狐ぎつねたち……とても、とても……うまそうだった」

　ぞくりと、語り続けるエフィモヴィから得体のしれない嫌けん悪おを受ける。

「邪神復活の為ためのよい餌えさ場ばだった。あの森のおかげで、君たち一族のおかげで、邪神復活は早まったのだ。数千年はかかるかと思ったが、フフフ……」

「ふぅー！　ふぅー！」

　レィーサの唸うなり声を浴びて、なおエフィモヴィはうっとりしていた。

「ありがとう。心から、ありがとう……我が礎いしずえになってくれて、本当にありがとう」

　そして恭うやうやしく頭を下げる。

　これほどの、侮ぶ辱じよくはない。

「だが足りなかった。白銀の一族をもってしても、全然足りない。今までいくつもの国を食ってきたが、それでも足りない」

「だから、カウウェルをそそのかし、奴ど隷れいを集めたのか？　お前と、カウウェル、そしてイーゲルの関係性はなんだ」

「別に。何も。カウウェルという男からは奴隷を、餌を買っただけだ。立場が良いのでね、多少便べん宜ぎは図はかってやったよ。イーゲルとかいう男は……まぁ、ていのよい身代わり、かな？」

「身代わりだと？」

「わかりやすい敵が必要だろう？　なので、多少の力も与あたえたし、大魔獣も貸してやったというのに……まさか決起当日に殺されるとはね……百年も時間を無駄にしたよ」

「あれはお前が仕組んだことだったのか？」

「さぁ、イーゲルが何をしようとしたのかは我の与あずかり知らぬところ。我は奴らの集める餌を求めた。それ以外は何をしようと勝手だ。イーゲルにはせいぜい暴れてもらおうとは思っていたが、どんなことをするのかは我からは何も。しかし、哀あわれな男よのぅ」

「ますます、あんたを許すわけにはいかない」

　巡めぐり巡って、こいつが元げん凶きようだったなんてな。

　しかしこれは僥ぎよう倖こうだ。こいつを始末すれば、色々なことにけりが付く。

「お前は必ず討ち取る」

「できるかな？　うん、女どもは我が手の内ぞ？」

「そうかな？」

「むっ？」

　その刹せつ那な、エフィモヴィの顔に初めて焦あせりの色が見えた。

「絞しめ殺せ」

　ひどく冷れい徹てつな声で指示をだすが、もう遅おそい。

　黒の腕がレィーサとオリガを絞め殺すよりも先に、地面より出いでた土の剛ごう腕わんたちが黒の腕たちをねじ伏ふせていた。

「これぞ忍法・土遁の術が一つ。土がため、腕の型」

　大地を、地面を操作し、土や岩を自在に操あやつる土遁の術。少し、時間はかかったがこの地面はもはや俺の制せい御ぎよ下かにある。

　突つき刺さした刀を通して、俺の意志が注つぎ込まれているのだ。

　それゆえに。

「ぬおっ！」

　エフィモヴィの全身を土が取り囲む。奴やつはもがきながら、何か呪文を詠えい唱しようするが、地面からあの黒い腕が出てくることはない。その前に、地中にて我が土の腕が握にぎりつぶす。

「フフフ、馬ば鹿かめ。愚おろか者め。この程度で我を殺せるとおもうてか？」

「ならば永遠に静止するがいい！」

「おぅ？」

　俺の真横をレィーサが駆かけ抜ぬける。

「覚かく悟ご！」

「小こ娘むすめが。我を殺せるか」

「生かしもせず、殺しもしない。貴様は永久に、凍こおり続けろ！」

　白銀の光がほとばしる。

　キラキラと輝かがやく粒りゆう子し。これはダイアモンドダストと呼ばれる現象だ。

　パッパッとそれらが瞬またたくと、氷の柱の中に閉じ込められたエフィモヴィの姿があった。

　絶対零れい度どの棺ひつぎの中で、エフィモヴィの時間は止まることだろう。

　しかし……。

「まだ、終わりじゃないよな……」

　奴は言っていた。邪神復活の時、術は成されると。

　その証しよう拠こに、俺の全身は未いまだに警けい戒かいを解いていない。ピリピリとした感かん触しよくがまだ残っている。

　ごとりと重たい音が木霊こだまする。

「あれは！」

　台座。いや、それは、そここそが棺だったのか。

　石造りの蓋ふたがひとりでに、内側から押しのけられたかのように、開け飛ばされている。

「あぁ、そんな……復活の儀ぎ式しきは、終わっていた？」

　レィーサは絶望の表情だ。

　終わっていた。既すでに奴は、終わらせていたのか。

　棺の中から、にゅるりと骨のような腕が伸のびる。それは物理的にはあり得ないことだ。棺の大きさはせいぜい大人一人がやっと納まる程度。その中から十メートルはあろうかという腕が出てくるはずがない。

　それは右腕だ。右腕は手て探さぐりで地面を探し当てると、残りの体を引き出そうとする。

　ついで出てきたのは左腕。両腕で地面を支えながら、棺から出てきたのは顔だ。人の顔、しかし人ならざる顔。口は、間ま違ちがいなく人間のものだが、両目と鼻があるはずの部分は腫しゆ瘍ようのようなこぶで覆われ、不快感を見せつけることだろう。なまじ、口元だけが真人間のような構造になっているせいで、余計に際きわ立だつ。

　そして、胴どう体たいがせりあがると、司祭服のようなローブを纏まとった姿が現れた。

　それが、邪じや神しんなのだろうか。両りよう腕うでは異様に長く、足元まで伸びていた。いやむしろ、胴体より腕の方が長いだろう。体を支えるはずの両足は枝切れのように小さく、なんらかの不思議な方法で自重を支えているのだろうか。

　なにより特とく徴ちよう的なのは黒いことだ。これまで、散々黒いモンスターを目まの当たりにしてきたが、こいつは全身が黒い、隅すみ々ずみまで。唯ゆい一いつ違うのは口、唇くちびるだけはルージュでも塗ぬったかのように赤い。

　奴は、長い腕を巧たくみに操り、氷こおり漬づけになったエフィモヴィを掴むと、おもむろに口中へと押し込んだ。

「なっ！」

　バキバキと氷を砕くだく音、そしてくちゃくちゃと肉の咀そ嚼しやく音が響ひびき、ごくんと喉を鳴らす。

　あまりにも突とつ然ぜんのことに、俺も思わず唖あ然ぜんとした。

　異変は直後に現れた。邪神が、まるで腹痛を訴うつたえるように腹部を押さえ、嗚お咽えつを漏もらしながら口を大きく開ける。

　どろりと口の中から何かが伸びてきた。

「あぁ……恍こう惚こつなり」

　口から出てきたのは人。エフィモヴィだ。

「何千年、何百年ぶりか……ははは、我は復活せり」

　口からはい出たエフィモヴィは絶頂のただなかにいた。

「まさか、貴様……」

「この肉体など、我が端たん末まつの名前にすぎぬ」

「殺しても、殺しても、復活するのはそのためか……お前がこの地上で活動するためのもの……」

　だからこそあらゆるものに姿を変えられたのか？

「いやはや、封ふう印いんをされ、現世へと復活するのに悠ゆう久きゆうの時間が必要だと思ったが、そうでもなかったな……あぁ、懐なつかしき地上の世界」

　げへ、げへとエフィモヴィを口中から伸ばす、巨きよ体たいがえずく。

「ふぅぅぅぅ……しかし復活にもエネルギーを使うのだな。集めた餌程度では到とう底てい足りぬわ」

　ぎょろりとエフィモヴィ……いや、邪神の目が俺たちを見る。

　どうやら考えごとをしている暇ひまはないようだ。

「凍れ、凍りつけ！」

　レィーサが冷気を飛ばすも、それは腕の一ひと薙なぎで無力化される。

「わからぬか、この差が。貴様らが邪神と呼ぶこの力が！」

　巨腕を振ふり下ろす！

　俺はレィーサ、そしてオリガといまだに気を失っているゼイエガを、自在縄なわで引き寄せながらその場から離はなれる。叩たたきつけられた地面が大きく揺ゆれ、天てん井じように潜ひそむウィプリやドラゴンたちが騒さわぎ出す。

「えぇい、ままよ！　忍にん法ぽう弓きゆう！」

　飛び跳はねた姿勢のまま、俺は弓矢を構える。番つがえる矢は一本、しかし巨大な矢だ。

　狙ねらいは口元から伸びるエフィモヴィの体。

　ビュンッと風を切る豪ごう風ふうと共に大矢が射出される。それは寸分たがわず、エフィモヴィの胴体に命中し、上半身を丸ごとえぐるようにして貫かん通つうし、なおかつ巨大な頭部の中央をも貫つらぬく。

「あははは！」

　なれども、奴らの体は再生を始めていた。
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「不死身。我は不死身！」

　大手しゆ裏り剣けん、クナイ、火か炎えん、氷の矢、水の弾だん丸がん。あらゆる忍法を放つ、それらは間違いなく奴の肉体を削けずっていくというのに、圧あつ倒とう的な再生力を誇ほこっていた。

「だぁぁぁ！　なんだってこう、バカでかい奴が相手になるんだ！」

　思わず素すが出る。

　しかもこの手の連中は厄やつ介かいなんだ。それに復活を防ぐ手立てもない。

「さて、イーゲル……あの男は大した役には立たなかったが、奴の記き憶おくは私に愉ゆ快かいなものを見せた」

「なに？」

「たとえ、肉体が死んでもこう、魔ま力りよくを通わせでく人形にすることは容易たやすい。我の場合は少し違って、記憶を読み取れる。たとえ肉体の内臓機能が停止しても、活性化させれば記憶を覗のぞき見ることは容易い。まぁ、生き返るわけではないがね」

　いかなる手段を使ったのかなど興味はない。

　だが奴は俺のことを知っているというのか。

「イーゲルを瞬く間に討うち取った君の姿に少し興味を覚えたのも事実。大魔獣を降くだし、さらには大魔獣を飼いならす。素晴らしい力だよ。だが、フフフ、それだけだった。それともまだ見ぬ力があるのかな？」

「さてな。実のところ、俺も俺の力が一体どこまで広がるのかはわからん。だがな、もう一度いうぞ。貴様は殺す。忍者は、狙った獲え物ものは確実に仕留める。邪神、名を聞かせろ」

「うん？」

「貴様の名前だ。エフィモヴィが本当の名ではあるまい」

「ふーむ、そうであるな。我に個体としての名前は特にない。我は、我であるがゆえにな。だが、過去こう呼ばれたことはあるな。矮わい小しようなるものどもが、我をこう呼んだ。黒き神。邪悪の神。チェルノボグと」

　チェルノボグ。それが、邪神の名か。

「しかと聞いた。邪神チェルノボグ。我が名は城き戸ど音おと羽わ。貴様を、討つ」

「そうかい」

　チェルノボグは等身大の肉体の腕を広げ、その周囲の黒色のエネルギーを充じゆう填てんし始めた。

「さぁ、避さけねば塵ちりになるぞ。あの大魔獣に食くらわせたものと同じと思うでないぞ？」

「貴様こそ。俺の娘むすめを甘く見るな」

「ふん？」

　奴は、なぜ俺が不敵に笑うかわかるまい。

　チェルノボグが光線を放とうとしたその瞬しゆん間かん。轟ごう音おんと共に頭上の壁かべが吹ふき飛ぶ。

「なんと!?」

　チェルノボグが見上げると同時に、巨体の方の顔に青白い腕が爪つめを立てていた。

　甲かん高だかい雄お叫たけびと共に、羽を震ふるわせ、もう片方の腕は邪神の腹部を貫く。

「ぬお、貴様は……」

「大海かい龍りゆう王おう見参。言ったはずだ、俺の娘を舐なめるなと」

　そう、現れたのは大海龍王、ミズチだ。

　しかし、実はこれ、俺も予想外だった。別に呼び寄せたわけじゃない。

　だが、俺とミズチは契けい約やくを結んでいる。彼女が目覚め、変身し、こちらに向かってきていることは察知できていた。

「キドー様！」

「キドーさん！」

　ミズチの頭部にはアムとポーラもいる。

「よく来てくれた……と言いたいところだが、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　俺たちはとりあえず、ミズチの頭部の上に降り立つ。

「ちょっときついですが、大丈夫です！　ひどく嫌いやな予感がしましたので、飛んできました！」

　そういうポーラの顔は青白い。相当な無茶をしている様子で、アムに支えられている。

「私はさておき、ミズチちゃんの怪け我がはできる限り癒いやしました。でも本調子じゃないですからね」

　ポーラは持てる魔力のすべてをミズチに注いだのかもしれない。

「そして、私が、ミズチちゃんの魔力をフォローしています！　正直、立ってるのがやっとです！」

　よく見ればアムは槍やりを支えにして、ポーラを抱かかえる腕も足もぷるぷると震えている。

　まさか……。

「アム、お前も無茶を……!?」

　術式を編んだのはポーラだろうか。かなり大おお雑ざつ把ぱ、というか緊きん急きゆう事態ゆえかアムの魔力をミズチに供給するように魔法が施ほどこされている。

　だが、アムだけの魔力で果たして足りるだろうか。

「メイドさんたちも協力してくれました！」

「あの人たちか……！」

　ゼイエガの屋や敷しきの使用人たちか。だとすれば、ミズチも一回だけ変身する分の魔力は得られるかもしれない。

「元気いっぱいだから！」

　ミズチは元気よく頷うなずく。

「そ、それにしても、また何か大きな敵が……」

　ポーラを支えつつ、アムはもがき苦しむチェルノボグを見てげんなりとしている。

「み、みなさん……！」

　駆かけ付けた援えん軍ぐんにオリガは涙なみだしていた。

「むぅぅぅ！　パパ、こいつ、空っぽだよ！」

　暴れるチェルノボグを押さえつけながら、ミズチが叫さけぶ。

　空っぽ？　どういうことだ。

「こいつ、ここにいるけど、ここにいない！　これは肉体だけど……うわっ！」

　チェルノボグの長い腕がまるで鞭むちのようにしなり、ミズチの全身を打つ。その衝しよう撃げきで、ミズチは体勢を崩くずし、その場を離れてしまう。チェルノボグも解放してしまった。

　みるみるうちに奴やつの傷が塞ふさがっていく。

「増援かと思えば、死にぞこないどもが集まっただけではないか。しゃらくさい！」

　チェルノボグは再び黒色の光線を放つ。

「うりゃぁぁぁ！」

　が、ミズチは正面に障しよう壁へきを展開し、なんとかそれを防ぐ。無防備からの一撃ではない為、なんとか耐たえているが、障壁ごと押し込まれている。

「援護！　土つち蜘ぐ蛛も、行け！」

　もはや俺の十お八は番ことなった土遁忍法・土蜘蛛。

　ミズチたちよりも半分ほどの大きさの土蜘蛛ではあるが、数を補うことぐらいはできる。

　土蜘蛛はチェルノボグの体にまとわりつき、巨体の口から伸のびる等身大の肉体へと迫せまった。

　八本の足を巧たくみに操あやつり、等身大の肉体を絡からめとることで攻こう撃げきを中断させるのだ。

「ふん、うっとうしい」

　羽虫を追い払はらうかの如ごとく、老体が腕うでを振るうだけで土蜘蛛は粉々に砕くだけ散る。

「む？」

　だが、土蜘蛛は土なり。その程度では死なぬ。砕け散った巨大土蜘蛛の土くれたちは、今度は無数の子蜘蛛となり、老体を包み込んだ。

「ぬ、う？　えぇい、たかが土くれの分際で、我にまとわりつくなど！　これでは我が顔面に泥どろをぶつけるかの如き所業ぞ！」

「だったらぁぁぁ！　つぶれちゃえぇぇぇぇ！」

　再び、ミズチの両腕が振るわれる。今度はチェルノボグの両腕を串くし刺ざしにして、壁に縫ぬい合わせる。それだけではなく、ミズチは尾おを使い、奴の腹部を貫いた。

「パパ、急いでね！」

「応！」

　ミズチが動きを止めている間、俺は奴の弱点を探さぐる。

　何かあるはずだ。ミズチは奴の体がからっぽだと言った。肉体はあるが、奴はそこに存在しない。

　これはつまり、どういうことだ。

　様々な考えが逡しゆん巡じゆんする。

「空っぽ、空っぽ……は、そうか！」

　俺は一つの答えにたどり着き、それを証明するべく、千せん里り眼がんを発動させた。

「やはりそうか！　奴は言った。肉体は、端たん末まつだと！」

　それは、あの老人の肉体、エフィモヴィだけのことじゃない！

　今俺たちが必死こいて戦っている巨きよ体たい。これすらも、端末……いや、戦せん闘とうを代行するマシーンにすぎないんだ。

　千里眼によって露ろ見けんする奴の正体。それは、ただの肉にく塊かいだ。それを操るものがいる。それがつながる先がある。それこそが、奴の、正体であり本体！

「正体見たり」

　刀を抜ぬき放つ。

「ミズチ、みんな。この化け物を頼たのむ。レィーサ」

「う、うん？」

　チェルノボグが復活してから、意気消しよう沈ちんしていたレィーサ。

　人間の姿をとっていた彼女の肩かたを俺は軽く叩たたいてやる。

「いくぞ。仲間の仇かたきを取るのだろう？」

「え？」

「奴の本体がわかった。これより天てん誅ちゆう仕つかまつる。だが、仕留めるのは俺ではない。お前だ。レィーサ。仇を取れ」

　レィーサの腕を掴つかみ、俺は有う無むを言わせずミズチの頭部から飛び降りた。

「な、な！　どこへ！」

「言っただろ！　奴の本体だ！」

「本体、それは、どこに」

「あそこだ。あの棺ひつぎの中……」

　俺が指さす方向には開け放たれた棺がある。その中には、虚こ空くうが広がっていた。

「むっ、貴様ら、どこへ行く！」

　明らかに、チェルノボグが動どう揺ようする。

「よもや……させるか」

　唯ゆい一いつ、自由の利きく老人体が俺たち目め掛がけて攻撃を仕掛けようとする。

　ミズチは巨体を封ふうじるのに手いっぱい、アムもポーラもミズチの魔ま力りよくの肩代わりをしていて、動ける状態ではないし、オリガはそもそも戦えない。

「それは、こちらの、セリフだぁぁぁ！」

　なら、残るのは、ゼイエガだ。

「なに!?」

「フフ……ははははは！　ゼイエガ復活！」

　ゼイエガはレイピアを構え、老人体めがけて突つき刺さす。

「フフフ、目が覚めてみれば、何やら巨大なものはいる、貴様は気持ち悪くなっている。だがわかることは一つ！　貴様の好きにはさせんということだ！　ははははは！」

「ぐ、この、薄うす汚ぎたない、ゴブリンが！」

「違ちがうな。私は誇ほこり高きホブゴブリン！　戦士の一族！」

「死ねぇ！」

　老人体は光線をゼロ距きよ離りで放つ。

「ゼイエガ殿どの！」

　オリガの悲痛な叫び。

　だが、黒こく煙えんが晴れるとそこには、まだゼイエガの姿がある。スーツはボロボロ、セットされていた髪かみ型がたも崩れ、肉体のあちこちにはダメージの跡あとがあるが、それでもゼイエガは不敵に笑っていた。

「痛い！　痛いが我が慢まんできる！　今の私には、オリガがついているからな！」

「わけのわからぬことを……！」

「黙だまれぇ！」

　ゼイエガは渾こん身しんのパンチを老人体に放った。それも、何度も、何度も。タコ殴なぐりだ。

「そうだ、やっちゃえ！」

　それを真ま似ねしてミズチも巨体をぶん殴り始める。

　おいおい変なことは覚えるなよ。

「だが、これぞ好機！　レィーサ、しっかりと掴まれよ！」

「は、はい！」

　そうして、俺たちは真っ逆さまに棺の中へと、落ちていく。
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　どぷん。

　と、まるでそんな感かん触しよくと共に、俺たちは棺の中、奥底へと沈しずんでいく。

　棺の中に異空間が広がっているのはわかっていた。だが、これは少し予想外だな。

　そこにあったのは一つの世界だ。見るものがみれば、魔界と言うべき世界かもしれないが、それとも何かが違う。

　隔かく絶ぜつされた世界。ここはもう一つの異世界と呼ぶべきだろうか。

　黒い霧きりと嵐あらしが吹ふき荒あれる、異様な世界。

　しかして、俺たちの体は嵐に吞のみ込まれることなく漂ただよっていた。

（どこだ）

　凄すさまじい瘴しよう気きで探知能力もかき消されている。

（どこにいる）

　だが、感じる。

　奴の気配を。チェルノボグの本体を感じる。

　捜さがせ。精神を研とぎ澄すませろ。ここは奴のテリトリーだ。いつ攻撃が来てもおかしくはない。その前に捜し出し、討うて。

（いや……逆だ）

　俺はレィーサを抱だき寄せるようにして、抱かかえなおす。

「き、キドー殿！」

「しっ。レィーサ。頼みがある」

「頼み？」

「これより我が忍にん法ぽう、あらたな術を開かい眼げんする。その為に、お前の力を貸して欲しい」

「……わかった。それが、最上の手ということ？」

「そうだ」

　俺はレィーサに囁ささやく。レィーサは力強く頷うなずいた。

　俺たちの周りにキラキラと氷の結けつ晶しようが浮うかび上がる。レィーサの放つ冷気によって生じたダイアモンドダスト。黒い霧の中にあっても、その輝かがやきはまばゆく美しい。

「もっとだ。レィーサ。この空間全すべてを凍こおり付かせるかの如く、もっと冷気を！」

　白銀の魔力が、絶対零れい度どの冷気をもって広がる。それをさらに押し出すのは忍法の風。霧を払いのけ、嵐を切り裂さくように白銀の冷気が走る。結果、俺たちを中心とし、直径五十メートル、薄い氷の膜まくで形成された球体である。

　その空間内は清せい浄じような空気を保ち、冷気特有のひんやりとしたものを感じさせ、なにより静かだった。内部にはダイアモンドダストがキラキラと輝く。目に痛いぐらいの輝きだ。

　ならば、闇やみの中で、そこまで光る存在を、見み逃のがす者はいない。

「フッ、光につられた虫のように来たか」

　霧の闇の中、怪あやしく光る赤い二つの眼めが見えた。それは一直線にこちらへと向かってくる。もう間もなく、氷の膜を突き破ることだろう。

「レィーサ。これを」

「これは……」

　俺は刀を彼女に手て渡わたす。

「仇を。それは、君がやることだ。けりをつけろ」

「いい、の？」

「我が刀は魔を祓はらう。相手が邪じや神しんであれば、効果は絶大だろう。さぁ、来たぞ」

　パリンとガラスの割れる音に似たものを響ひびかせ、奴やつが……邪神チェルノボグの本体が現れる。

「おのれ、我が領域に入り込むとは」

　姿を見せたチェルノボグの本体は、いつぞや見かけた魔人に似て、全身がゴムのような黒い表皮に覆おおわれていた。ただ違うのは口元だけは人間のようで、頭部は傘かさ状の器官に覆われ、目は見当たらなかった。その代わりなのか、胸部には赤い二つの発光器官がある。俺が目だと思ったのはそれだったのだろう。

　体の内側は青白い肌はだをして、異様なコントラストを醸かもし出す。

　魔人。悪魔。邪神。確かにそういわれてもおかしくない姿だ。

「……くっ！」

　チェルノボグの本体を前にし、レィーサは刀を構えた。俺はそれを後ろで見守るだけである。レィーサは器用に、氷で足場を作り、チェルノボグと対たい峙じする。

「二百年。ようやく、貴様を殺せる」

「愚おろか者め。外にいる我が端末ならまだしも、この我自身を殺すだと？　貴様のような雑魚ざこに、この我が殺せるか？」

「やる！　やって、みせる！」

　レィーサは刀を突きつけるようにして真正面に突とつ撃げきする。

「フン、馬ば鹿かめが」

　チェルノボグはそれをひらりと躱かわす。レィーサはすぐさま立ち止まり、振ふり向きざまに刀を横になぐ。が、それすらもチェルノボグは容易たやすく避よけてみせた。

　避けられるたびに、レィーサは刀を振るう。大振りの一撃は、一度たりともチェルノボグにかすりもしない。

「ふん、魔法はいざ知らず、剣けんの腕うでは才能がないな」

「うるさい！」

　挑ちよう発はつをはねのけるように刀を振るう。

「少し、黙れ」

　あまりにも無造作に。煩わずらわしいものを払はらいのけるように、チェルノボグは右腕を突き出す。それはまるで吸い込まれるようにして、レィーサの胸を、いとも容易く貫つらぬく。

　驚きよう愕がくに見開かれたレィーサの顔。

　俺はただそれを眺ながめるだけ。

「これは……」

　狼ろう狽ばいしたのは、チェルノボグの方だ。

　奴も気が付いたらしい。今しがた自分が貫いたレィーサは、本物ではない。

　いや、ついさっきまでは本物だった。だが、今目の前にいるレィーサはひび割れ、砕くだけ散っていく。それは氷でできた鏡像だった。

　割れた氷の破は片へんが周囲に散らばると同時にチェルノボグは気が付くことだろう。

「小こ娘むすめが、増えた？」

　奴の周りには数十ものレィーサがいた。

「えぇい、全てまやかしだ。砕くのみ！」

　チェルノボグは胸部の発光器官から光線を放った。

　が、それは周囲に浮かぶレィーサの鏡像に命中すると、あらぬ方向へと反射し、別の鏡へ、そしてまた別の鏡へと乱反射を繰くり返す。

「お、おぉ!?」

　自ら放った光線の檻おりの中に閉じ込められたチェルノボグ。

　奴は知るだろう。その檻が次し第だいに狭せばまっていることを。

「おのれ！」

　業ごうを煮にやしたチェルノボグは力ずくで鏡像を割る。だが、割れた途と端たん、氷の鏡は再凍とう結けつを始めた。

「なっ！」

　そして、その鏡に光線が反射し、チェルノボグへと直撃する。

「うぐわぁぁぁぁ！　馬鹿な、我の攻こう撃げきで、我にダメージだと？　ふざけるな、こんな馬鹿な話が！」

「どうした。事実を受け入れられんか？」

「貴様！」

　チェルノボグが俺を睨にらむように、瞳ひとみのない頭部をこちらに向けた。歯ぎしりの音がここまで聞こえてきそうだ。

「貴様が仕立て人か！　貴様を殺せば！」

　奴の腕が俺へと伸のびる。

「馬鹿め」

　奴の腕が俺に触ふれた途端、俺の姿も砕ける。

「さっきのことで、察しはつくだろうに」

「ふざけるな！　我は邪神、古来、貴様ら現世のものに滅ほろびと死を振りまいてきた邪神ぞ！　それが、なぜこうも翻ほん弄ろうされる！」

「報むくいだろ」

「なに!?」

　狼狽する奴の周囲には新たな鏡像。そこに映るのはチェルノボグではなく、無数の俺だ。

「忍法・氷結朧おぼろ封ふうじ。もはや貴様はこの氷の牢ろう獄ごくから生きて抜ぬけ出すことはかなわん」

「だまれぇぇぇぇ！」

　もはや目の前の俺が鏡像だろうとも構わないのだろう。チェルノボグは杭くいのように鋭するどくした両腕を突つき出し鏡のひとつを破は壊かいしようとした。

　その時である。

「は？」

　どぷん。

　と、鏡の中にチェルノボグの両腕が吞み込まれる。

　そして。その両腕はチェルノボグの背後に出現した鏡像から突き出て、己おのれの肉体を貫いていた。

「あ、が……なんだ、これは……」

「忍法・鏡面渡わたり。鏡面世界もまた、忍者の領域と知れ」

「忍者、忍者だと、貴様、忍者とは……なんだぁ！」

「それを貴様が知る必要は、ない！」

　刹せつ那な。全ての鏡面が砕け散る。

　そして……。

「覚かく悟ご！」

　まやかしの消え去った空間の中。白銀のベールを身に纏まとうかのように、冷気と共にレィーサが、刀を構え、チェルノボグの頭部を突き刺さす。

　チェルノボグの断だん末まつ魔まの叫さけびが響き渡る。

　レィーサは力の限り、刀を押し込み引き裂く。鮮あざやかな切断面を露あらわにしながら、チェルノボグは真っ二つになり、骸むくろが空間の中を正反対に漂ただよってゆく。

「はぁっ！　はぁっ！」

　レィーサは張り詰つめていた緊きん張ちようの糸が途と切ぎれたかのように脱だつ力りよくしていた。

「よく、やった」

　漂う彼女を受け止め、刀を回収。

「キドー殿どの……私は、私は……」

「すべて終わった。君の復ふく讐しゆうも、長い旅も」

「あぁ……終わった、の。一族の仇かたきを……」

　二百年の憎ぞう悪おとはいかなるものか。それは俺にはわからない。

　しかし、それを全て吐はき出した今、レィーサは本当の意味で安らぎを得ることができるだろう。もう彼女が追うべき仇はいない。もう彼女を狙ねらう仇はいない。二百年をさまよった彼女の執しゆう念ねんは今、解放された。
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　そんな一時を汚よごすかのような笑い声が木霊こだまする。

「は、ははは！」

　振り向けば、真っ二つになったチェルノボグの骸が笑っていた。

「我が、死ぬ。死の神が、死ぬというか！」

「その通り。我がヒヒイロカネは霊れい剣けんでもある。たとえ神であろうと、死ぬ」

「ふ、フフフ！　なるほど、その力、そういうことか！　だが、愚か、実に愚かなり！　この空間がなんであるか貴様らはわかるまい！　この空間そのものが我のテリトリー、我が死ぬことで、ここも崩ほう壊かいする。ここにあるものすべてが消しよう滅めつする。それが貴様らとて例外ではない！」

　チェルノボグの言う通り、空間に亀き裂れつが走る。無音なれど空間が振しん動どうしていることがわかる。

「神を討うつ。見事。だがその代だい償しようは命をもってしてもまだ足りぬ！　貴様らは輪りん廻ねの環わから抜け出すこともなく、この暗黒空間の中で永遠をさまよい続けるのだ！」

「それは遠えん慮りよしよう」

　高らかに言い放つチェルノボグに対して、俺はただ首を横に振り、哀あわれみの視線を送るだけだ。

「悪いが、俺たちは帰らせてもらう。こんな辛しん気き臭くさいところはごめんなのでな」

「不可能！　それは不可能である！」

「いいや。できる。なぜならば」

　俺がそう答えた途端、俺とレィーサはまるで吊つり上げられるようにして上じよう昇しようする。

「どこへ行く!?」

「帰るのさ。元の世界へ」

　俺の背中から伸びる一筋の光。それは鉄線だ。

「自在縄なわ。本当に便利な忍にん法ぽうだ」

　鉄線の伸び行く先にはぽっかりと小さな穴がある。そこだけはかすかに光が漏もれていた。

　そう、俺は棺ひつぎに飛び込む際に、保険としてこの自在縄を仕し掛かけておいた。脱出経路の確保である。当然、糸が切断される恐おそれもあったが、その時はその時。

　いかようにも方法はあったが、とにかく、もっとも簡単な方法で抜け出すことができる。

「じゃあな。邪じや神しんとやら。もう会うこともないだろう」

　遥はるか彼方かなたで、邪神の怨えん嗟さが聞こえたがもうどうでもいいことだ。

　俺とレィーサは光射す世界へと戻もどるだけだ。

「さぁ、レィーサ。君の未来は明るいぞ。もう復讐だけの旅は終わった。君は解放される。自由だ！」
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　俺たちが脱出した後、変へん貌ぼうを遂とげたダンジョンは轟ごう音おんと共に崩くずれ始めていた。

　仲間たちは大おお慌あわてしていたが、俺とレィーサが戻った時には満面の笑えみをもって迎むかえてくれた。

　そこからが大変であったが、ミズチがなんとか力を振ふり絞しぼり、俺も全パワーを彼女に注いで力ずくでダンジョンを突とつ破ぱしていった。

　崩ほう落らく。小さな山一つがまるまると地面の底に落ちてゆき、あとに残ったのは陥かん没ぼつした大地だった。チェルノボグの瘴しよう気きによって腐くさり果てた大地も丸ごと、地面の底。果たして、この大地がかつての緑を取り戻す日は来るのだろうか。

　それだけは俺でもわからない。それは、気の遠くなる年月がかかるかもしれない。かつてこの大地の真下に、邪神がいたことすら忘れ去られるような長い、長い年月をかけて。

　だが、それを知るのは俺たちだけだ。ガラ・レカァの住民たちは、あの山の下で何が起きたのかは知ることはないだろう。

　ただ、ギルドマスターたちにはそうはいかない。彼らには彼らの仕事があるので、ある程度本当のことを話さないといけないわけだ。

「邪神……か。頭が痛くなる話だな」

　半壊した屋や敷しき。ウォルフは包帯を巻かれた姿で俺たちと面会していた。

　チェルノボグに操あやつられていたオリガに刺されたと聞いていたが、全然ぴんぴんしている。ゴブリンの生命力の高さには驚おどろかされる。

　ゼイエガに至っては傷がいつの間にか塞ふさがっている。

「我々の土地で、太古の邪神が暗あん躍やくしていた？　それを、どう上に報告しろというのだ……だが、嘘うそではないのだろうな」

　あいにくと俺たちは邪神チェルノボグの証しよう拠こをなに一つ持ってこなかった。全すべては崩落した山の、瓦が礫れきの下だ。

「まぁいい。いくらでも報告のしようはある。邪神討とう伐ばつといったところで、果たして上が信じるかどうかはさておき……そう語ったテロリストの大規模魔ま術じゆつの失敗とでもいえば良いだろう。一応、初回の報告はお前たちの通りに送る。やれやれ、本国の大臣たちがまた騒さわぎ出すぞ……」

　そういいながらもウォルフは苦笑いを浮うかべていた。

「……諸君らには後日、まとまった報ほう酬しゆうを渡す。今は、少しごたつくが、必ずだ。これは、ギルドの沽こ券けんにかかわる話だからな。さて、私は住民たちへの説明を行わないといけない。それに、君たちは君たちで、サリーに報告があるだろう？」

　そう、俺たちの仕事はまだ終わっていない。

　これからサリーにも報告するべく、ハーバリーに戻らないといけないのだから。

　それはつまり、ゼイエガたちとの別れでもある。

「今回は、短い間だったが、助かったよ」

　ゼイエガはそういって、握あく手しゆを求めてきた。

　もちろん俺はそれに応じる。

「諸君らがいてくれなかったら、この街はどうなっていたか。本当に感謝している。感謝しきれないぐらいだ」

　ゼイエガは大げさなぐらいの男泣きをして、俺を押しつぶすんじゃないかってぐらいのパワーで抱だきしめてきた。

「必ず、この礼は必ずする。あぁ、これは私とお主との友情だからな」

　最後にブンブンと振り回すような勢いで別れの握手となった。

「しかし、彼女は……」

　そして、レィーサのことだ。

　俺たちがガラ・レカァへ戻った時。レィーサは狐きつねの姿となってその場から去っていった。最後に、感謝の意だったのだろうか。狐の鳴き声と、時期外れなキラキラとした雪を残して、彼女はいなくなった。

　きちんとした別れが言えなかったのは残念だったが、もう心配することはないと思う。

　彼女はもう自由。どこでも、好きに走り抜ぬけることができる。

　心配はいらないだろう。

「それじゃあ、帰ろう」

　とにもかくにも。こうして、俺たちの波乱な任務は幕を閉じた。
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　ハーバリーに戻り、サリーへの報告やらなんやらを済ませた夜。

　アムたちは泥どろのように眠ねむった。ちょっとした休きゆう暇かのつもりが大事件に巻き込まれて結局、戦いの連続だったのだから仕方ない。

　俺もいくつか報告をまとめて、それが終わってから休もうと思っていた。

「はぁ……またか」

　背せ伸のびをしていたら、いつの間にか別の場所にいた。

　奇き妙みような空間、畳たたみの床ゆか、丸テーブル。

　そして改造和服の女め神がみ様。

「どうも」

　正直、眠いので挨あい拶さつはこんな感じだ。

「ちょっと、ちょっと！　お久しぶりだっていうのに、随ずい分ぶんな態度ね!?」

「いや、眠いんだよ……どうせ見てたんだろ。だったらわかるだろ」

「まぁそうだけどさ。まま、とにかくお茶でも飲んで。最近、凝こってるの」

　神様の世界ってよくわかんないな。いや女神様か。どっちでもいいけど。

　俺は出されたお茶を一口。あぁ、久しぶりの緑茶だ。素す晴ばらしい。

「いやぁ、今回も今回で大暴れ！　忍法、忍具、大おお盤ばん振ぶる舞まい！　でも全然忍しのばないわね、あなた」

「忍ぶような仕事もないでしょ……逆に聞きたいけど、魔王はあれ名乗ってただけだけど、邪神とか聞いてないんだが」

「私だって知らないわよ！」

「おい、女神」

「だって、仕方ないじゃない！　私、そこまでそっちの世界に介かい入にゆうできないんだから」

「じゃ、なんで俺がここにいるんだよ」

「それは、長い長い申しん請せいが通って……い、色々あるのよ女神業界も！」

　知らねぇ……。

「ま、とにかくよ。よくぞ邪神を討うち滅ほろぼしましたね。正直、こんなことになるなんて私も知らないというか、考えてもなかったけど、世界を救った事実は変わりありません。あの世界の誰だれもが知らずとも、私はあなたの活かつ躍やくを知っています」

「そりゃ、どうも」

「もっと喜んでよ。もう……いいですけど。私としてはこうして活躍が見られるなら、それで満足です」

　ふと思ったが、この女神様も中々な性格してるな。いや、彼女からもらった能力には本当に助けられているが。

「今後ともあなたの活躍には期待していますよ、城き戸ど音おと羽わ。三み重え県人の誇ほこりを胸に……」

　ぷつん、と会話が途と切ぎれ、俺はボロ小屋に戻る。

「……時間配分考えろよ」
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　女神との対談が終わった翌日のことだ。

「ほぉらぁ！　ポーラさん起きてください！　そうやって寝ねぼけたふりしても無む駄だですからねぇ！」

「あぁ、前の戦いの瘴気が残って立てません～キドーさん、私を抱かかえてくださいましぃ～」

「無理。ミズチをおぶってる……」

「ミズチも歩けないもーん」

　朝っぱらからこれである。

　いつもと変わらない朝の風景。ポーラは布ふ団とんに潜もぐり込もうとして、アムはそれを引っぺがそうとして、ミズチは甘あまえん坊ぼうで。

　君たちね。昨日の今日だというのにえらい元気じゃないですか。

　世界の危機があったというのにこれだもの。本当、異世界の住民は図太いというかたくましいというか。

　そんなこんなで騒がしい朝。飯の準備をしないといけないし、畑の世話もしないといけないし、なにより昨日は風ふ呂ろにも入らずだったから、風呂を沸わかしたいしと大おお忙いそがしだ。

　今日一日は依い頼らいのことも忘れてのんびりしたい。

　そう思っていた矢先のことである。

　こんこんと扉とびらをノックする音が聞こえた。

　こんな時間に珍めずらしい。

「ほら、みんな静かに。はいはいすみません、お騒がせして……」

　扉を開けると、そこにいたのは、レィーサだった。

「レィーサさん！」

「まぁ、いつこちらへ？」

　アムとポーラが俺を押しのけるようにして彼女を迎えた。

「ついさっき。色々と考えた結果、ここにたどり着きました」

「……そりゃまたどうして」

　俺が質問すると、レィーサはちょっと困ったような顔を浮かべた。

「私は、復ふく讐しゆうを果たした。でも、帰る場所はない。一族も滅び、故郷も消えた。全て、なくなった。復讐から解放されて自由になったけど、私には、それ以外のなにもなかった。それに、それは自分で蒔まいた種だった」

「レィーサ……それは君のせいでは」

　チェルノボグによって滅ぼされた白銀の一族。奴やつの言葉を信じるならば、奴は幼かったレィーサをだまして、まんまと利用した。

　だが、それはレィーサのせいではないはずだ。だました邪じや神しんが悪い話である。

　とはいえ、当事者ではない俺がそれについてとやかく言える立場にないのも事実だが。

　レィーサはうつむいたまま、しかし今度はぱっと顔を上げて、俺を見つめていた。

　白い頬ほおがわずかに上気しているのが見て取れた。

「ですが、全てをなくしたけど、だからこそ、私も新たな目標が出来た」

　そういいながらレィーサはがっちりと俺の腕うでをとった。

「キドー殿どの！　一族復活と繁はん栄えいの為ため、子作りしましょう！」

「……ん？　君は、なにを言ってるのかな？」

　子作り？

「唯ゆい一いつ生き残った私がやるべき使命。復讐とは奪うばうことでしたが、次は育はぐくむことにしたのです！　確かに一族は滅んだ。ですが、私は、生きている！　ならば、やることはただ一つ！　一族の繁栄です！」

「待て待て、話が飛ひ躍やくしてないか？」

「いいえ、していません。皆みな様さまと別れて、色々と考えた結果です。そもそも、あなたとの出会いも運命だったと思うしかありません。命を助けていただき、そして復讐の手助けをしてくれた。もうこれは運命共同体に他ほかなりません！」

　おいおいおい。なんだ。なんでこんなことになる？

「ちょ、ちょっとレィーサさん突とつ然ぜんなにを言い出すんですか！」

「そうですわ。そういう話は順番を決めてからじゃないと！」

「そういう問題じゃないですよポーラさん！」

「我が一族、一夫多妻でも問題ないので。獣けものですし」

「だからそういう問題じゃなぁぁぁい！」

　アムが処理しきれずオーバフローをおこす。

「さぁ、さぁ！　キドー殿！　どうしますか！　今日からですか！　私は構いません！」

「俺が構うわ！　あのね、落ち着いてくれ。この家を見ろ。ボロい。狭せまい。子どもなんて増やせるわけ」

「ミズチ、お姉さんになるの？」

　頼たのむ、ミズチ、ちょっと黙だまってて。大人の話なの。

「……じゃなくてそういう話じゃなくて、物理的に、論理的にも、色々、あるだろ！」
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「あぁ、それなら大した問題ではありません。実は、ここによる前にゼイエガのところにいきまして……」

　レィーサはすっと冷静な顔になると、封ふう筒とうを取り出す。

　そこに入っていたのはゼイエガからの手紙だった。封筒には人数分の招待状があり、手紙にはオリガとの結けつ婚こんのことが記されていた。

「結婚……結婚!?　あの二人、結婚するのか！」

「はい。そうみたいです。それで、ウォルフが引退するので、彼がそのままギルドマスターに就任するそうですよ。さすがに、それはまだ先の話のようですが」

「そうか……いや、それはめでたい話だが……これは結婚式の招待状か」

「わぁ、素敵です！　結婚式、いいなぁ……」

「本当。どうです、キドーさん、この際、一いつ緒しよに」

「こら。茶化すな」

　いや本当にうれしいことだ。ゼイエガとのかかわりも短い間ではあるが、かなり濃のう厚こうだったからな。それにあいつも夢が叶かなったというわけか。こりゃお祝いの品も考えないとな。結婚式はだいぶ後のことらしいが、贈おくり物ものはいつおくってもいいはずだ。

「ま、これは良い話として……さっきの続きだが……」

　封筒の中には招待状以外にも別の書面があった。

「なになに……感謝状？」

　ゼイエガ個人の謝礼というものらしい。

「屋や敷しきを、進しん呈てい？」

　ハーバリー郊こう外がいに建てられていたカウウェルの屋敷。ゼイエガがそこを買い取ったらしい。そして、その屋敷を俺たちにくれるというのだ。

　まさかの話だった。断るとかそういう話になるまえに、ゼイエガは既すでに手続きを終しゆう了りようしていたらしく、有う無むを言わせぬままあの屋敷は俺のものとなった。

　なおかつ、リフォームまでするようで、さすがにそれが終わるまではまだ俺たちはボロ小屋にすまないといけないが。

「あの、お屋敷ですか？」

　一いつ瞬しゆんだけポーラは怪け訝げんな表情を浮うかべた。まあ彼女にしてみれば嫌いやな思い出のある場所だろうし。

「……いいですね！　屋敷としては立派ですし！」

　すぐに戻もどった。それでいいのかい。

「でもでも、よかったですねキドー様。思わぬマイホームですよ！」

　アムも喜んでくれている。俺としてはゼイエガに感謝しつつも、それで本当にいいのかなと思わなくもない。

　いや普ふ通つうにうれしいけどな。

　しかし、リフォームか……手紙には要望があればそれに応じる旨むねも書かれていた。

「というわけですので、広さは何一つ問題ありません。私としては五、六人ほど欲ほしいのですが」

「だから待てぃ！　子作りの話は置いといてくれ！」

「置けません！　我が一族の死活問題です！」

　えぇい、冷静な子かと思ったがこの子もかなりの難物だぞ！

「ちょっとレィーサさん！　私もその話には興味があるので、そうはいきませんよ！」

　なぜか対たい抗こう意識を燃やすポーラがレィーサの腕を掴つかんでいる。

「さっきも言いましたが、物事には順番と順位があります！　どっちが正せいでどっち側そくか！」

「どっちでも構いません！」

「よし！」

「よしじゃないでしょ！」

　やいのやいのと女子たちが騒さわがしくなる。

「……忍にんッ！」

「あ、逃にげた！」

　俺はもうこの状じよう況きようを処理することができないと判断し、逃げた。

　そうして逃げた先はギルド本部の屋根の上。

「パパも大変だね」

　勢いだったので、ミズチも一緒だ。

「本当だよ……」

　あぁ、帰りが怖こわい。

　怖いけど……。

「マイホームか……それは、嬉うれしいよな」

　場所が場所なだけに曰いわく付きみたいなところではあるが。

「ここは思い切って厚こう意いに甘えるとするか」

　俺は巻物を取り出しつつ、一筆返信の手紙をしたためた。そこにいくつかリフォームの案を添そえて。この世界では洋風建築ばかりだが、さすがに俺は忍者だ。ならば、それに似つかわしい屋敷を造ってもらおう。

　果たしてこの世界の大だい工くがどこまでできるかはわからん。場合によっては俺が手伝うことにもなるだろうが。

「本気で、俺はこの世界に骨を埋うずめることになるだろうな」

　でも、そんな未来のことはまだ考えなくてもいい。

　今はただ、棚たなから牡ぼ丹た餅もちな具合で手に入れた屋敷の改良プランを考えることが楽しいから。

　ふと、一いち陣じんの風が舞まった。

　それに乗ってどこからか花びらが浮かんでいる。

「……そうだな。ゼイエガたちのご祝しゆう儀ぎに早いが……」

　印いんを結び、忍法発動。

「忍法・花はな吹雪ふぶき……さぁ、行け、行け、花びらよ。幸せを運べ、未来ある新しん郎ろう新婦のもとへ！」

[image: ]

　その日。ガラ・レカァに不思議なことがおこった。

　色とりどりの美しき花びらが街を彩いろどるように舞っていたのだという。

　その鮮あざやかな風は疲つかれ切った街の人々を癒いやすばかりか、幸せを間近に控ひかえた乙女おとめの下もとに、まるで妖よう精せいの如ごとく降り注いだという。

　まさしくそれは神なるものの祝福であると、街の住民は大いに騒いだ。

　そしていつか……ガラ・レカァに新たな伝説が生まれた。

　結婚を控えた花はな嫁よめの下に虹にじ色いろの風が吹ふくとき。それは永遠の幸せの訪おとずれなのだと。

　その伝説の陰かげに、一人の忍者が関かかわっていることは、誰だれも知らない。








あとがき









　一巻からお付き合いしてくださった方々、お久しぶりでございます。

　今回から手に取ってくださった方、初めまして。作者の甘かん味み亭てい太ふと丸まるにて候そうろう。




　さて、ウェブ版をご存じの方からしますと「あれ？」と思われるかもしれないのですが、そうです。書しよ籍せき版の二巻ではオリジナルストーリー及および一部キャラの改変が行われています。

　これに関しては担当さんとの打ち合わせや僕個人の考えもあるのですが、異世界でたった一人の忍にん者じやという前提のあるこの作品に、その他の和風要素は極力削けずっていこうというものがありました。

　異世界ファンタジーな作品には途と中ちゆう、和風な国々やキャラが出てくることが多いです。もちろんそれは全然かまいませんし、私個人からそれをどうこういうことはないのですが、この作品に限定しますと「忍者の特別感」が失われてしまうのではないかと考えたのですよね。

　とは言いつつも、一つ目のプロットを提出したときはバリバリ和風要素が満まん載さいで、伝でん奇きものっぽくというノリだったんですけどね（笑）

　さすがにそれはまずかろうということで、色々と変へん更こうを重ねた結果がこの二巻となります。




　また、この二巻では意識して忍にん法ぽうというものを万ばん能のうな技わざとして描びよう写しやしました。これは一巻ではあえて抑おさえめにしていた反動も大きいですね。

　耳を大きくしたり、犬の鼻をつけたり、このあたりは某ぼう特とく撮さつヒーローや某忍者アニメなどの型にはまらない忍法を参考にしたつもりです。

　もちろんカッコよさげな忍法というものも登場させましたが、僕個人は前者のヘンテコ忍法を書いてる方が楽しいと思ったり……もっとこう、腕うでをタコにして壁かべに張り付いたりとか、鳥に変身してとかも考えたのですが、その部分はちょっと見送った次し第だい。

　もっとバリバリヘンテコな忍法も駆く使しさせたかったのですが、この部分は無念といったところ。

　その他ほかにも、大怪かい獣じゆうバトル的なシーンは絶対に入れてやろうと思っていて、さっそくぶち込こんでみた次第。せっかく巨きよ大だいなドラゴンが仲間にいるのだから、これを活用しない手はないし、もったいないというのがあったんですよね。あるものは全すべて活用したいというのも大きかったのですが、あれもしたいこれもしたいと欲よく張ばると空中分解しそうだったので、これでも結構抑えめです。




　それと、ウェブ版ではユキノと名乗らせた狐きつね娘むすめちゃんですが、書籍二巻ではレィーサと名めい称しよう変更。この理由は前述したとおりです。彼女は本来、第一巻に相当するストーリーで登場していたのですが、構成の関係で泣く泣く削けずったキャラでもありました。

　それは再登場させるにあたり、設定の変更も行って今に至ります。これは私の悪い癖くせではあるんですが、どうしてもキャラの性格が似たり寄ったりになってしまうんですよね。

　明確にロリキャラですというミズチはさておいて、アムとポーラも細かい部分はさておき口調が似ていて、判別しにくいという指し摘てきも受けていました。

　レィーサに関しても色々と悩なやんだ結果、若じやつ干かんの片言で意外と荒あらっぽい口調を意識したつもりなのですが、たぶん、そうはなってないかも？

　むしろレィーサで力を入れたのは形態といいますか、基本となるケモミミ美少女は当然として、完全な獣けもの状態、何より獣要素を強く残した獣じゆう人じん状態というちょっと譲ゆずれない部分があったり。




　ともあれ二巻は結構好き勝手、私のやりたいことはやれたんじゃないかなと思ったりもしていたり。もちろんできなかった部分も多いのですが、これに関しては単純に自分の力量不足も大きいですね。

　何より担当さんには「こんなネタどうっすか？」と無茶な質問したりして困らせてみたり、イラストレーターのカットさんに至ってはキャラ詳しよう細さいで自分も無茶な要求してないか？　と今になって思ったり。

　ですが、こんな私に最後までお付き合いしてくださり本当に感謝しています。

　無事こうして二巻を出すことができましたのは、協力してくださった皆みな様さまのおかげでございます。

　改めて、ありがとうございます。



















異い世せ界かい忍にん者じや無む双そう　其そノの弐に




～俺おれの異い世せ界かい転てん生せい特とく典てんがどう見みても万ばん能のう忍にん者じやスキルだったので超ちよう絶ぜつに忍しのびます～
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